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明石遺跡遠景



重なり合う住居跡群（第122号住居跡他）

篭の補強材として使われていた甑（第163号住居跡）



茨城県は，長期的な展望のもとに，県土の基盤整備を行っておりま

す。道路網につきましても，県土60分構想の具体化や円滑な都市交通

確保を図るなど，ゆとりある社会の実現をめざして快適な道路の整備

を進めております。

主要地方道つくば真岡線緊急地方道路整備事業は，つくば市から真

岡市にかけての交通渋滞の緩和を目的として計画されたものでありま

す。その予定地内には埋蔵文化財包蔵地である明石遺跡，明石北原遺

跡及び上白畑遺跡が確認されております。

財団法人茨城県教育財団は，茨城県から埋蔵文化財発掘調査につい

て委託を受け，平成9年4月から平成10年3月，平成11年1月から3

月にかけて実施してまいりました。

本書は，明石遺跡，明石北原遺跡及び上白畑遺跡の成果を収録した

ものであり，本書が学術的な資料としてはもとより，教育・文化の向

上の一助として広く活用されることを希望いたします。

なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である茨城県

から多大なる御協力を賜りましたことに対し，厚く御礼申し上げます。

また，茨城県教育委員会，つくば市教育委員会，明野町教育委員会

をはじめ，関係各機関及び関係各位からいただいた御指導，御協力に

対し，衷心より感謝の意を表します。

平成12年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎藤佳郎
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1本書は，茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が，平成9年度及び平成10年度に発掘調査を実施

した，茨城県つくば市大字明石に所在する明石遺跡及び明石北原遺跡，茨城県真壁郡明野町大字向上野に所

在する上白畑遺跡の発掘調査報告書である。

2　当遺跡の発掘調査期間及び整理期間は，以下のとおりである。

明　石　遺跡　　平成9年4月1日～平成10年3月31日

明石北原遺跡　　平成9年4月1日～平成10年3月31日

上白畑遺跡　　平成11年1月1日～平成11年3月31日

整　　　　理　　平成11年4月1日～平成12年3月31日

3　明石遺跡，明石北原遺跡，上白畑遺跡の発掘調査は，調査第一課長沼田文夫の指揮のもと，明石遺跡・明

石北原遺跡を調査第3班長海老澤稔，主任調査員渡辺幸雄，副主任調査員大関武が，上白畑遺跡を調査第2

班長中山忠久，主任調査員眞崎紀雄，寺門千勝が担当した。

4　明石遺跡・明石北原遺跡・上白畑遺跡の整理及び本書の執筆・編集は，整理課長川井正一の指揮のもと，

主任調査員寺門千勝，副主任調査員大関武が担当した。第1章・第2章・第3章第1節～第3節1～3・4

（2）～（4）・5（2）～（4）・6・7，第4節（旧石器～弥生時代，中世～近・現代），第4章及び第5章は寺門が，

第3章第3節4（1）・5（1），第4節（古墳時代，奈良・平安時代）は大関が執筆した。

5　本書の作成にあたり，「墨書土器の文字解読」については国立歴史民俗博物館教授の平川南氏に，「平安

時代後期」の土器変遷については宮城県文化財保護課技術主査の村田晃一氏に，「施粕陶器産地同定及び

時期について」は文化庁美術工芸課の斎藤孝正氏に，「茨城県弥生時代後期の土器変遷」については大洗町

立祝町小学校教諭の海老澤稔氏に，それぞれ御指導をいただいた。

6　明石遺跡から出土した鉄製品の分析及び保存処理については，岩手県立博物館に委託した。

7　発掘調査及び整理に際して，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。



例

1遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を用いて区画した。明石遺跡はⅩ軸＝＋20，120mY

軸＝＋20，080m，明石北原遺跡ではⅩ軸＝＋20，600mY軸＝＋19，900m，上白畑遺跡はⅩ軸＝＋22，600mY

軸＝＋19，680mの交点を基準点とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東西，南

北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C…，西から東へ1，2，3　…

とし，その組み合わせで「Al区」「B2区」のように呼称した。さらに，小調査区も同様に北から南へa，b，C

・・・j，西から東へ1，2，3…0と小文字を付し，名称は，大調査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2区」のよう

に呼称した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　　住居跡・方形竪穴状遺構－SI　土坑・大型土坑－SK　陥し穴－TP

堀・溝－SD　井戸跡－SE　不明遺構・格納壕跡－SX

遺物　　土器TP　土製品－DP　石器・石製品－Q　金属製品－M　拓本土器－TP

土層　　撹乱－K

3　遺構及び遺物の実測図中の表示

焼土
＝黒色処理

＝赤彩　⊂］＝油煙

＝繊維土器一一一一一＝硬化面　●＝孟票土器　○＝土製晶　　ロ＝雲芸晶　△＝金属鮎

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，以下のとおりである。

（1）遺跡全体図は縮尺600分の1とし，各遺構の実測図は，60分の1の縮尺で掲載することを基本とした。

（2）遺物は，原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについて

は個々に縮尺をスケールで表示した。

（3）「主軸方向」は，炉・竃を通る軸線あるいは南北の柱穴を結ぶ軸線とし，その主軸が座標北からみて，

どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した。（例　N－100－E N－100－W）なお，現存値は（）

で，推定値は〔〕を付して示した。

（4）土器の計測値は，A一口径　B一器高　C一底径　D一高台（脚）径　E一高台（脚）高　F－つまみ

径　G－つまみ高とし，単位はcmである。なお，現存値は（）で，推定値は〔〕を付して示した。

（5）遺物観察表の備考の欄は，土器の残存率，実測（P）番号，出土位置及びその他必要と思われる事項

を記した。

（6）「弥生時代の遺構と遺物」の項では，弥生時代後期の住居跡と遺物が説明されている。ここでいう弥生時代後期は前

葉・中葉・復業の3時期区分とし，那珂川下流域における土器型式（海老澤稔氏の編年）をあてるものとする。
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あ　け　し
明　石　遺 跡

いばらきけん　　　　　　　　し
茨城県つくば市 ．08220

171

36度 140度 27m ～ 19970401 8，115Id 主要地方道つ

おおあざあけしあざきた　　つは
大字明石字北の坪 10分 03分 30m ～ くぼ真岡線緊

334番地の2ほか 47秒 27秒 19980331 急地方道路整

備に伴う事前

調査
明石北原遺跡

いばらきけん　　　　　　　　し
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おおあざあけしあざきたはら
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616番地の3ほか

08220
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36度

11分

04秒

140度
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17秒

30m 19970401

～

19980331

4，503崩
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36度

12分

12秒

140度

03分

07秒

29m 19990101

～

19990331

3，396Id

所収 遺跡名 種　 別‘・主な時代 主　 な　遺　構 主　 な　遺　物 特　　 記　　 事　　 項

明　石　遺　跡 その他 旧石器時代 石器（尖頭器・ナイフ形石器・削器 旧石器時代から近世まで

・石核・剥片） 長期にわたる生活跡が確

認できた複合遺跡であ

る。筑波地域では数少な

い弥生時代の集落跡が確

認されている。集落跡の

中では，特に奈良 ・平安

時代の集落が中心となっ

縄文時代 陥し穴　　 4 基

土坑　　　 1基

縄文土器 （探鉢片），石器 （石鉄・

打製石斧・敲石・凹石）

集落跡 弥生時代 竪穴住居跡 13軒 弥生土器（広口壷片），石器（石鉄），

炉石

古墳時代 竪穴住居跡 40軒 土師器（杯・椀・鉢・高杯・器

土坑　　　 3基

溝　　　　 1 条

ム口
器
蓋
製

石

・壷・嚢・甑・ミニチュア土

・手淫土器），須恵器＿（杯・杯

・嚢），土製品（球状土錘），石
品（管玉・双孔円板），石器（砥
），鉄製品（刀子・‾鉄鉱・鍬先）

てV、る。



奈良・平安時代 竪穴住居跡 106軒

大形土坑　 2 基

土坑　　　 8 基

土師器（杯・片口杯 ・皿 ・片口

椀・高台付椀・鉢・壷・嚢羽釜・

甑・ミニチュア土器・手捏土器），

須恵器（杯・高台付杯・盤・蓋・

長頚瓶・鉢・嚢・甑），灰粕陶器，

緑粕陶器，土製晶（土玉．・球状土

錘・管状土鐸・紡錘車・置き竃），

ガラス製品 （丸玉），石製品（紡錘

車），石器 （砥石），鉄製品（紡錘

車・刀子 ・鉄鉄・鉄釘），銅製品，

古銭 （和銅開弥）

その他 中 ・近世 方形竪穴状遺構 2軒

土坑　　　 3 基

堀　　　　 2 条

溝　　　　 8 条

土師質土器 （皿），陶器 （片口鉢・

嚢），白磁 （高台付椀），青磁 （櫛

掻文椀），磁器 （皿），‘土製品 （鍔

掛け），鉄製品・（刀子・鉄釘），古

銭 （元祐通賓・寛永通賓）

近 ・現代 格納壕跡 1°基 鉄製品 （缶）

時期不明 竪穴住居跡 23軒

（含竪穴状遺構）

土坑　　 222基

井戸跡　　 1 基

溝　　　 ．10条

埋没谷　 1 か所

土師器・須恵器・土師質土器

明石北原遺跡 その他 時期不明 土坑　　　 6基 縄文土器・土師器・須恵器・土師 方向が南北の溝 3 条を確

溝　　　　 3 条 質土器・陶器，石器（磨石），銅製品

（煙管）

認 した。

［

上 白畑 遺 跡 集落跡 縄文時代 竪穴住居跡 1軒 縄文土器 （探鉢，浅鉢，大形探鉢）， 遺物包含層から縄文時代

陥し穴　 1 基 石器 （尖頭器，打製石斧，磨石， ‘中期の遺物が豊富 に出土

土坑　　　 2 基

不明遺構　 1基

遺物包含層 1か所

凹石，石鉄） している。

その他 時期不明 土坑　　 16基

溝　　　　 2 条

焼土遺構　 3 基

縄文土器，土師器，陶器，土師質

土器．
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第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経緯

主要地方道谷田部明野線は，つくば市と明野町を南北に結ぶ重要な役割を果たしてきた道路である。

しかしながら，沿線地域の近年における目覚ましい発展は交通量の増加を招き，さらなる発展を目指してい

くには道路の整備を図る必要性が生じてきた。そうした中，茨城県は，主要地方道谷田部明野線の沿線のつく

ば市から真岡市にわたる部分に，主要地方道つくば真岡線緊急地方道路整備事業を計画した。

工事に先立ち，茨城県土木部道路建設課（土浦土木事務所）は，平成7年10月25日に，茨城県教育委員会に

対し，この予定地内であるつくば市明石地区内及び明野町向上野地区内における埋蔵文化財包蔵地の有無及び

取り扱いについて照会した。これを受け，茨城県教育委員会は，平成7年12月11日に現地踏査を実施し，平成

8年10月28日に事業予定地内に明石遺跡，明石北原遺跡及び上白畑遺跡が所在することを茨城県土木部道路建

設課（土浦土木事務所）あてに回答した。平成9年2月20日から，茨城県土木部道路建設課（土浦土木事務所）

と茨城県教育委員会は，文化財の取り扱いについて，文化財保護の立場から慎重な協議を重ねてきた。その結

果，平成9年3月17日，茨城県教育委員会は明石遺跡，明石北原遺跡及び上白畑遺跡については，現状戻存す

ることが困難であると判断し，記録保存とする旨を茨城県土木部道路建設課（土浦土木事務所）に回答し，調

査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

茨城県教育財団は，茨城県と埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結び，平成9年4月から同年12

月まで明石遺跡，明石北原遺跡，上白畑遺跡の発掘調査を実施することとなった○

その後，調査の進捗に伴い予想されたよりも明石遺跡の遺構が多いことが確認されたため，平成9年11月10

日に財団法人茨城県教育財団と茨城県教育委員会とで上白畑遺跡の調査計画変更協議が行われた。平成9年11

月25日には茨城県，茨城県教育委員会との協議を行い，明石遺跡，明石北原遺跡の調査期間を3か月延長し，

1年間となった。上白畑遺跡の調査は次年度に送り，平成11年1月から3月までの3か月の調査期間となった。

第2節　調査経過

明石遺跡，明石北原遺跡の発掘調査は，平成9年4月1日から平成10年3月31日までの1年間にわたって実

施し，上白畑遺跡の調査は次年度の平成11年1月1日から3月31日までの3か月実施した。以下，調査経過に

ついて，その概要を記述する。

4月　明石北原遺跡の発掘調査を開始するため，現場事務所や倉庫の設置，調査器材の搬入・調査補助員募集

等の諸準備を行った。17日から補助員を雇用し，諸施設の整備，遺跡内の清掃作業を開始した。22日には

発掘調査の円滑な推進と安全を祈願して，安全祈願祭を挙行し，同日午後にはトレンチ試掘を開始した。

28日からはグリッド試掘を開始し，土師器片，陶器片が少量出土した。

5月1日はグリッド試掘を継続し，遺構を確認した。2日から遺構を中心に人力による表土除去を行い、土

坑5基，溝3条を確認した。継続して9日まで人力による表土除去及び遺構確認作業を行い，さらに土坑

1基を確認した。12日には方眼杭打ち測量（茨城県技術公社）を実施した。同日午後から遺構調査を開始

し，29日に調査を終了した。並行して23日からは明石遺跡の樹木伐閲と試掘を始め，29日には明石北原遺
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跡の調査を終了し，明石遺跡のI・Ⅱ・Ⅲ区の試掘を行った。

6月　2日には，明石遺跡Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ区の試掘に入った。6日には方眼杭打ち測量を実施し，Ⅱ区南西部につ

いて人力による表土除去を開始した。10日からはⅡ区の人力による表土除去と同時に遺構確認作業も行

った。12日にはⅡ区のテストピットを掘り込むとともに，今まで確認した遺構の調査を行った。16日には

Ⅳ区で，18日からはⅢ区，23日からはⅡ区，26日からはI区も含めて重機による表土除去を行い遺構確認

も併せて行った。

7月　1日には，重機による表土除去及び遺構確認作業を終了した。その結果，竪穴住居跡185軒，土坑245基，

井戸跡1基，溝21条，格納壕跡1基，埋没谷1か所を確認した。遺構確認後，引き続きⅡ区の調査とⅢ

区の遺構調査を開始した。遺構数が当初予想していたよりも多いため，10日に期間延長について業務内打

ち合わせを行った。

8月　引き続きⅡ・Ⅲ区の住居跡，土坑，溝の調査を実施した。

9月　引き続きⅡ・Ⅲ区の住居跡，土坑，溝の調査を実施した。

10月　引き続きⅡ・Ⅲ・Ⅳ区の住居跡，土坑，溝の調査を実施した。

11月　引き続きⅡ・Ⅲ・Ⅳ区の遺構調査を実施し，18日にはⅢ区の調査を終了した。

12月　1日には包含層の調査を除いてⅣ区の遺構調査を終了し，引き続きⅡ区の遺構調査を実施した。16日に

は鉄製品の保存処理を，岩手県立博物館に依頼した。17日，県教育庁文化課から，調査期間の延長につい

ての，通知があった。

1月　引き続きⅡ区の遺構調査を実施し，6日からI区の遺構調査を開始した。

2月　引き続きI・Ⅱ区の遺構調査を実施した。18日からⅣ区の埋没谷の調査を開始し，20日には調査を終了

した。

3月　引き続きI・Ⅱ区の調査を実施した。7日には167名の参加者を集めて現地説明会を開催した。10日に

航空写真撮影を実施し，11日にはI区の旧石器集中地点の調査を開始し，引き続きⅡ区の遺構調査も実施

した。13日からは補足調査を行い，20日には安全対策を含め現地調査をすべて終了した。現場事務所では

帳簿や諸記録の点検を行い，22日には現場事務所を閉鎖した。

平成11年度

1月　4日から上白畑遺跡を発掘するための事前準備に取りかかった。続いて発掘器材の搬入など発掘調査の

諸準備を行った。12日に調査補助員を雇用して，諸設備の整備，調査区城内の清掃を行った。午後からグ

リットを設定し，試掘を実施した。25日からはトレンチ試掘も実施し，28日には人力による表土除去・遺

構確認作業を行った。29日からは重機による表土除去を開始し，並行して遺構確認作業を進めた。表土中

からは多くの遺物が確認されたが，遺構は確認されなかった。

2月　引き続き重機による表土除去を実施し，表土中の主な遺物を光波測距機によって計測し取り上げた。12

日には重機による表土除去を終了した。15日からは方眼杭打ちを開始した。17日までに遺構確認作業を終

了し，住居跡1軒，土坑19軒，溝2条，不明焼土遺構3基を確認した。18日からはI・Ⅱ区の遺構調査を

開始した。

3月　引き続き遺構調査を進めた。18日にはI・Ⅱ区の遺構調査を終了し，遺跡全景写真を撮影した。19日に

はすべての現地調査を終了した。
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第2章　位　置　と　環境

第1節　地理的環境

明石遺跡は，茨城県つくば市明石字北の坪334番地の2ほかに，明石北原遺跡はつくば市明石字北原616番地

の3ほかに，上白畑遺跡は真壁郡明野町向上野字白畑道越1526番地の2ほかにそれぞれ所在する。

これら3遺跡は，現在の行政単位でつくば市と明野町に分かれているが，西を南流して利根川に合流する小

月川と東の東流して霞ケ浦に流入する桜川に挟まれた，筑波・稲敷台地上の至近距離にある。

当遺跡群周辺の地形は小月川と桜川に挟まれ，洪積台地と沖積低地からなっている。洪積台地は常総台地の

一部であり，筑波・稲敷台地と呼ばれている。台地の基本土層は竜ヶ崎層と呼ばれる砂層・砂礫層が主体をな
l

し，その上に板橋層または常総粘土層と呼ばれる灰白色粘土層（0．3－5．0m），その上に関東ローム層（0・5～

2．5m）が堆積し，最上部は腐食土層となっている。標高は河川流域に展開する沖積低地や浸食谷を除けばど

こも20－30mである。沖積低地は地質上最新の地層で，河川が運ぶ土砂や洪積台地の腐食土が雨により流され，

それが低地に堆積したものである。

明石遺跡は，つくば市の北西部，桜川西岸の筑波・稲敷台地上に立地している。遺跡の標高は，27－30mで，

台地上と沖積低地面との比高は12～15mである。遺跡は，東側を桜川沖積地に，西側を南から入り込んだ小支

谷によって挟まれた南に画する舌状台地上に位置している。調査前の現況は畑地である。明石北原遺跡は，明

石遺跡から北へ約500m離れた同一の台地上に立地しており，台地の標高は30mである。調査前の現況は畑地

である。上白畑遺跡は，明石遺跡から北へ約3km離れた同一の台地上に立地しており，台地の標高は28～29m

である。調査前の現況は畑地及び陸田である。

第2節　歴史的環境

あけし　　　　　あけしきたはら　　　　　かみしらはた

明石遺跡＜1＞，明石北原遺跡＜2＞，上白畑遺跡＜3＞の周辺には縄文時代から中酎こかけての遺跡が多数存在

している。明石・明石北原両遺跡はつくば市に存在しているが，上白畑遺跡は明野町に入る。3遺跡とも筑

波・稲敷台地上に存在しており，遺跡は隣接している。当遺跡周辺は桜川と小月川などの水系に恵まれ，古代

から人々が生活を営む場としては絶好の舞台となってきた。ここでは，3遺跡と同時代の遺跡を中心に，分布

状況等の概要を述べることにする。
たきのうえ　　　　さくあい　　　　　かとり　　　　　にしはらみなみ

縄文時代の遺跡としては，滝ノ上遺跡＜6＞，作合遺跡＜34＞，香取遺跡＜35＞，西原南遺跡＜37＞などの遺跡が，

上白畑の遺跡周辺に広がっている。特に，西原南遺跡からは中期，滝ノ上遺跡からは後期の土器や石器が出土
（1）　　　　　　　　　　　　　ふくおうじ　　　　　ふくおうじ　　　　　ほらげ

している。桜川西岸の台地縁辺部に存在している福王地A遺跡＜11＞，福王地B遺跡＜12＞，洞下遺跡＜14＞，
もどりくぼ　　　　　　たにこし

戻窪遺跡＜15＞，谷越遺跡＜16＞明石南遺跡＜20＞などは，阿玉台，加曽利E式期を中心とした，中期の遺物が
こんぴら　　　　　　てらぐ

数多く確認されている。琴平遺跡＜18＞，寺具遺跡＜19＞，など台地上の遺跡でも阿玉台，加曽利E式を中心と

した中期の遺物が確認されている。なお，上白畑遺跡も同様な遺構・遺物が出土しており中期の遺跡と考えら
ぬまた

れる。沼田遺跡＜7＞は桜川東岸台地上に位置し後期の遺跡と考えられているが，発掘調査が実施されていない

ので詳細は不明である。

縄文時代の遺跡は数多く存在しいるが桜川西岸の微高地や台地縁辺部においては，弥生時代の遺跡は激減し
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やまき

ている。桜川西岸台地縁辺部にある明石遺跡を含め福王地A遺跡，山木古墳＜22＞，桜川西岸の微高地にある
なかすがま　　　　　　　　　　　　　　　　かんごおりじょうり

中菅間遺跡＜8＞，桜川東岸の低地にある神郡条里跡＜27＞で確認されているのみである。当地城の弥生時代の

遺跡は桜川低地に画する台地際に立地する傾向があり，稲作との関係も考えられる。調査例としては，山木古

墳と神都条里跡がある。山木古墳の調査では墳丘の下から後期の住居跡が1軒確認され，弥生土器片や土製紡

錘車などが出土した。神郡条里跡の調査では，壷形土器や嚢形土器，土製紡錘車などが出土している。
こうじやまえひがし　　　　　　つかのうえ

古墳時代の遺跡数は，急激に増加する。上白畑遺跡周辺では糀屋前東遺跡＜31＞，塚ノ上遺跡＜32＞，作合遺
ひゃくめばた

跡，百目畑遺跡＜36＞，西原南遺跡などで古墳時代の遺物の散布が確認されている。桜川西岸の台地縁辺部に
みもり　　　　　　　　　　　　　　　　　　かみすがま　　　　　さいかちどう

ある水守遺跡＜21＞と桜川西岸の微高地にある上菅間遺跡＜9＞，白菜堂遺跡＜10＞では，土師器が多く出土して
どうこうじ　　　　　　　　　　　　　　　　　やすもり

いる。福王地A遺跡周辺の台地縁辺部，道光寺遺跡＜13＞，洞下遺跡，戻窪遺跡，安森遺跡＜17＞などは古墳時

代の集落跡と考えられるが，詳細は不明である。中菅間遺跡は手控土器を含む多数の土師器が出土しており，
（2）

古墳時代後期の祭祀遺跡として注目されている。なお，明石遺跡では前期から後期にかけての遺構や遺物が出土し

ている。
さくらづか

当時の有力者の墓である古墳の分布を見ると，桜塚古墳＜29＞は全長30mほどの前方後円墳で，埋葬施設は

長大な割竹形木棺を内蔵する粘土廓である。変形四獣鏡，玉類，短剣などが出土し，当地城ではもっとも古い

4世紀末の築造である。山木古墳は，全長48mの柄鏡式の前方後円墳である。築造は5世紀初頭と思われる。
みもり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬま

水守古墳群＜4＞は2基からなり，直刀1，刀子1，玉類が出土している。築造は5世紀後半と考えられる。沼
た　　　　　　　はちまんづか

田古墳群＜5＞の八幡塚古墳は筑波山の南西麓，桜川東岸の標高20m前後の台地上に構築された前方後円墳で，

墳頂部に八幡神社が祀られている。県指定史跡であり，近辺では全長94mと最大級の古墳である。埴輪の出土
くにまつ

があり，築造は6世紀前半と考えられる。その他，筑波山麓にある国松古墳群＜23＞は，現在でも径5m前後

の小古墳が点在し，古くは相当数の古墳が築造されていたとみられる。筑波小学校庭にあった円墳からは，馬
いなりつか

具・勾玉・埴輪が出土している。築造は6世紀後半と考えられる。その他，稲荷塚古墳＜24＞は中菅間集落の東
すがまおおつかやま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かめのこづか

側に，菅間大塚山古墳＜25＞は，洞下の桜川西岸台地縁辺に位置している。亀ノ子塚古墳＜26＞は福王地の畑中
いけだ

に，池田古墳＜30＞は池田の桜川西岸よりわずか20mの距離に位置している。
しのあい

奈良・平安時代の遺跡は，滝ノ上遺跡，糀屋前東遺跡，塚ノ上遺跡，篠合遺跡＜33＞，作合遺跡，百目畑遺
やまのかみ

跡，西原南遺跡，山ノ神遺跡＜38＞など上白畑遺跡周辺に広がっている。なお，明石遺跡も同時期の遺構・遺

物が数多く確認されており，大規模な集落であったものと思われる。条里の跡も確認され，特に筑波山と城山

に挟まれた低地は神郡条里跡と呼ばれている。平安時代中期，つくば市城をその舞台の一部に巻き込んだ平将

門の乱が起こった。はじめは単なる一族間の私闘だったが，国衛を攻め国府を焼くに及んで国家への反乱とな

った。この乱を詳細に記実した『将門記』には，平良兼が平良正の要請で上総から出兵，承平6年6月27日水

守の営所到着，ここで良正・貞盛らと対将門戦の協議を行った，という記事が載っている。この記事にある

「水守の営所」は北に条里水田をひかえた舌状台地上にあり，その立地条件のよさから中世城郭に転用され，
みもり

水守城跡＜28＞として残ったものと思われる。明石北原遺跡からは南北に走る3条の溝を確認した。溝の覆土

からは平安時代終末期の土師器が出土し，古代から中世にかけての遺跡と思われる。

※文中の＜　＞内の番号は，第1図及び周辺遺跡一覧表中の該当遺跡番号と同じである。

註

（1）明野町史編さん委員会　『明野町史』1985年7月
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表1明石遺跡・明石北原遺跡・上白畑遺跡周辺遺跡一覧表

番

号

遺　 跡　 名

県遺跡

．番　 号

時　　　 代 番

号

遺　 跡　 名

県遺彿

番　 号

時　　　　 代

旧 縄 弥 古 奈 鎌 江旧 縄 弥 古 奈 鎌 江

石
器 文 生 墳

●
平

●
室 戸

石
器

文 生 墳
°
平

°
室 戸

① 明 石 遺 跡 29°70 ○ ○ 0 ．○ ○ ○ ○ 20 明石 南 遺跡 ．2971 ○

② 明石北原遺跡 ○ ○ 2 1 水 守 遺 跡 2980 ○

③ 上 白畑 遺跡 6229 ○ ○ 22 山 木 古 墳 2983 ○ ○

4 水 守古 墳群 2152 ○ ○ 23 国松・古 墳 群 2984 ． ○

5 沼 田古 墳 群 2153 ○ 24 稲 荷 塚 古墳 2986 ○

6 滝 ノ上 遺 跡 222－5 ○ 0 ．○ ○ ○ 25 菅間大塚山古墳 2987 ○

7 沼　 田 遺 跡 2955 ○ 26 亀ノ子塚古墳 2988 ○

8 中菅 間遺 跡 2957 ○ ・○ 27 神 郡条 里 跡 2994 ○ ○

9 上 菅 間遺 跡 2958 ○ 28 水 守 城 跡 2998 ○ ○

10 白菜 堂遺 跡 2959 ○ 29 桜 塚 古 墳 5859 ○

11 福王地A 遺跡 2960 ○ 〇°○ 30 池 田 古 墳 5864 ○

12 福王地B 遺跡 2961 ○ 31 糀屋前東遺跡 6217 ○ ○ ○ ○

13 垣 光寺 遺 跡 2962 ○ 32 塚 ノ上遺 跡・6219 ○ ○

14 洞 下 遺 跡 2963 ○ ○ 33 篠 合 遺 跡 6225 ○ ○

15 戻 窪 遺 跡 2964 ○ ○ 34 作 合 遺 跡 6226 ○ ○ ○ ○ ○

16 谷 越 遺 跡 2965 ○ 35 香 取 ．遺 跡 6227 ○ ○ ○

17 安 森 遺 跡 2966 ○ 36 百 目畑 遺跡 6228 ○ ○ ○ ○

18 琴 平 遺 跡 2967 ○ 37 西 原 南 遺跡 6233 ○ ○ ○ ○ ○

19 寺 具 遺 跡 2968 ○ 38 山 ノ神 遺跡 6234 ○ ○ ○ ○
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第3章　明石遺跡

第1節　遺跡の概要

明石遺跡は，つくば市の北西部，桜川西岸の筑波・稲敷台地上の小月川，桜川など水系に恵まれた地域に立

地している。遺跡の存在する台地の標高は27～30mで，台地上と沖積低地面との比高は12－15mである0遺跡

は，東側を桜川沖積地に，西側を南から入り込んだ小支谷によって挟まれた南に面する舌状台地上に位置して

いる。調査区域の面積は8，115Idであり，現況は畑地である。当遺跡は，旧石器時代から近世にかけての複合

遺跡である。

今回の調査によって，縄文時代の土坑1基及び陥し穴4基，弥生時代の竪穴住居跡13軒，古墳時代の竪穴住

居跡40軒，土坑3基及び溝1条，奈良・平安時代の竪穴住居跡106軒，大形土坑2基及び土坑8基，中・近世

の方形竪穴状遺構2軒，土坑3基，堀2条及び溝8条，近・現代の格納壕跡1基，時期不明の竪穴住居跡（含

竪穴状遺構）23軒，土坑222基，井戸跡1基，溝10条，埋没谷1か所を検出した。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に180箱出土した。旧石器時代の遺物は，ナイフ形石器，尖頭

器，削器，石核，剥片が出土している。縄文時代の遺物は縄文土器片，石鉄，磨石，敲石，石錘，凹石である。

弥生時代の遺物は弥生土器，石鉄及び炉石である。古墳時代の遺物は土師器（杯・高杯・嚢・甑），須恵器

（杯・杯蓋・襲），土製品（球状土錘），石製品（紡錘車），鉄製品（刀子）等である。奈良・平安時代の遺物は

土師器（杯・高台杯・嚢），須恵器（杯・高台付杯・蓋・盤・嚢），灰粕陶器，緑粕陶器，土製品（土玉・球状

土錘・管状土錘・紡錘車・置き竃），石製品（紡錘車），石器（砥石），鉄製品（紡錘車・鉄鍍・刀子・釘），鋼

製品，古銭（和同開弥）等である。中世の遺物は土師質土器及び陶器であり，近世の遺物は磁器である。

第2節　基本層序の検討

調査2区北部（C2f5区）にテストピットを掘り，基本層序の観察を行った。（第3図）

第1層は，14～18cmの厚さの耕作土で暗褐色をしている。

第2層は，14～18cmの厚さのソフトローム層で暗褐色で

ある。

第3層は，31～37cmの厚さの暗褐色をした第2黒色帯で

ある。

第4層は，30～35cmの厚さのハードローム層で暗褐色で

ある。

第5層は，諭～57cmの厚さのハードローム層で褐色である。

第6層は，29～37cmの厚さの暗褐色のハードローム層で，

粘性・締まりとも強い。

第7層は，21～28cmの厚さの褐色の常総粘土層で，粘性

・締まりとも強い。

遺構は第2層上面で確認され，第2層から第4層にかけ　第3図　明石遺跡基本土層図

て掘り込まれている。
一　9　－
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第4図　明石遺跡調査区設定図



第3節　遺構と遺物

1　旧石器時代の遺物

今回の調査では，表土層，遺構確認面及び遺構の覆土中から，旧石器時代の遺物が出土している。

ここでは，旧石器時代のナイフ形石器，尖頭器，削器，石核，剥片について実測図を掲載し，解説は一覧表等

に記載した。

0　　　　　　　　　2cm

、　　　　l

第5図　旧石器遺構外出土遺物実測図（1）

∠＝⊃
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明　石　遺　跡

∠＝＝⊃

∠二二⊃

第6回　旧石器遺構外出土遺物実測図（2）
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旧石器遺構外出土遺物観察表

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第 5 図 1 尖　 頭　 器 （4．0 ） 2．1 0．8 （4．5 ） 黒　 曜　 石 第 174号住 居跡 覆土 中 Q lO 6　　　　 P L llO

2 ナイ・フ形石器 6．0 2．3 1．0 6．2 頁　　　 岩 第 108号住 居跡南 西部 Q lO 5　　　　 P L llO

3 縦 長 剥 片 6．5 2．8 1．2 16．7 頁　　　 岩 第 155号住 居跡 覆土 中 Q llO　　　　 P L llO

4 剥　　　 片 5．1 2．9 0．8 9．4 頁　　　 岩 第 2 8号住 居跡覆 土 中 Q 112　　　　 P L llO

5 削　　　 器 4．7 4．3 1．7 32．2 黒　 曜　 石 第 3 9号住 居跡覆 土 中 Q lO 7　　　　 P L llO

第 6 図 6 削　　　 器 6．3 5．3 1．2 48．5 頁　　　 岩 第 161号住 居跡 覆土 中 Q lO 8　　　　 P L llO

7 石　　　 核 3．4 6．4 2．7 47．0 安　 山　 岩 ・第3 8号住居 跡覆 土 中 Q lO 9　　　　 P L llO

8 剥　　　 片 6．1 6．4 1．8 54．3 頁　　　 岩 第 4 8号住居 跡 覆土 中 Q l ll　　　 P L llO

2　縄文時代の遺構と遺物

今回の調査で，陥し穴4基，土坑1基を検出した。以下，検出した遺構と遺物について記載する。

なお，陥し穴については，調査中に土坑（SK）としていたため，その番号も併記しておく。

（1）陥し穴

第1号陥し穴（SK－4）（第7図）

位置　調査Ⅳ区，F3h9区。

重複関係　第45号住居，第1号堀に掘り込まれており，これらの遺構より古い。

規模と平面形　長径2．06m，短径0．54mの楕円形である。第45号住居，第1号堀に掘り込まれているため，深

さは24cmであるが，当初の深さは70cm前後であったと考えられる。

長径方向　N－690－E

壁面　緩やかに外傾して立ち上がり，短径方向の断面は「U」字形である。

底面　皿状を呈している。

覆土　第2号堀に掘り込まれているため，検出されなかった。

遺物　遺物は出土していない。

所見　本跡は，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と考えられる。

第2号陥し穴（SK－18）（第7図）

位置　調査Ⅳ区，F4h2区。

重複関係　本跡は，第9号土坑に掘り込まれており，第9号土坑より古い。

規模と平面形　長径2．44m，短径（0．8）mの楕円形で，深さ88cmである。

長径方向　N－660－W

壁面　ほぼ垂直に立ち上がり，短径方向の断面は「U」字形である。

底面　平坦である。

覆土　3層からなる。ロームブロックの含有量が多いことから人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子多量
2　褐　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量
3　褐　　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子多量

－13　－



明　石　遺　跡

＠）。－45

ヘノ　　第1号陥し穴
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第3号陥し穴

第7図　第1～3号陥し穴実測図

遣物　遺物は出土していない。

所見　本跡は，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一一一　l－－－」

第3号陥し穴（SK－179）（第7図）

位置　調査I区，B2j4区。

重複関係　本跡は，第168号住居に掘り込まれており，第168号住居より古い。

規模と平面形　長径2．24m，短径1．13mの楕円形で，深さ141cmである。

長径方向　N－510－W

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。短径方向の断面形は「Ⅴ」字形であるが，長径方向の断面形は袋状を呈してい

る。

底面　平坦である。

覆土　4層からなる。分層された土層が厚く堆積状況が不自然なことと，ロームブロックの含有量が多いこと

から人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

ー14　－



遺物　遺物は出土していない。

所見　本跡は，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と考えられる。

第4号陥し穴（SK－242）（第8図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，C2jO区。

規模と平面形　長径2．33m，短径1．27mの隅丸長方形で，深さ75cmである0

長軸方向　N－550－E

壁面　ほぼ垂直に立ち上がり，短径方向の断面は逆台形である。

底面　平坦で，逆木を立てた跡と思われる5か所ピットが検出された。ピットは径15～25cmの円形で，底面か

らの深さは26～33cmである。

覆土　8層からなる。不自然な堆積状況とロームブロックの含有量が多いことから人為堆積と思われる0

土層解説

1　暗

2　暗

3　黒

4　暗

5　暗

6　暗

7　褐

8　褐

褐色
褐色
褐色
褐色
褐色
褐色

色

色

ロー・．

ロ－

1コ－

ロー

ロー・

ロ－

ム

ム

ム

ム

ム

粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
粒子多量，ローム小ブロック中量
粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量

ム粒子多量，ローム小ブロック中呈，ローム中ブロック少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

遺物　石鉄が1点出土している。第8図1は西コーナー寄り覆土下層から出土している。

所見　本跡は，連木を立てたと思われるピットが検出されていること等，遺構の形態から陥し穴と思われる0

時期は出土遺物から縄文時代と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

＿　　　＿＿　＿　．ムー　＿　▼　　　　　　　　　＿・．・．．・．＿

第8図　第4号陥し穴・出土遺物実測図

第4号陥し穴出土遣物観察表

1

0　　　　　　　　　2cm

L一一　｛一一一11

図版番号種　　別
計　　　　　測　　　　　値

石　　質 出　土　地　点 備　　　　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重墓（g）

第8図1石　　　赦2．7 1．8 0．6 2．0黒　曜　石西コーナー寄り覆土下層 QlO4　　　　PLllO

－15　一



明　石　遺　跡

表2　明石遺跡陥し穴一覧表

土
坑
番
号

位置
長径方向

（長軸方向）
平 面 形

規　　　 模
壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遣　　 物

備考

新旧関係 （古→新）
旧SK 番号

長径（軸）×短径（軸）（m） 深さ（cm）

1 F 3 h9 N －69 8－E 楕　 円　 形 2．06 ×0．54 24 緩斜 皿状 人為 本跡→SI45，第 1 号堀 SK　4

2 F 4 h2 N －6 6 0－W 楕　 円　 形 2．44×（0．8） 88 垂直 平坦 人為 本跡→SK 9 S K 18

3 B 2 j4 N －5 1。－W 楕　 円　 形 2．24 ×1．13 14 1 垂直 平坦 人為 本跡→SI168 S K 179

4 C 2 j9 N －5 5 0－E 隅丸長方形 2．33 ×1．27 75 垂直 平坦 人為 石器 （石鉄） SK 242

（2）土坑

第56号土坑（第9図）

位置　調査Ⅲ区，E3jO区。

重複関係　第65号住居に掘り込まれており，第65号住居より古い。

規模と平面形　東部が調査区域外となっているが，長径（1．5）m，短径1．55mで楕円形と思われ，深さ44cmであ

る。

長径方向　〔N－720－E〕

壁面　ほぼ垂直に立ち上がり，短径方向の断面は逆台形である。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　4層からなる。不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説
1　褐灰色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遣物　縄文土器片が2点出土している。第9図1は深鉢のロ緑部から胴部片である。口緑部は無文で，胴部に

は微隆帯により文様を描出し，RLの単節縄文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

I　‾

／　　「‾l「‾「

＼ミ一一　　＿　　一

7

、、－ノ　　　　　　＼
し＿－」

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
－＿・－－　＿　　　　　　＿　－＿＿＿4．．．．．．．．．．．．．・．＿＿・　＿　　　　　　　　　　　＿　＿　．　＿

第9図　第56号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」　　・一一　一1－－一一つ

（3）遺構外出土遺物

今回の調査で，表土層，遺構確認面及び遺構の覆土中から，遺構に伴わない縄文時代の遺物が出土している。

ここでは，縄文土器など特徴的な遺物について実測図及び拓影図を掲載し，解説は一覧表等に記載した。

ー16　－



第10図　遺構外出土遺物実測図（1）
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明　石　遺　跡
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第11回　遺構外出土遺物実測図（2）
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⊂⊃
27

第12図　遺構外出土遺物実測図（3）

亡二⊃
26

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

仁一＋＋；　　　‘

第10図1は探鉢の把手部片である。2～10は縄文土器片の拓影図である。2－8・10は口縁部である。2，

3は微隆起線文，沈線文で幾何学的な区画がなされており，区画された交点には円形竹管による刺突文が施さ

れている。さらに，2は内面に貝殻条痕文が施されており，3は口唇部に棒状工具による押圧がなされている。

4は波状口緑を呈し貝殻条痕文により文様が措出され，文様の交点には半月形刺突文が施されている。5は口

唇部に棒状工具による押圧がなされ，ロ緑部には貝殻条痕文が施されている。2－5は早期後葉の土器である。

2～4は鵜ケ島台式期の土器で，5は茅山式期の土器と思われる。6は爪形文が施され，下端には横位の沈線

が施されている。7は口唇部に棒状工具による押圧がなされ，口縁部には2段に渡って，爪形文が施されてい

る。8は口唇部に棒状工具による押圧がなされ，口緑部には条痕文が施されている。6～8は前期後葉の興津

式期の土器と思われる。9は胴部片で，隆帯にキザミが施され，その直下に縄文が施されている。9は後期前

葉の称名寺式期併行の土器である。10は沈線により区画された中に，条線が充填されている。10は後期前葉の

称名寺式期の土器である。11－27は石器である。11～13は石鉄，14，15は石鉄未製品，16は石核である。第11

図17，18は打製石斧，19は敲石，20は石錘，21～23は磨石，第11・12図24～27は凹石である。

縄文時代遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第10図 深　　　 鉢 B （9．8） 把手部片。把手は頂点が尖 り，円孔を有し沈線により渦巻文が施されてい 石英・長石 ・雲母 P lO 25　 5％　　 P L 69

1 縄 文 土 器 る。把手部下端は沈線 により区画され，中に列点が充填 されている。 褐色

普通

第14号溝覆土中

図版番 号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第 10 図 11 石　　　 倣 2 ．5 1．7 0．6 1．3 チ　 ャ　ー ト 第 19 号住居 跡覆土 中 Q l13　　　　　 P L llO

12 石　　　 鉄 2 ．6 1．2 0．4 0 ．6 チ　 ャ　ー ト 第 12 2号住居 跡 覆土 中 Q l14　　　　　 P L llO

13 石　　　 鍛 （2 ．7） 2．0 0．4 （ 1．8） チ ャ　ー ト 第 205 号土坑 覆土 中 Q 115　　　　　 P L llO

14 石　　　 赦 3 ．7 2．2 0．7 5 ．2 チ ャ　ー ト 第 40 号住居 跡付近 表土 Q l16　 末製 品　 P L llO

15 石　　　 放 3 ．0 2．3 0．8 5 ．2 頁　　　 岩 第 68 号住居 跡覆土 中 Q l17　 未製 品　 P L llO

19　－



明　石　遺　跡

図 版 番 号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （C血） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第 10 図 16 石　　　 核 5 ．4 3．7 2．1 36 ．9 安　 山　 岩 第 40号 住 居 跡 覆 土 中 Q 118　　　　 P L llO

第 11 図 17 打 製 石 斧 （8 ．3） （ 6．8 ） 2．0 （138 ．4 ） 安　 山　 岩 第 59号 住 居 跡 覆 土 中 Q l19　　　　 P L llO

18 打 製 石 斧 （7 ．9） 7．6 2．6 （ 172．6 ） ホル ンヘル ス 第 84号 住 居 跡 覆 土 中 Q 120　　　　 P L llO

19 敲　　　 石 8 ．5 6．2 3．7 249．5 ホル ンヘル ス 第 28号 住 居 跡 覆 土 中 Q 122　　　　 P L llO

20 石　　　 錘 6 ．9 6．9 1．3 89．8 砂　　　 岩 第49 号 住 居 跡 覆 土 中　 ． Q 123　　　　 P L llO

2 1 磨　　　 石 8 ．4 6．2 5．1 383．8 安　 山　 岩 第 18 1号 住 居 跡 覆 土 中 Q 124　　　　 P L llO

22 磨　　　 石 8．3 6 ．6 5．9 4 15．2 安　 山　 岩 第 3 号 溝 覆 土 中 Q 125　　　　 PL llO

23 磨　　　 石 8．6 9 ．5 6．8 739．3 安　 山　 岩 表 土 中 Q 12 6　　　　 PL llO

24 凹　　　 石 （7．8） 7．2 4．4 （3 21．2 ） 安　 山　 岩 第 62 号 住 居 跡 覆 土 中 Q 12 7　　　　 P L lll

25 凹　　　 石 11．5 6．5 5．3 5 79．8 斑　 堀　 岩 第 62 号 住 居 跡 覆 土 中 Q 12 8　　　　 P L lll

第 12 図 26 凹　　　 石 10．8 7．5 4．4 5 67．0 斑　 掘　 岩 第 119号 住 居 跡 覆 土 中 Q 12 9　　　　 P L lll

27 凹　　　 石 13．2 1 1．4 5．1 1106．4 雲 母 片 岩 第 59 号 住 居 跡 覆 土 中 Q 13 0　　　　 P L lll

3　弥生時代の遺構と遺物

今回の調査で，弥生時代の竪穴住居跡13軒を検出した。竪穴住居跡は他の遺構に掘り込まれ，また，調査区

域外に延びている場合があり，住居跡及び遺物の遺存状況は，あまり良くない。以下，検出した遺構と遺物に

ついて記載する。

（1）竪穴住居跡

第26号住居跡（第13回）

位置　調査Ⅳ区，G3e6区。

規模と平面形　西部は調査区域外となっているが，長軸（3．5）m，短軸3．23mで長方形と思われる。

第13図　第26号住居跡・出土遺物実測図

2m

トーl－－1　・

10cm

」＿　　　‥▼＿ナ＿　　　＿＿‖⊥
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主軸方向　N－760－W

壁　壁高は20－28cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を巡っている。上幅15～25cm，下幅4－10cm，深さ3～6cmで，断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦であり，特に踏み固められたところは検出できなかった。

炉　検出されなかった。

覆土　3層からなる。1層から3層まで，ロームブロックの含有量が多いことから人為堆積と思われる。
土層解説

1褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量
3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

遺物　弥生土器及びその小破片3点が出土している。第13図1・2は本跡から出土した弥生土器の拓影図であ

る。1は中央部付近で覆土中層，2は覆土中からそれぞれ出土している。1・2は胴部片で，附加条一種（附

加2条）の縄文が施されている。

所見　本跡は，西部が調査区域外に延びており，主柱穴，炉なども検出されず遺物も少ないため，時期の限定

は難しい。しかし，出土遺物や近接する弥生時代の住居跡が後期中葉であることから，本跡の時期も，弥生時

代後期中葉（東中根2式期併行）と思われる。

第33号住居跡（第14図）

位置　調査Ⅳ区，G3CO区。

規模と平面形　長軸4．48m，短軸3．24mの長方形である。

主軸方向　N－410－W

壁　壁高は2～5cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦であり，中央から北西部に向かってやや高まりが見られる。主柱穴の内側及び炉にかけて特

に踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径25－40cmの円形，深さ9～31cmで規模や配列から主柱穴と

考えられる。

炉　中央に付設されており，長径73cm，短径57cmの楕円形で，床面を6cm掘りくぼめた地床炉である。炉床面

は皿状を呈しており，火熱を受けてやや赤変硬化している。

炉土層解説

1　褐　　色　焼土粒子・ローム粒子・粘土ブロック少量
2　明褐色　焼土粒子・ローム粒子中量，山砂少量
3　暗褐色　ローム粒子・山砂少量
4　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
5　暗褐色　炭化粒子多量，ローム粒子中量，焼土粒子少量

覆土　単一層からなる。ロームブロックや焼土の含有量が多いことから人為堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック・焼土粒子少量

遺物　弥生土器及びその小破片4点が出土している。第14図1は口緑部片で，覆土中から出土した弥生土器の

拓影図である。口緑部には4本の櫛歯状工具による波状文が施されている。

所見　出土土器は，二軒屋式の流れを組む在地の土器である。本跡の時期は，出土土器から弥生時代後期中葉

（東中根2式期併行）と考えられる。
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第14図　第33号住居跡・出土遺物実測図
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第36号住居跡（第15・16図）

位置　調査Ⅳ区，G3b5区。

重複関係　第1号堀に掘り込まれており，第1号堀より古い。

規模と平面形　東部は調査区城外となっているため，検出できたのは長軸（2．7）m，短軸（1．2）mで平面形は不

明である。

主軸方向　N－210－W

壁　壁高は24～38cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を巡っている。上幅18～25cm，下幅3－9cm，深さ3～5cmで，断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦であり，特に踏み固められたところは検出されなかった。

ピット　Plは径〔30〕cmの円形，深さ13～21cmで，性格は不明である。

炉　検出されなかった。

覆土　4層からなる。ローム粒子やロームブロックが多量に含まれており，1層から4層まですべて人為堆積

と思われる。
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ト1・　　「1－1－－」

第15図　第36号住居跡実測図

土層解説
1　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大・中ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム大ブロック少量
3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　弥生土器及びその小破片94点が出土している。第16図1は底部から胴部の破片で，Plと南壁の中間の

調査区域際の覆土上層から出土している。

2～7は本跡から出土した弥生土器片の拓影図である。2は口縁部から頚部の破片で，口唇部には縄文の押

圧が，複合口縁部には附加条一種（附加2条）の縄文，頚部には4本の櫛描文がそれぞれ施されている。3・

4は口縁部片である。3は附加条一種（附加2条）の縄文が施されている。4は棒状工具による押庄文が施さ

れている。5は頚部から胴部の破片で，頚部には円形の抑圧文，胴部には附加条一種（附加2条）の縄文が施

されている。6・7は胴部片で，附加条一種（附加2条）の縄文が施されている。

所見　本跡は，第1号堀に掘り込まれており，また，大部分が調査区城外に延びているため，住居跡の全容を

とらえられなかった。出土土器は二軒屋式の流れを組む在地の土器である。本跡の時期は，出土土器から弥生

時代後期中葉（東中根2式期併行）と考えられる。

概て額、蜃均骨か里「欄〆

・．・・攣

第16図　第36号住居跡出土遺物実測図

第36号住居跡出土遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計 測 値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・‘焼 成 備　　　　 考

第 16 凶 広　 U　 壷 B （ 4．3 ） 底 部 か ら胴 部 ‾卜半 に か け て の 破 片 。 胴 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が り ， 外 面 に は 石 英 ・長 石 ・雲 母 P lOO 1　 5 ％　 PL 6 9

1 弥 生 土 器 C 〔 5．6〕 附 加 条 一 種 （附 加 2 条 ） の 縄 文 が 施 さ れ て い る 。 底 部 は 張 り出 し気 味 の 平 褐 色 覆 土 上 層

底 で あ る。 普 通
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明　石　遺　跡

第37号住居跡（第17・18図）

位置　調査Ⅳ区，G3b7区。

重複関係　第38号住居に掘り込まれており，第38号住居跡より古い。

規模と平面形　東コーナーの一部は第38号住居に掘り込まれ，壁が削平されているため住居の正確な範囲は確

認できなかったが，床面の範囲は一辺〔4．7〕m，の方形と思われる。

主軸方向　N－480－W

壁　削平されている。

床　ほぼ平坦であり，特に踏み固められたところは検出されなかった。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P3・P5及びP6は径43－50cmの円形，深さ38－53cmである。P4は

二段掘り込みになっており，上段は径50cmの円形，深さ30－43cmで，下段は径20cmの円形，深さ12－25cmで，

床面から下段底面までの深さは55cmである。Pl～P4は規模や配列から主柱穴と考えられる。P4に隣接し

てP5があり，また，P2に隣接してP6があり，それぞれ補助柱穴と思われる。

貯蔵穴　PlとP2を結ぶライン上のPl寄りに付設されている。二段掘り込みになっており，上段は径63cm

の円形言深さ26cmで，下段は径25cmの円形，深さ14cmで，床面から下段底面までの深さは40cmである。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック・炭化物・炭化粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

炉　中央部からやや北西側に付設されており，長径50C恥短径40cmの楕円‾形で，床面を5cm掘りくぼめた地床

炉である。炉床面は皿状を呈しており，火熱を受けてやや赤変硬化している。
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炉土層解説
1　にぷい赤色　焼土粒子中量，ローム大ブロック・ローム粒子少量

2　暗　赤　色　焼土小ブロック・焼土粒子・ローム粒子少量
3　にぷい赤色　焼土粒子・ローム粒子少量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
5　にぷい赤色　焼土粒子・ローム粒子少量

遺物　弥生土器及びその小破片71点が出土している。第18図1・2は底部から胴部の破片である。1は北東壁

中央付近の床面から出土している。

3～6は本跡から出土した弥生土器片の拓影図である。3は口縁部片で，複合口縁部には附加条一種（附加

2条）の縄文が施され，ヘラ状工具によるキザミが3段に渡って施されている。4・5は頚部から胴部の破片

で，頚部は無文であり，胴部には附加条一種（附加2条）の縄文が施されている。6は頚部片で6本の櫛歯状

工具による連弧文が施されている。

所見　本跡は，主軸方向に対して縦長に炉が付設されており，炉の北西部，主柱穴と主柱穴の間に貯嘩穴が設

けられていることが特徴的である。出土土器は二軒屋式の流れを組む在地の土器である。本跡の時期は，出土

土器から弥生時代後期中葉（東中根2式期併行）と考えられる。

、．・－

第18図　第37号住居跡出土遺物実測図

第37号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

仁一　　；　　　1

図版番号 器　　種 計測値（cm） 話　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎士・色調・焼成 備　　　　 考

第18図 広　口　壷B （3．1）底部から胴部下位にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がり，外面には 石英・長石・雲母 PlOO2　5％　PL69

1 弥生土器C 〔10．4〕附加条縄文が施されている。底部には，木葉痕が残る。 明黄褐色

普通

覆土上層

2

広　口　壷B （2．4）底部から胴部下位にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がり，外面には 石英・長石・赤色粒子 PlOO3　5％　PL69

弥生土器C 〔10．6〕附加条縄文が施されている。底部には，木葉痕が残る。 にぷい赤褐色

普通

覆土上層

第59号住居跡（第19・20図）

位置　調査Ⅲ区，F3b6区。

重複関係　第49・56・58号住居，第10・15・41号土坑に掘り込まれており，これらの遺構より古い。

規模と平面形　長軸7．91m，短軸4．90mの長方形と思われる。
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主軸方向　N－520－W

壁　壁高は20～55cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。中央部及びその周辺は踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P3は径18－22cmの円形，深さ69～75cmである。P4は長径27cm，短径

22cmの楕円形で，深さ80cmである。Pl～P4は規模や配列から主柱穴と考えられる。

炉　中央部に付設されており，長径76cm，短径23cmの楕円形で，床面を17cm掘りくぼめた地床炉である。炉床

面は皿状を呈しており，火熱を受けて赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子少量
2　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量
3　黒褐色　焼土粒子少量，焼土大ブロック微量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・焼土粒子少量
5　暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・ローム粒子少量

ー　27

第20図　第59号住居跡出土遺物実測図
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明　石　遺　跡

覆土　3層からなる。1層から3層まですべて自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック微量

遺物　弥生土器及びその小破片198点が出土している。第20図1は広口壷の口緑部から頚部片で，西壁の中央

からやや西コーナー寄りの床面から出土している。2～7は広口壷の底部から胴部片である。2は北コーナー

付近，3・5は南東壁の中央付近，4は東コーナー付近，6は北壁中央付近の，それぞれ床面から出土してい

る。7は覆土中から出土している。

8～12は本跡から出土した弥生土器片の拓影図である。8・9は口緑部から頚部片である。8は口唇部・口

緑部に附加条一種（附加2条）の縄文，その下端に棒状工具による刺突文が施されている。9は炉から東へ

110cm前後の位置，10はP2の近くで，それぞれ床面から出土している。11はP2のやや西側で覆土下層から

出土している。9は複合口緑で，口唇部に棒状工具による押圧，口緑部から頚部にかけて附加条一種（附加2

条）縄文，口緑部下端には棒状工具による刺突文が施されている。10～12は頚部片である。10は6本の櫛歯状

工具による横走文，波状文が施されている。11は5本の櫛歯状工具による山形文が互い違いに重なりあって施

されている。12は棒状工具による斜格子文が施されている。

所見　本跡は，長方形で4本柱を持ち，炉跡が住居の主軸方向に対して縦長であることが特徴的である。出土

土器は二軒屋式の流れを組む在地の土器である。本跡の時期は，出土土器から弥生時代後期中葉（東中根2式

期併行）と考えられる。

第59号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（占m） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第20図 広　 口‾　壷 A 〔16．4〕 頚部か ら口緑部にかけての破片。口唇部には縄文原体が押庄 されている0 石英・長石・雲母・白色粒子 P lOO 4 10％　 P L 69

1 弥 生 土 器 B （9．8） 幅広の折 り返 し口緑で，附加条一種 （附加 2 条）の縄文が施されている。 にぷい橙色 西壁中央西 コーナー

頚部には， 6 本の櫛歯状工具による波状文が 2段 に施 されている。 普通 寄 りの床面

2

広　 口　 壷 B （14．0） 底部から胴部 にかけての破片。胴部は外傾 して立ち上が り，外面には附加 長石・赤色粒子 P lOO 5　2 0％　 PL 69

弥 生 土 器 C 〔8．4〕 条一種 （附加 2条）の縄文が施されている。底部は平底で，木葉痕が残る。 にぷい橙色

普通

北コーナー付近の床面

3

広　 口　 壷 B （7．4） 底部から胴部 にかけての破片。胴部は外傾して立ち上が り，外面には附加 石英 ・長石 ・雲母 P lOO 6 10％

r弥 生‾土 器 C 〔5．8〕 条一種 （附加 2条）の縄文が施されている。底部は平底で，木葉痕が残る。 にぷい橙色

普通

南東壁中央付近の床面

4

広　 口　 壷 B （2．9） 底部から胴部下位 にかけての破片。胴部は外傾して立 ち上がる。外面に附 石英 ・長石 ・雲母 P lO O7 10％

弥 生 土 器 C　　 7．0 加条縄文が施されている。底部は平底で，木葉痕が残る。 にぷい褐色

普通 ・

東コーナー付近の床面

5

広　 口　 壷 B （4．2） 底部から胴部 にかけての破片。胴部は外傾して立ち上が り，外面には附加 石英・長石・雲母・白色粒子 P lO O8 15％　 P L 69

弥 生 土 轟 C　　 5．0 条縄文が施されている。底部は平底で，木葉痕をが残る。 にぷい黄褐色

普通

南東壁中央付近の床面

6

広 ．口　 壷 B （3．3） 底部から胴部下位 にかけての破片。胴部は外傾して立ち上が り，外面には 石英 ・長石 ・雲母 P lO O9 10％　 P L 69

弥 生 土 器 C 〔7．0〕 附加条一種 （附加 2 条）の縄文が施されている。底部 は平底で，木葉痕が にぷい褐色 北壁中央付近の床面

残る。 普通

7

広　 口　 牽 B （2．1） 底部から胴部下位 にかけての破片。胴部は外傾 して立ち上が り，外面には 長石 ・雲母 P lO lO　 5 ％　 PL 69

弥 生 土 器 C 〔6．8〕 附加条縄文が施されている。 にぷい橙色

普通

覆土中

第61号住居跡（第21・22図）

位置　調査Ⅲ区，E3e8区。

重複関係　第68・70号住居，第3号溝に掘り込まれており，これらの遺構より古い。
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第21図　第61号住居跡実測図

規模と平面形　長軸4．54m，短軸〔3．4〕mの長方形と思われる。

主軸方向　N－450－W

壁　壁高は20－40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl，P2及びP4は径20－26cmの円形，深さ20－28cmである。Pl，P2は

規模や配列から主柱穴と考えられる。P4は位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P3，P5，

P6は径30～34cmの円形，深さ29～58cmで，性格は不明である。

炉　中央部からやや南西側に付設されており，長径80cm，短径58cmの楕円形で，床面を9cm掘りくぼめた地床

炉である。炉床面は，やや火熱を受けている程度で赤変硬化面は検出できなかった。焼土粒子が散在している

範囲は炉跡からやや北東側にずれている。
炉土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量

覆土　3層からなる。1層から3層まですべて自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム大ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　炭化材・炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
3　褐　色　炭化粒子，ローム粒子中量，焼土粒子微量
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第22図　第61号住居跡出土遺物実測図
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遺物　弥生土器及びその中破片130点が出土している。第22図1～3は弥生土器の壷である。1は口唇部欠損

の広口壷でやや北西壁中央寄り，2は口緑部欠損の大形広口壷でPlの南東側，北コーナー付近のそれぞれ床

面から出土している。3は広口壷の底部から胴部の破片で，覆土中から出土している。

4～8は本跡から出土した弥生土器片の拓影図である。4，5は頚部片，6は頚部から胴部片，7，8は胴

部片である。4は3本，5は6本の櫛歯状工具によって，互い違いに山形文が施されている。6は頚部が無文

帯で，胴部には附加条一種（附加2条）の縄文が施されている。7，8は附加条一種（附加2条）の縄文が施

されている。6は北西壁中央付近の覆土上層から出土している。

所見　本跡は，第68住居，第3号溝に掘り込まれており，住居の全容をとらえられなかった。土器は頚部に多

条櫛描文が，胴部に附加条一種（附加2条）の縄文が施されており，二軒屋式の流れを組む在地の土器である。

本跡の時期は，出土土器から弥生時代後期中葉（東中根2式期併行）と考えられる。

第61号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第22図 広　 口　 壷 B （16．3） 底部から口緑部にかけての破片。口縁部下端には刺突文が施され，頚部に1 石英 ・長石 ・雲母 P lO11 60％　 P L 69

1 弥 生 土 器 C　　 7．8 は櫛歯状工具による波状文が 4 条単位で， 4 段に施 されている。胴部外面 褐灰色 北西壁中央寄りの床面

には附加条一種 （附加 2 条）の縄文が施されている。底部には，木葉痕が

残る。全体的に若干器面が荒れている。

普通

2

広　 口　 壷 B （34．7） 頸部上位から口縁部欠損。頚部中位 に附加条一種 （附加 2 条）の縄文を地 石英・長石・白色粒子 P lO12　 80％　 P L 69

弥 生 土 器 C　 14．9 文 にヘラ状工具による縦区画がなされ，区画内には斜格子文が施されてい にぷい寅橙色 北コーナー付近の床面

る。頸部下位は無文である。胴部上位には附加条の縄文の末端部の変化が

3 段に渡って施されている。胴部には附加条一種 （附加 2 条）の縄文が施

されている。底部には木葉痕が残る。

普通

3

広　 口　 壷 B （3．3） 底部から胴部下位にかけての破片。胴部は外傾 して立ち上が り，外面には 石英・長石・雲母・白色粒子 P lO13　 5％　 P L 69

弥 生 土 器 C 〔7．0〕 附加条縄文が施されている。底部には，木葉痕が残 る。外面はやや摩滅 し にぶ．い黄褐色 覆土中

ている。 普通

第62号住居跡（第23・24図）

位置　調査Ⅲ区，F3a8区。

重複関係　第68号住居，第31・32号土坑に掘り込まれており，これらの遺構より古い。

規模と平面形　長軸3．32m，短軸3．10mの方形と思われる。

主軸方向　N－40－E

壁　壁高は25～40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，中央部は踏み固められている。

ピット10か所（Pl～PlO）。Pl，P2，P5は径22－27cmの円形，深さ30cm前後である。P3，PlOは径37

～48cmの円形，深さ16～26cmである。P4は二段掘り込みになっており，上段は長径93cm，短径69cmの楕円形，

深さ16cmで，下段は径18cmの円形，深さ19cmで，床面から下段底面までの深さは35cmである。Pl～P4は規模

や配列から主柱穴と考えられ，P5は位置や配列から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6－P9は長

径22～32cm，短径16～20cmの楕円形，深さ9～16cmである。P6～PlOは，性格が不明であるo

P4土層解説
1暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム大ブロック・焼土粒子・ローム粒子少量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土大ブロック・ローム粒子少量

炉　検出されなかったが，P4の第3層に焼土が多く見られることから，炉の位置はP4から南東側の中央部に

付設されていたと考えられる。
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明　石　遺　跡

第23図　第62号住居跡実測図
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第24図　第62号住居跡出土遺物実測図
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覆土　3層からなる。ロームブロックの含有が多いことと，ブロック状の堆積をしていることから3層とも人

為堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　弥生土器及びその小破片23点が出土している。第24図1・2は広口壷の底部から胴部片で，1は中央部

南側のややP5寄りの床面から，2は覆土中からそれぞれ出土している。

3～5は本跡から出土した弥生土器片の拓影図である。3は口縁部から頚部片で，P2の覆土上層から出土

している。複合口縁部には附加条一種（附加2条）の縄文，口緑部下端にはキザミが施されている。また，頚
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部には5本の櫛歯状工具による連弧文が施されている。4は口縁部片で，附加条一種（附加2条）の縄文，そ

の上から棒状工具による刺突文が2段に渡って施されている。5は胴部片で，PlとP4を結ぶ線上中央の覆

土上層から出土しており，縄文が施されている。

所見　本跡は，中央部や西壁側で性格不明のピットが検出されていることが特徴的である。土器は，広口壷で

頚部に多条櫛措文が施文されており，二軒屋式の流れを組む在地の土器である。本跡の時期は，出土土器から

弥生時代後期中葉（東中根2式期併行）と考えられる。

第62号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 視　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第24図 広　 口　 壷 B （3．9） 底部か ら胴部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上が り，外面には附加 石英 ・長石 ・雲母 P lO 14　 5 ％　 PL 6 9

1 弥 生 土 器 C 〔12．7〕 条一種 （附加 2 条）．の縄文が施され，羽状構成をとる。底部には，木葉痕 にぷい橙色 中央部南側の床面

が残る。 普通

2

広　 口　 壷 B （3．5） 底部か ら胴部下位にかけての破片。胴部は外傾して立ち上が り，外面 には 石英 ・長石 ・雲母 P lO 15　 5 ％　 PL 6 9

弥 生 土 器 C 〔8．4〕 附加条縄文が施されている。 にぷい橙色

普通

覆土中

第71号住居跡（第25・26図）

位置　調査Ⅲ区，E3h6区。

重複関係　第73・74号住居，第37・38・57号土坑に掘り込まれており，これらの遺構より古い。

規模と平面形　長軸3．53m，短軸2．29mの隅丸長方形と思われる。

主軸方向　N－780－E

壁　壁高は18～30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的にほぼ平坦である。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは長径21cm，短径13cmの楕円形，深さ15cmである。P2は径16cmの円形，

深さ37cmである。Pl，P2は規模や配列から主柱穴と考えられる。

炉　中央部が第73号住居に掘り込まれており，検出されなかった。

覆土　2層からなる。1層，2層ともロームの含有量が多いことから人為堆積と思われる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム小ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遣物　弥生土器及びその中破片38点が出土している。第26図1は広口壷の底部から胴部片で，覆土中から出土

している。

2～6は本跡から出土した弥生土器片の拓影図である。2は口緑部片で，口唇部には縄文の押圧，複合口緑

部には2段に渡って棒状工具による刺突文が，それぞれ施されている。3は頚部片で，3本の櫛歯状工具によ

る連弧文が施されている。4は頚部から胴部片で，頚部には櫛歯状工具による山形文，胴部には附加条一種

（附加2条）の縄文が，それぞれ施されている。5は頚部から胴部片で，南東壁のやや東コーナー寄りの床面

から出土しており，頚部は無文で，胴部は附加条一種（附加2条）の縄文が施されている。6は胴部片で附加

条縄文が施されている。

所見　出土土器は，二軒屋式の流れを組む在地の土器である。本跡の時期は，出土土器から弥生時代後期中葉

（東中根2式期併行）と考えられる。
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明　石　遺　跡

第25図　第71号住居跡実測図

第26図　第71号住居跡出土遺物実測図

第71号住居跡出土遺物観察表
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図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎士・色調・焼成備　　　　考

第26図広　口　壷B（4．3）底部から胴部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がり，外面には附加石英・長石・白色粒子PlO16　5％　PL69

1弥生土器C〔5，6〕条縄文が施されている。底部には，木葉痕が残る。 褐色

普通

覆土中

第77号住居跡（第27・28図）

位置　調査Ⅲ区，E3h9区。

重複関係　第65・66号住居，第61号土坑に掘り込まれており，これらの遺構より古い。

規模と平面形　東コーナー部は調査区城外となっているが，長軸8．20m，短軸6．03mの長方形と思われる。

主軸方向　N－410－W

壁　壁高は12～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，特に踏み固められたところは検出されなかった。

炉　中央部から南東寄りに付設されており，長径60cm，短径45cmの楕円形で，床面を10cm掘りくぼめた地床炉

である。炉床面は皿状を呈しており，わずかに赤変硬化している程度である。炉石は，炉の覆土中層から出土

しており，炉に付設されていたものと思われる。
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明　石　遺　跡

覆土　2層からなる。ロームブロックの含有量が多いため，2層とも人為堆積と思われる。

土層解説
1褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量

遺物　弥生土器及びその小破片64点が出土している。第28図1・2は広口壷の底部から胴部の破片で，それぞ

れ覆土中から出土している。

3～8ほ本跡から出土した弥生土器片の拓影図である。3は口縁部から頚部片で，複合口緑部には2段にな

って棒状工具による刺突文が巡らされ，頚部には附加条一種（附加2条）の縄文が施されている。4は口縁部

片で，附加条一種（附加2条）の縄文が施されている。5は頚部片で4本の櫛歯状工具による波状文が施され

ている。6・7は頚部から胴部の破片である。6は頚部が無文で，7は頚部に山形文，胴部には附加条一種

（附加2条）の縄文が施されている。8は胴部片で，附加条一種（附加2条）の縄文が施されている。9は石

鉄で覆土中から出土している。10は炉石で，炉の覆土中層から出土している。

所見　本跡は，長辺が8m以上，短辺でも6m以上の比較的大形の住居跡と推測され，炉石や石鉄が出土する

など，特徴的なものが見られる。出土土器は二軒屋式の流れを組む在地の土器である。本跡の時期は，出土土

器から弥生時代後期中葉（東中根2式期併行）と考えられる。

蘭遊離離増観海

第28図　第77号住居跡出土遺物実測図
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第77号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第28図 広　 口　 壷 B （2．4） 底部から胴部下位にかけての破片。胴部は外傾 して立ち上が り，外面には 石英 ・長石 ・雲母 P lO17　 5 ％　 PL 69

1 弥 生 土 器 C 〔7．8〕 附加条縄文が施されている。底部には，木葉痕が残 る。 にぷい赤褐色

普通 ・

覆土中

2

広　 口　 壷 B （2．5） 底部から胴部下位にかけての破片。胴部は外傾 して立ち上が り，外面には 石英 ・長石 ・白色粒子 P lO18　 5 ％　 PL 69

弥 生 土 器 C 〔5．1〕 附加条一種 （附加 2 条）の縄文が施されている。底部は，摩滅している。 明赤褐色

普通

覆土中

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質． 出　 土 ．地　 点 備　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量 （g ）

第28図9 石　　　 鍍 2．5 1．2 0．4 0．7 黒　 曜　 石 覆土中 Q lO2　　　　 PL llO

10 炉　　　 石 24．8 9．7 ° ．6．3 2458．0 斑　 楯　 岩 炉の覆土中層 Q lOI　　　　 PL ll l

第90号住居跡（第29・30図）

位置　調査Ⅲ区，E3i2区。

規模と平面形　西コーナー部は調査区城外となっているが，長軸5．42m，短軸4．09mの長方形と思われる。

主軸方向　N－410－W

壁　壁高は14～28cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，中央部付近が特に踏み固められている。

ピット19か所（Pl～P19）。Pl～P3，P5は径25～30cmの円形，深さ54～57cmである。P4は長径57cm，

短径26cmの楕円形，深さ57cmである。Pl～P4は規模や配列から主柱穴と考えられる。P5は南東壁の中央

付近に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P2に隣接してP6があり，径17cmの円形，

深さ33cmで補助柱穴と思われる。P7及びP8は炉に隣接した北側の中央部に位置し，径20～33cmの円形及び

楕円形，深さ6～11cmである。P9～P17は炉から北西壁寄りに集中しており，径13～29cmの円形，深さ11～

19cmである。P18及びP19は北西壁中央からやや北側の壁際に位置し，長径30～43cm，短径20～25cmの楕円形，

深さ15～30cmである。P7－P19の性格は不明である。

貯蔵穴　南西壁下の中央部に付設されており，長径68cm，短径49cmの楕円形，深さ20cmで，断面形は逆台形を

している。

炉　中央部に付設されており，長径90cm，短径63cmの楕円形で，床面を16cm掘りくぼめた地床炉である。炉床

面は皿状を呈しており，火熱を受けて赤変硬化している。床面よりも上面の焼土が炉の掘り込み部分から，や

や北側にずれて出土している。

炉土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子中量，灰少量
2　極暗赤褐色　焼土粒子中量，灰少量
3　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土大ブロック少量
4　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土大ブロック・焼土中ブロック中量

5　暗　褐　色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・ローム粒子少量
6　黒　褐　色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・灰少量，ローム粒子微量
7　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック少量，灰微量
8　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・ローム粒子少量，灰微量
9　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック・焼土粒子少量

覆土　7層からなる。1層から7層までロームの含有量が多いことからすべて人為堆積と思われる。

土層解説
1　暗　褐　色

2　暗　褐　色
3　暗　褐　色

4　暗　褐　色
5　暗　褐　色

6　暗　褐　色
7　暗　褐　色

ローム粒子中量・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム大ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，焼土粒子微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
焼土粒子中量，焼土大ブロック・ローム大ブロック・ローム粒子少量

－　37　－



明　石　遺　跡

第29図　第90号住居跡実測図
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遺物　弥生土器及びその中破片215点が出土している。第30図1－3は弥生土器広口壷の底部から胴部の破片

である。1はP2の東側に隣接した覆土下層から出土している。2はP7の覆土中層から出土している。3は

覆土中から出土している。

4～9は本跡から出土した弥生土器片の拓影図である。4は口縁部片で，炉東側の覆土下層から出土してい

る。複合口緑部には縄文，その下端には棒状工具による押庄文がそれぞれ施されている。5は頚部片で，5本

の櫛歯状工具による波状文が施されている。6は頸部片で，棒状工具による斜格子文が施されている。7は頚
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部から胴部片で，炉南側の覆土中から出土しており，5本の櫛歯状工具による山形文が施されている。8は胴

部片で，P2とP3を結ぶライン中央の覆土下層から出土しており，縄文が施されている。9は胴部片で，附

加条一種（附加2条）の縄文が施されている。

所見　本跡は，北西壁付近で性格不明のピット群が検出されたことが，特徴的である。土器は，多条櫛描文の

採用など二軒屋式の流れを組む在地の土器である。本跡の時期は，出土土器から弥生時代後期中葉（東中根2

式期併行）と考えられる。

第30図　第90号住居跡出土遺物実測図

第90号住居跡出土遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計 測 値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 30 図 広　 口　 壷 B （3．2） 底 部 か ら 胴 部 下 位 に か け て の 破 片 。 胴 部 は 外 傾 して 立 ち 上 が り， 外 面 に は 石 英 ・長 石 ・白 色 粒 子 P lO 19　 5 ％　 P L 69

1 弥 生 土 器 C 〔10．6〕 附 加 条 一 種 （附 加 2 条 ） の 縄 文 が 施 さ れ て い る 。 底 部 に は ． 木 葉 痕 が 残 る 。 に ぷ い 橙 色 P 2 の 東 側 に 隣 接 し

内 面 は 席 滅 して い る 。 普 通 た 覆 土 下 層

2

広　 口　 壷 B （ 1．7） 底 部 か ら 胴 部 下 位 に か け て の 破 片 。 胴 部 は 外 傾 して 立 ち 上 が り， 外 面 に は 石 英 ・長 石 ・雲 母 P lO20 10 ％　 P L 69

弥 生 土 器 C 〔7，0〕 附 加 条 一 種 （附 加 2 条 ） の 縄 文 が 施 され て い る 。 底 部 に は ， 木 葉 痕 が 残 る 。 に ぷ い 赤 褐 色

普 通

P 7 の 覆 土 中 層

3

広　 口　 壷 B （ 1．9 ） 底 部 か ら 胴 部 下 位 に か け て の 破 片 。 胴 部 は 外 傾 して 立 ち 上 が り， 外 面 に は 石 英 ・長 石 P lO2 1　 5 ％　 P L 69

弥 生 土 器 C 〔6．4 〕 附 加 条 一 種 （附 加 2 条 ） の 縄 文 が 施 され て い る 。 底 部 に は ， 木 葉 痕 が 残 る 。 に ぷ い 褐 色

普 通

覆 土 中

第94号住居跡（第31・32図）

位置　調査Ⅲ区，E3gl区。

重複関係　第93号住居に掘り込まれており，第93号住居より古い。

規模と平面形　西コーナー部は調査区域外となっており，また床面近くまで削平されていたため床面の平面形

は長軸5．48m，短軸3．40mの長方形と思われる。

主軸方向　N－34。－W
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壁　床近くまで削平されているためタ　壁は検出できなかった。

床　ほぼ平坦であるが，小さな凹凸があり炉を中心とした中央部が踏み固められている。

ぽッ睦　6か所（Pl～P6）。Plは二段掘り込みになっており，上段は長径25～墟cmの楕円私深さ33cmで，

下段は径23cmの円乳深さはcmで　床面から下段底面までの深さは壷cmである。P3ほ長径50cm　短径壷cmタ

深さ50cmである。Pl～P3は規模や配列から主柱穴と考えられる。P4～P6は長径27～45cm，短径27～38

mlの円形及び楕円形．深さ22～・65cnlで．性格は不明である。

貯蔵究　炉1の南東壁寄りに付設されており　長径野cm　短径墟cmの円私　深さ20cmで，断面形は逆台形をし

ているご

炉　2か所。炉1ほほほ中央に付設されており，長径105cm，短径54cmの楕円形で，床面を10cmほど掘りくぼ

めた地床炉である。炉床面は皿状を皇しており，火熱を受けて赤変硬化している。炉2は炉1の北西部に付設

されており，長径77cm，短径48cInの楕円形，深さ7cmほど掘りくぼめた地床炉である。炉床面は血状を皇して

おり，火熱を受けてわずかに赤愛している。炉に付設されていたと思われる炉石は，炉1と炉2の間の立ち上

がり部分から出土している。

∴tO
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第32図第94号住居跡図出土遺物実測図
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炉1土屑解説
1黒　褐　色　焼土大ブロック・焼土粒子・ローム粒子少量

2　暗　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土大・小ブロック中量
3　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量
4　暗赤　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム大ブロック少量
5　にぷい赤褐色　ローム大ブロック・焼土粒子少量
6　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・ローム粒子少量
7　暗　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・ローム粒子少量

8　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム大ブロック・焼土粒子少量
9　灰　褐　色　焼土粒子中量，焼土大ブロック・ローム粒子少量

炉2土層解説
1　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

遺物　弥生土器及びその小破片13点が出土している。第32図1・2は弥生土器広口壷の頚部から胴部の破片で

ある。1はP2の東側で覆土上層から出土している。2は覆土中から出土している。

3－5は本跡から出土した弥生土器片の拓影図である。3は口縁部片で，南部覆土中から出土している。複

合口緑には附加条一種（附加2条）の縄文，段の下端には棒状工具による刺突文が施されている。4・5は胴

部片で，附加条一種（附加2条）の縄文が施されている。4はP4の南西側，5はP5の西側の，それぞれ覆

土下層から出土している。6は炉石で炉1と炉2の間の立ち上がり部分から出土している。
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明　石　遺　跡

所見　本跡は，炉が2か所付設されており，炉石が出土していることなど特徴的なものが見られる。出土土器

は二軒屋式の流れを組む在地の土器である。本跡の時期は，出土土器から弥生時代後期中葉（東中根2式期併

行）と考えられる。

第94号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第32園 広　 口 ，壷 B （8．5） 胴部上半部か ら頸部下半部にかけての破片。頚部は無文で，胴部には附加 石英 ・長石 ・雲母 P lO 22 10％　 PL 69

1 弥 生 土 器 条一種 （附加 2 条）の縄文が施されている。 黒褐色

普通

P 2 の西側覆土上層

2

広　 口　 壷 B （9．9） 胴部上半部か ら頚部にかけての破片。頚部は無文で，胴部は附加条縄文が 石英 ・長石 ・雲母 P lO 23　10％　 PL 69

弥 生 土 器 施されている。 にぷい褐色

普通

覆土中

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長さ（C血） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量 （g ）

第32図 6 炉　　　 石 22．5 13．1 7．6 330 3．0 閃　 緑　 岩 炉 1 と炉 2 の間の覆土上層 Q lOI　　　　　 PL lll

第135号住居跡（第33・34図）

位置　調査Ⅱ区の南部，E3e9区。

重複関係　第96号住居に掘り込まれており，第96号住居より古い。

規模と平面形　長軸（3．2）m，短軸（1．9）mである。住居の東部及び南部が調査区城外に延びているため，平面

形は不明である。

主軸方向　N－540－W

壁　壁上部が第96号住居に掘り込まれており，現存している壁高は10～14cm前後である。床面から遺構確認面

までは50－58cmで，壁はほぼ垂直に立ち上がっていたものと考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一一一一一－ー－　ー

第33図　第135号住居跡実測図

－　42　－

床　ほぼ平坦であり，特に踏み固められたところ

は検出されなかった。

ピット　長径（46）cm，短径（32）cmで，残りの東半

分が調査区外になっているため，平面形は不明であ

る。深さは37－52cmで，性格も不明である。

Pl土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，

ローム中ブロック・焼土中・小ブロック・
焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，

ローム中ブロック中量

覆土　単一層であり，自然堆積と思われる。
土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

遺物　弥生土器片12点が出土している。第34図1

～7は弥生土器片の拓影図で，広口壷の胴部片で

ある。1は北西壁付近の床面から出土しており，

附加条縄文が施されている。2～7は覆土中から

出土していおり，中期中葉の土器片で，沈線によ

り区画された中に縄文が充填されている。



l

第34図　第135号住居跡出土遺物実測図

3
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所見　本跡は，第96号住居に掘り込まれており，東部及び南部が調査区域外に延びているため，検出できた範囲

が狭い。出土遺物は全体的に少なく，覆土中からは弥生時代中期中葉の土器片が6点ほど出土しているが流れ込

みと思われる。本跡の時期は，床面の出土土器から弥生時代後期中葉（東中根2式期併行）と考えられる。

第156号住居跡（第35図）

位置　調査Ⅱ区の北部，C2d6区。

規模と平面形　長軸2．64m，短軸2．60mの隅丸方形である。

主軸方向　N－60－W

壁　壁高は20－40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，特に踏み固められたところは検出されなかった。

ピット　6か所。（Pl～P6）。Plは長径22cm，短径15cmの楕円形，深さ12cmである。P2及びP3は径18

－22cmの円形，深さ14cmほどである。Pl～P3は規模や配列から主柱穴と考えられる。P4～P6は長径20

第35図　第156号住居跡・出土遺物実測図
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明　石　遺　跡

～34cm，短径18～24の円形及び楕円形，深さ28～32cmで，性格は不明である。

炉　中央部から北西方向の北壁寄りに付設されており，長径35cm，短径20cmの楕円形で，床面を4cm掘りくぼ

めた地床炉である。炉床面は皿状を呈しており，火熱を受けて赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土大ブロック・焼土粒子中量

2　暗褐色　焼土粒子少量，炭化粒子微量

覆土　2層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　弥生土器片3点が出土している。第35図1は広口壷の口緑部から胴部片である。

2は本跡から出土した弥生土器片の拓影図である。2は胴部片で，外面には附加条一種（附加2条）の縄文

が施されている。出土遺物は1・2とも，炉の中央部下層から出土している。

所見　出土土器は，二軒屋式の流れを組む在地の土器である。本跡の時期は，出土土器から弥生時代後期前葉

（東中根1式期併行）と考えられる。　　　●

第156号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第35図 広　 口　 壷 A 〔15．0〕 頚部か ら口緑部にかけての破片。口唇部には縄文が施されている。口縁部は 石英 ・長石 二雲母 P lO24　 5％　 PL 69

1 弥 生 土 器 B （7．0） 幅狭の複合口緑で，へラ状工具によ－りキザ ミが紐横に施 されている。頚部に にぷい黄褐色 炉の中央部下層

は櫛歯状工具によって縦区画された中に，斜格子文が充填されている。 普通

（2）遺構外出土遺物

今回の調査で，表土層，遺構確認面及び遺構の覆土中から，遺構に伴わない弥生時代の土器が出土している。

ここでは，弥生時代の特徴的な土器について実測図及び拓影図を掲載し，解説は一覧表等に記載した。

第36図7－32は，弥生土器片の拓影図である。7～18は口縁部から頚部片である。7は口唇部に縄文が押圧

され，複合口緑部には附加条一種（附加2条）の縄文が施され，頚部は無文である。8・9は口唇部に縄文が

押圧され，複合口緑部にはキザミによって区画された中を棒状工具による刺突文が施されている。さらに，8

は斜格子文が頚部に施されている。10は口唇部に棒状工具による押圧が，口緑部には棒状工具による刺突文と

斜格子文が施されている。11は複合口緑部，頚部ともに縄文，口緑部下端には刺突文がそれぞれ施されている。

12は口唇部に縄文が押圧され，2段の複合口緑部には縄文，段の下端にはそれぞれ棒状工具による刺突文が施

されている。13は口唇部には棒状工具による押圧がなされ，複合口緑部下端には棒状工具による刺突文が施さ

れている。14は縄文が施され，横位の沈線によって区画された直下に交互刺突文が施されている。15・16は口

縁部には附加条一種（附加2条）の縄文，口緑部下端には棒状工具による刺突文が施されている。17は口緑部

下端に，棒状工具による刺突文，頚部には多条櫛措文が施されている。18は口緑部片で，口唇部に縄文，口緑

部には横位と斜位に附加条一種（附加2条）の縄文が施されている。19～25は頚部片である。19は棒状工具に

ょる斜格子文が施されている。20は，5本の櫛歯状工具による縦区画や波状文が施されている。21は6本の櫛

歯状工具による山形文が交互に重なり合っている。22～25は櫛歯状工具による連弧文が施されている。26～30

は頚部から胴部片である。頚部には，櫛歯状工具により26は波状文，27は連弧文，28は横走文及び波状文が施

されている。29，30は頚部に棒状工具による斜格子文が施されている。26－30の胴部には附加条一種（附加2

－　44　－
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明　石　遺　跡

の縄文が施されている。31，32は胴部片で，附加条一種（附加2条）の縄文が施されている。ここに挙げた土

器群は二軒屋式の流れを組んでおり，時期は弥生時代後期中葉（束中根2式期併行）と考えられる。

遺構外出土遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 36 図 広　 口　 壷 A 〔10．8 〕 口 縁 部 か ら 胴 部 上 位 に か け て の 破 片 。 口 唇 部 に は 縄 文 原 体 が 押 圧 さ れ て い 石 英 ・長 石 ・雲 母 P lO26 10％　 P L 70

1 弥 生 土 器 B （5．5 ） る 。 口 縁 部 ・胴 部 に は 縄 文 が 施 さ れ て い る。 に ぷ い 橙 色

普 通

Ⅲ 区 表 土

2

広　 U　 壷 B （ 2．8 ） 底 部 か ら胴 部 下 位 に か け て の 破 片 。 胴 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が り ， 外 面 に は 石 英 ・長 石 ・雲 母 P lO 27　 5 ％　 P L 69

弥 生 土 器 C 〔 8．4 〕 附 加 条 一 種 （附 加 2 条 ） の 縄 文 が 施 さ れ て い る 。 底 部 に は ， 木 葉 痕 が 残 る 。 明 赤 褐 色

普 通

第 17 5住 居 跡 の 覆 土

中

3

広　 口　 壷 B （ 3．2 ） 底 部 か ら胴 部 下 位 に か け て の 破 片 。 胴 部 は 外 傾 して 立 ち 上 が り， 外 面 に は 石 英 ・長 石 ・白 色 粒 子 P lO 28　 5 ％　 P L 70

弥 生 土 器 C 〔7 ．0〕 附 加 条 一 種 （附 加 2 条 ） の 縄 文 が 施 さ れ て い る 。 底 部 に は ， 木 葉 痕 が 残 る 。 に ぷ い 黄 橙 色

普 通

第 112号 住 居 跡 の 南

部 覆 土 中

4

広　 口　 壷 B （2．0） 底 部 か ら胴 部 下 位 に か け て の 破 片 。 胴 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が り， 外 面 に は 長 石 ・白 色 粒 子 P lO 29　 5 ％　 PL 7 0

弥 生 土 器 C 〔6．4〕 附 加 条 一 種 （附 加 2 条 ） の 縄 文 が 施 され て い る 。 底 部 に は ， 木 葉 痕 が 残 る。 に ぷ い 赤 褐 色

普 通

第 5 号 住 居 跡 の 覆 土

中

5

広　 口　 壷 B （3．7） 底 部 か ら 胴 部 卜位 に か け て の 破 片 。 胴 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が り， 外 面 に は 石 英 ・長 石 ・雲 母 P lO33　 5 ％　 P L 70

弥 生 土 器 C 〔9．2〕 附 加 条 一一種 （附 加 2 条 ） の 縄 文 が 施 され て い る 。 底 部 に は ， 木 葉 痕 が 残 る 。 に ぷ い褐 色

普 通

第 34 号 住 居 跡 の 覆 土

中

6

広　 口　 壷 B （2．6 ） 底 部 か ら 胴 部 下 位 に か け て の 破 片 。 胴 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が り， 外 面 に は 石 英 ・長 石 P lO34　 5 ％　 P L 69

弥 生 土 器 C 〔 8．6 〕 附 加 条 一 種 （附 加 2 条 ） の 縄 文 が 施 さ れ て い る。 に ぷ い 黄 褐 色

普 通

第 35号 住 居 跡 の 覆 土

中
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4　古墳時代の遺構と遺物

今回の調査で，調査区のほぼ全域から当該期の竪穴住居跡40軒，土坑3基，溝1条を検出した。大半の竪穴

住居跡は，他の遺構との重複が激しく，住居跡の中には遺構及び遺物の遺存状況が良好とはいえないものもあ

る。以下，検出した遺構と遺物について記載する。

なお，ここでいう古墳時代には，実年代でいうところの7世紀第4四半期～8世紀第1四半期を含めないも

のとする。

（1）竪穴住居跡

第2号住居跡（第37・38図）

位置　調査Ⅲ区の南部，E3d2区。

重複関係　本跡は第1・3・15・103・104号住居に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの住居跡よりも

古い。

規模と平面形　南部は調査区域外に延びているため，確認できたのは長軸5．34m，短軸（0．9）mであるが，平面

形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－10－W〕

壁　壁高は30－32cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北壁西側の壁下を巡っている。上幅10－16cm，下幅4－6cm，深さ6～10cmで，断面形はU字形をして

いる。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

住居内土坑　北西コーナー部に掘り込まれており，長径112cm，短径（54）cmの楕円形，深さ22cmで，断面形は

U字形をしている。性格は不明である。

第37回　第2号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

－．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿卜＿－　，　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

［　　；　　　＿」
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明　石　遺　跡

住居内土坑土層解説

3　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子微量

竃　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ112cm，両袖幅108cmで，壁外への掘り込み

は34cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面とほぼ同じレベルで，浅い皿状をし

ている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熟を受け

て赤変硬化している。

竃土屑解説

1　にぷい赤褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　にぷい赤褐色　焼土粒子・灰少量

3　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒・灰少量，焼土粒子微量
4　暗　赤　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・灰少量，焼土中・小ブロック微量
5　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，焼土中・小ブロック・焼土粒子少量
6　にぷい赤褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

7　褐　　　　色　ローム粒子中量，粘土粒子・砂粒少量，焼土中・小ブロック・焼土粒子微量
8　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，焼土中ブロック少量
9　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，焼土中・小ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
10　にぷい赤褐色　粘土中・小ブロック・粘土粒子多量，砂粒少量

覆土　2層からなる。2層とも自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

遺物　土師器及びその小破片31点が出土している。第38図1の杯

が竃の西側の覆土中層から正位の状態で出土している。

所見　本跡は，南部が調査区城外に延びているため，確認できた
0　　　　5cm

：l　；　　ところが少なく，出土遺物も少なかった。本跡の時期は，出土遺

第38図　第2号住居跡出土遺物実測図　物から7世紀第2四半期～第3四半期と考えられる。

第2号住居跡遺物観察表

回版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第38図 杯 A　 12．0 丸底。休部は内暫しなが ら立ち上が 口緑部内 ・外面横ナデ。休部及底部 石英 ・赤色粒子 P 5　　 70％　 PL 70

1 土　 師　 器 B　　 4．0 り，ロ緑部との境に弱い稜をもつ。 外面横位のヘラ削 り，内面横ナデ。 にぷい黄褐色 竃西側覆土中層

口緑部は直立する。 内 ・外面黒色処理。 普通

第5号住居跡（第39・40図）

位置　調査Ⅱ区の南部，E3bl区。

重複関係　本跡は第4号住居に掘り込まれているため，本跡の方が第4号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸5．60m，短軸5．50mの方形である。

主軸方向　N－550－E

壁　壁高は22－32cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を全周している。上幅8～12cm，下幅4～6cm，深さ2－4cmで，断面形はU字形をしている。

床　北コーナー部から北西壁中央部と，南コーナー部から南西壁中央部にかけての床は，他の部分よりも4～

6cmほど高くなっている。壁溝際を除き，高い方の床も低い方の床も，特に踏み固められている。また，床に

は壁際から中央部にかけて，溝が4条付設されている。北東壁から1条，南西壁から1条，北西壁から2条で，

長さ98～120cm，上幅6～10cm，下幅2～4cm，深さ2－4cmで，断面形はU字形をしている。北東壁寄りの

床面を中心に，垂木と思われる炭化材が壁際から中央部に向かうような状態で遺存していた。

ー　48
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第39図　第5号住居跡実測図

ピット　8か所（Pl～P8）。Pl～P4は径20～28cmの円形，深さ38－44cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P5は径26cmの円形，深さ20cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6及びP

7は径20～22cmの円形，深さ16～20cmで，性格は不明である。P8は直径40cmの円形，深さ14cmで，覆土中か

ら双孔円板が出土しており，住居内祭祀に関連するピットと考えられる。
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明　石　遺　跡

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は南コーナー部に付設されており，径86cmの円形，深さ62cmで，断面形は逆台形を

している。貯蔵穴2は北コーナー部西寄りに付設されており，径86cmの円形，深さ78cmで，断面形は逆台形を

している。

貯蔵穴1土層解説
1　暗褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
5　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

貯蔵穴2土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
5　褐　色　ローム粒子多量

類竃　南東壁際中央部の南寄りに，壁から38cm離れて付設されており，焚口部から袖部奥壁までの長さ96cm，

両袖幅74cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されており，平面形はU字形をしている。火床面は床面を

6cm掘りくぼめており，皿状をしている。袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

覆土　4層からなる。4層から2層まではローム，焼土及び炭化物の含有状況から人為堆積と思われ，1層は

自然堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器及びその小破片462点，須恵器1点，滑石製双孔円板1点，砥石1点，磨石1点，炭化種子1点

が出土している。第40図1－12は土師器，13は須恵器である。覆土中層では，2の杯がP8の西側から正位の

状態で，9の高杯がP4の西側から横位の状態でそれぞれ出土している。覆土下層では，1の杯がP5の西側

から正位の状態で，5・8の高杯がP4の西側から横位の状態で，16の磨石が南西壁際からそれぞれ出土して

いる。床面では，10の高杯がP4の西側から横位の状態で，7の高杯が中央部から横位の状態で，12のミニチ

ュア土器がP4の西側から正位の状態で，13の嚢口縁部片が南西壁際から外面を上へ向けた状態でそれぞれ出

土している。類竃では，11の小形嚢が火床面から壊れた状態で出土している。貯蔵穴及びピットでは，4の杯

が貯蔵穴1の上面から壊れた状態で，6の高杯が貯蔵穴1の上面から横位の状態で，15の提げ砥石が貯蔵穴2

の底面から，14の滑石製双孔円板がP8の覆土中からそれぞれ出土している。その他にも西区の覆土中から3

第5号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第40図 杯 A　 14．4 底部は中央がやや凹む平底である。 口縁部内 ・外面横ナデ。休部及び底 石英 ・長石 P 16　　 30％　 P L 70

1
土　 師　 器 B　　 6．5－ 体部は内攣 しながら立ち上が り，口 部外面横位のヘラ削 り，内面へラナ 橙色 P 5 西側覆土下層

C　　 6．0 縁部 との境に弱い稜をもつ。 口緑部

は直立する。

デ。 普通

2

杯 A 〔13．4〕 底部 は中央がやや凹む平底である。 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面横 雲母 ・赤色粒子 P 17　　 40％　 P L 7 0

土　 師　 器 B　　 5．2 体部は内攣しなが ら立ち上がる。 口 位のへ ラ磨 き，内面へラナデ。休部 明赤褐色 P 8 西側覆土中層

C　　 3．8 ．緑部は外傾し，内面下端に弱い稜 を

もつ。

下端及び底部外面横位のヘラ削 り。 普通

3

ゴ不 B （3．0） 底部か ら体部下半にか けての破片。 休部及び底部外面横位のへラ削 り， 石英 ・雲母 P 18　　 30％

土　 師　 器 C　　 5．6 底部は中央がやや凹む平底である。

体部は内攣 しながら立ち上がる。

内面へラナデ。 褐灰色

普通

西区覆土中
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第40図　第5号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　　 種 計潮値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第40回 巧こ A 〔14．8〕 丸底。体部は内暫しながら立ち上が 口縁部内・外面横ナデ。休部外面ナ 石英・長石・雲母・赤色拉子 P19　　 40％　 PL70

4 土　 師　 器 B　　 5．1 り，口縁部との境に弱い稜をもつ。 デ，内面へラナデ。休部下端及び底 橙色 貯蔵穴1上面

U縁部は直立する。 部外面横位のヘラ削り。 普通

5

高　　　 杯 B （9．6）脚部から杯部下端にかけての破片。 杯部下端縦位のヘラ削り，内面へラ 長石・雲母 P21　 40％　 PL70

土　 師　 器 D 〔11．2〕 杯部下端に稜をもつ。脚部は中空で， ナデ。脚部外面縦位のヘラ磨き．内 橙色 P 4西側覆土下層

E　　 8．2 裾部にかけてラッパ状に開く。 面横位のヘラ削り。裾部内面横位の

ヘラ磨き。

普通

51－



明　石　遺　跡

図版 番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　　 考

第4 0図 高　　　 杯 B （9．0） 脚 部片 。脚 部 は中空 で ，エ ンタシ ス ’杯 部 内画 へ ラナ デ。 脚部 外面 縦位 の 石 英 ・長石 P 22　　 30％　 P L 7 0

6 土　 師　 器 E （7．2） 状 を呈 し， 裾部 はハの字 状 に開 く。 ヘ ラ磨 き， 内面 ナデ 。裾 部 内面横 ナ

デ。

橙 色

普 通

貯蔵 穴 1上 面

7

高　　　 杯 B （7．6） 脚部 片。 胸 部 は中空 で ，裾 部 にか け 杯 部 内面 へ ラナ デ。一脚 部 外面 縦位 の 石 英 ・長 石 ・ P 23　　 20％

土 ．師　 器 E （6．7） て ラ ッパ状 に開 く。 ヘ ラ磨 き， 内面横 位 のヘ ラ削 り。 裾

部 内面 横 ナ デ。外 面 及 び杯部 内面 赤

彩 。

赤色

普 通

中央部 床面

8

高　　　 杯 B （7．2） 脚部 片。 脚部 は中空 で， エ ン タシス 器 面が 荒 れて い るた め調 整 は不 明 で 石 英 ・長 石 P 24　　 20％

土　 師　 器 E （6．0） 状 を呈 し，裾 部 はハ の字状 に 開 く。 ある が ，脚 部 外 面縦 位 の へ ラ磨 き，

内 面ナ デ と．思 われ る。

橙色

普通 （二 次焼成 ）

P 4 西 側覆 土下層

9

高　　　 杯 ・B （6．9） 脚 部 片。 脚部 は 中空 で， 裾部 に かけ 脚 部外面縦 位 のヘ ラ磨 き， 内面 ナデ。 石英 ・長石 ・赤色 粒子 P 25　　 20％

土　 師　 器 E （5．5） て ラッパ状 に開 く。 裾部 内面横 位 のヘ ラ削 り。外 面赤彩 。 明赤 褐色

普通

P 4 西側 覆土 中層

10

高　　　 ゴ不 B （5．8） 脚 部 片。 脚部 は 中空 で， エ ン タシス 脚部 外面縦 位 のへ ラ磨 き， 内面 ナデ。 石英 ・長石 ・赤色粒 子 P 2 6　　 20％

土　 師　 器 E （5．3） 状 を呈 する。 裾部 内面横 ナ デ。 橙色

普通

P 4 西側 床面

11

小　 形　 襲 A 〔14．8〕 体 部 上 半 か ら口緑 部 に か け て の 破 ロ緑 部 内 ・外面 横 ナデ 。体 部 内 ・外 石英 ・長石 ・雲 母 P 2 7　 10％

土　 師　 器 B （7．5） 片 。体部 は内攣 しなが ら立 ち上が る。

頚 部 は くの字 状 に屈 曲す る。 ロ緑 部

は折 り返 し口緑 で，外 反気 味に 開 く。

面 ナデ。 橙色

普通

類竃 火床 面

12

ミニチュア土器 B （3．3） 台 部片 。 台付 整形 の ミニ チ ュア と思 台部 内 ・外 面指 ナ デ。外 面 に指 頭痕 石英 ・長石 ・赤色粒 子 P 30　　 40％　 P L 70

土　 師　 器 D　　 6．0

E　　 2．5

われ る。 台部 はハの字 状 に開＿く。 が残 る。 明赤褐 色

普通

P 4 西側 床面

13

棄 A 〔34．8〕 口緑 部 片。 口緑 部 は外 傾 して 開 き， 口緑 部内 ・外 面 ロ クロナデ。 石英 ・長石 P 3 1　　 5％

須　 恵　 器 B （2．5） 断 面三角 形の 凸帯 か 2 条巡 る。 灰色

良好

南西 壁際 床面

T K 216型 式段 階

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

径 （cm） 厚 さ （cm） 孔 径 （cm） 重量 （g ）

第4 0図 14 双 孔 円 板 2．2 0．2 0．1 2．0 滑　　　 石 P 8 覆 土中 Q 2　　　　　　　　　 P L 112

図 版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第40図15 提 げ 砥 石 （6．9） 4．5 1．1 （49．7） 凝　 灰　 岩 貯 蔵穴 2 底面 Q 3　　　　　　　　 P L lll

16 磨　　　 石 13．3 6．2 3．6 559．5 砂　　　 岩 南 西壁 際覆土 下層 Q 4　　　　　　　　　 P L lll

所見　本跡は，炭化材の検出状況や覆土の堆積状況から，焼失家屋と思われる。構造は，南西方向に出入り口

部を，南東方向に類竃を有する住居跡で，内部施設としていわゆる「ベッド状施設」と呼ばれる一段高い床や，

．いわゆる「間仕切り溝」と呼ばれる壁溝以外の溝を有しているなど，いくつか特徴的なものが見られる。燃焼

施設は，本格的な竃が導入される直前の類竃である。遺物としては，ミニチュア土器，TK216型式段階の須

恵器嚢，滑石製双孔円板，炭化した桃類の種子が出土しており，注目される。中でも滑石製双孔円板はP8内

から，ミニチュア土器は床面から出土している。このようなことから，住居を廃棄するに当たって祭祀行為が

行われ，その後上屋の焼却を行った可能性が考えられる。本跡の時期は，出土遺物から5世紀第3四半期と考

えられる。

第11号住居跡（第41・42図）

位置　調査Ⅱ区の南部，D3h2区。

重複関係　本跡は第10号住居，第116号土坑，第4号溝に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺構よ

りも古い。
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明　石　遺　跡

規模と平面形　長軸5．58m，短軸5．52mの方形である。

主軸方向　N－290－W

壁　壁高は50～58cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅12～16cm，下幅4～8cm，深さ6～10cmで，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径70～74cmの円形，深さ56－82cmで，規模や配列から主柱穴と考えら

れる。このうち，Pl内には柱を抜き取ったと思われる痕跡がある。また，P4に隣接して径120cm，深さ18cmの

円形の土坑状の掘り込みがあるが，これも柱を抜き取った痕跡と思われる。P5は二段掘り込みになっており，上

段は長径78cm，短径56cmの楕円形，深さ26cmで，下段は長径50cm，短径30cmの楕円形，深さ18cmで，床面から下段

底面までの深さは亜cmである。P5は位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

P4土層解説
1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量
2　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，粘土小ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土中ブロック少量
3　にぷい赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
4　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量
6　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
7　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子多量，ローム中ブロック・炭化物中量
8　褐　　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

竃　北西壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ138cm，両袖幅112cmで，壁外への掘り込

みは48cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されており，東袖部の芯材として土師器小形嚢を使用してい

る。火床面は床面を24cmほど皿状に掘り込んだ後，埋め戻した上に形成されている。煙道部の平面形は逆U字

形で，緩やかに外傾しながら立ち上がるが，煙道部の底面には直径38cmの円形，深さ6cmの皿状の掘り込みが

ある。袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。道春状況や覆土の堆積状況から，本跡の竃は人

為的に壊されたものと思われる。

竃土層解説

1　灰　褐

2　黒　褐

3　赤

4　里
′l　ヽ1

5　黒　褐

6　暗　褐

7　暗　褐

8　黒　褐

色　粘土小ブロック・粘土粒子多量，ローム粒子・焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，砂粒少量

色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量，粘土粒子・砂粒少量
色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子中量

色　炭化粒子多量，焼土粒子中量
色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量

色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒少量
色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

9　極暗褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
10　暗　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量

11黒　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量

12　暗　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
13　褐　　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子少量

覆土　6層からなる。6層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説
1　里

ハヽヽ

2　暗

3　暗

4　暗

5　里
J l　ヽヽ

6　暗

量
量
量
量
量
量

中
中
中
中
中
中

子
子
子
子
子
子

粒
粒
粒
粧
粒
粒

ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム

一

一

一

一

一

一

ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

色
色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐
褐
褐

ローム中・小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量，焼土中・小ブロック微量

ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，焼土中・小ブロック微量
ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量
ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
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明　石　遺　跡

遺物　土師器及びその中破片99点が出土している。床面では，第42図9の甑が竃の南側から壊れた状態で出土

している。また，4の嚢が竃の火床面及び竃の南側の床面から散乱した状態で出土している。さらに，2の嚢

が竃の南側の床面，Plの覆土中層及びP4の覆土中層から散乱した状態で，3の嚢が竃の燃焼部及びP4の

覆土中層から散乱した状態で，5の小形嚢がP2の覆土中層及びP4の覆土中層から散乱した状態で，6の小

形嚢が竃の東袖芯部及びP4の覆土中層から散乱した状態で，8の甑が竃の南側の床面及びP4の覆土中層か

ら散乱した状態でそれぞれ出土している。これら2・3の嚢，5・6の小形嚢及び8の甑は，住居廃絶時に，

壊した竃の中や柱を抜き取った主柱穴の中に，それぞれ意図的に破砕して埋納したものと思われる。その他に

も北区の覆土中から7の小形嚢，南区の覆土中から1の杯がそれぞれ出土している。

所見　本跡の竃の東袖部からは，嚢が芯材として使用されたままの状態で出土しており，竃構築時の様子をう

かがい知ることができる。また，床面，竃内及び主柱穴内から出土したそれぞれの嚢の破片が接合関係にある

ことから，住居を廃棄するに当たって，意図的に破砕した嚢を，壊した竃の中や柱を抜き取った主柱穴の中に

埋納するという祭祀行為が行われた可能性が考えられる。本跡の時期は，出土遺物から7世紀第2四半期～第

3四半期と考えられる。

第11号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 塔　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第42図 j不 A 〔13．8〕 体部上半か ら口縁部 にかけての破 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面横 石英 ・長石 P 68　 10％

1
土　 師　 器 B （2．5） 片。体部は内攣 しなが ら立ち上が り，

口緑部 との境に弱い稜をもつ。口緑

部は直立する。

．位のヘラ削 り，内面横ナデ。 明赤褐色

普通

南区覆土中

2

嚢 A 〔23．0〕 底部欠損。体部は長胴形 を呈し，最 口緑部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英 ・長石 P．71　 40％　 PL 70

土　 師　 器 B （31．4） 大径 を上位にもつ。頚部は嘩やかに 部外面上位 ナデ，下位縦位のへラ削 明赤褐色 竃南側床面，

屈 曲する。口緑部 は外反気味 に開

く。

り，内面へラナデ。 普通 P l 覆土中層，

P 4 覆土中層

3

棄 A　 21．6 体 部上半か ら口緑部 にかけての破 口緑部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英 ・長石 ・雲母 P 72　　 30％　 PL 70

土　 師　 器 B （17．5） 片。体部は長胴形を呈し，最大径 を 部外面上位へラナデ，下位斜位のへ にぷい褐色 竃燃焼部，

上位にもつ。頚部は緩やかに屈曲す

る。口緑部は外反気味に開く。

ラ削 り，内面へラナデ。 普通 P 4 覆土中層

4

嚢 B （4．3） 底部片。平底。体部は外傾しなが ら 体部外面へ ラナデ，下端横位のへラ 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 7 6　 10％

土　 師　 器 C　　 6．0 立ち上がる。 削 り，内面へラナデ。 にぷい赤褐色 ・

普通

竃火床面，

竃南側床面

5

小　 形　 嚢 A 〔15．0〕 平底。体部は球形を呈 し，最大径を 口緑部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英 ・長石 P 70　　 50％　 PL 70

土　 師　 器 B　 15．9 中位にもつ。頚部はコの字状に屈曲 部外面上位ナデ，下位縦位のヘ ラ削 にぷい赤褐色 P 2 覆土中層，

C　　 6．9 する。口緑部は外反気味に開く。 り，下端横位のヘラ削 り，内面へラ

ナデ。

普通 P 4 覆土中層

6

小　 形　 嚢 A　 15．4 底部欠損。体部 は長胴形を呈し，最 口緑部及び頚知内 ・外面横ナデ。体 石英 ・長石 ・雲母 P 69　　 60％　 PL 7 0

土　 師　 器 B （21．2） 大径 を上位にもつ。頚部は緩やかに 部内 ・外面へラナデ。 赤色 竃東袖部，

屈曲す る。 口緑部 は外反気 味に開

く。

普通 P 4 覆土中層

竃袖部芯材として転用

7 ．

小　 形　 嚢 A 〔14．6〕 体 部上半か ら口緑部 にか けての破 口緑部及び頸部内 ・外面横 ナデ。体 石英 ・長石 P 75　 10％

土　 師　 器 B （7．3） 片。体部は内攣しながら立ち上がる。 部外面斜位のヘラ削 り，内面へラナ 橙色 北区覆土中

頚部はコの字状に屈曲する。口縁部

は外反気味に開 く。

デ。 普通

8

甑 A　 22．6 体部 上半か ら口緑部 にかけての破 口緑部及び頚部内 ・外面横ナデ。体 石英 ・長石 ・雲母 P 73　　 20％　 PL 70

土　 師　 器 B （14．8） 片。体部はほぼ直立 しながら立ち上 部内 ・外面へラナデ。 明赤褐色 竃南側床面，

が り，頚部に至る。口緑部は外反気

味に開 く。

普通 P 4 覆土中層

9

甑 A 〔21．4〕 体部上半 か ら口緑 部にかけての破 口緑部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英・長石・赤色粒子 P ．74　　 20％

土　 師　 器 B （12．5） 片。体部はほぼ直立 しながら立ち上 部外面上位へラナデ，下位縦位のへ にぷい赤褐色 竃南側床面

が り，頚部 に至 る。口緑部は外反気

味に開 く。

ラ削 り，内面へラナデ。 普通
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第13号住居跡（第43・44図）

位置　調査Ⅲ区の南部，D2i9区。

重複関係　本跡は第14号住居に掘り込まれているため，本跡の方が第14号住居跡よりも古い。

規模と平面形　西部は調査区域外に延びているため，確認できたのは長軸（4．9）m，短軸（4．4）mで，平面形は

不明である。

可

第43図　第13号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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明　石　遺　跡

主軸方向　〔N－320－E〕

壁　壁高は42－46cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅12～14cm，下幅4－6cm，深さ6～8cmで，断面形はU字形

をしている。

床　全体的に平坦である。主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。北東壁寄り及び

南東壁寄りの床面を中心に，垂木と思われる炭化材が壁際から中央部に向かうような状態で遺存していた。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径32cmの円形，深さ48cmで，規模や位置から主柱穴と考えられる。P

2は径36cmの円形，深さ26cmで，性格は不明である。

竜　北東壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ138cm，両袖幅94cmで，壁外への掘り込

みは掘り方まで含めて22cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を10cm掘りくぼ

めており，皿状をしている。燃焼部内には支脚として転用された土師器高杯が遺存していた。煙道部の平面形

は逆三角形で，緩やかに外傾しながら立ち上がり，煙道口部には厚さ14cmにわたって粘土と砂粒を混ぜたもの

を貼っている。袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

竃土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　褐　　　　色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒少量
3　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子少量
4　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子少量
5　赤　褐　色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量

6　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量
7　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量
8　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
9　褐　　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
10　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック少量

11褐　　　　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
12　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量

覆土　7層からなる。7層及び6層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。5層から3層までは

ローム，焼土及び炭化物の含有状況から人為堆積と思われ，2層及び1層は自然堆積と思われる。

土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・炭化物微量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
5　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
6　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量
7　褐　　　　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器及びその小破片175点が出土している。床面では，第44図1の杯及び4の嚢が南東壁際から横位

の状態で，5の甑が竃の西側から壊れた状態でそれぞれ出土している。竃では，2の高杯が燃焼部から支脚と

して転用された状態で，3の嚢が掛口部に掛けられた状態（ほぼ完形）でそれぞれ出土している。

所見　本跡は，西部が調査区城外に延びているため，確認できたところが少なかったが，炭化材の検出状況や

覆土の堆積状況から，焼失家屋と思われる。燃焼施設は，竃が導入された直後の初期竃である。その竃の燃焼

部からは，高杯が支脚として転用されたままの状態で，嚢が掛口部に掛けられたままの状態でそれぞれ出土し

ており，竃使用時の様子をうかがい知ることができる。本跡の時期は，出土遺物から5世紀第3四半期と考え

られる。
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第44図　第11号住居跡出土遺物実測図

第13号住居跡遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計 測 値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 44 園 杯 A　 11．0 底 部 欠 損 。 休 部 は 内 野 し な が ら 立 ち 口 縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 横 石 英 ・長 石 ・赤 色 粒 子 P 150　 50％　 P L 70

1 土　 師　 器 B （4．7） 上 が り ， 口 緑 部 と の 境 に 弱 い 稜 を も 位 の ヘ ラ 削 り ， 内 面 へ ラ ナ デ 。 内 ・ 橙 色 南 東 壁 際 床 面

つ 。 口緑 部 は 直 立 す る。 外 面 赤 彩 。 普 通

2

高　　　 杯 A　 15．6 杯 部 下 端 に 稜 を も ち ， 休 部 は 外 傾 し 口縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 杯 部 外 面 縦 石 英 ・長 石 P 151　 80％　 P L 7 1

土　 師　 器 B　 12．9 な が ら 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 に 至 る 。 位 の パ ケ 目 調 整 後 ， ナ デ ， 下 端 縦 位 橙 色 寵 燃 焼 部

D　 13．4 脚 部 は 中 空 で ， エ ン タ シ ス 状 を 呈 し， の ヘ ラ 削 り， 内 面 横 位 の パ ケ 目調 整 普 通 （二 次 焼 成 ） 竃 支 脚 と し て 転 用

E　　 7．1 裾 部 は ハ の 字 状 に 開 く。 後 ， ヘ ラ ナ デ 。 脚 部 外 面 縦 位 の ヘ ラ

磨 き ， 内 面 ナ デ 。 裾 部 内 面 梼 ナ デ 。

杯 部 内 ・外 面 赤 彩 。

3

藍 A　 16．0 平 底 。 休 部 は 下 膨 れ 状 を 呈 し ， 最 大 口 緑 部 外 面 縦 位 の パ ケ 目調 整 後 ， 横 石 英 ・長 石 ・赤 色 粒 子 P 152　 9 5％　 P L 71

土　 師　 器 B　 2 4．5 径 を 下 位 に も つ 。 頚 部 は くの 字 状 に ナ デ ， 内 面 横 位 の パ ケ 目調 整 後 ， 横 明 赤 褐 色 屯 掛 口 部

C　　 5．0 に 屈 曲 す る 。 口 緑 部 は 外 反 気 味 に 開

く 。

ナ デ 。 休 部 外 面 上 位 斜 位 の パ ケ 目 調

整 ， 下 位 ナ デ ， 下 端 横 位 の ヘ ラ 削 り，

内 面 へ ラ ナ デ 。

普 通
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明　石　遺　跡

図版 番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第44図

4

襲 A 〔26．2〕 底部 欠損 。体 部 は 内攣 しなが ら立 ち 口緑 部内 ・外 面横 ナ デ。 体部 外面 上 石 英 ・長 石 P 153　 30％　 P L 7 1

土　 師　 器 B （16．5） 上が り，最 大径 を上 位 に もつ。 頚部 位 ナ デ， 下位 斜位 の ヘ ラ削 り， 内面 橙 色 南 東壁 際床面

は くの字 状 に屈 曲す る 。 口緑 部 は折

り返 し口線状 を呈 し，外 反 気味 に 開

く。

ヘ ラナデ 。外 面 に指頭 痕 ・削 痕 ，内

面 に輪積 み痕 が残 る。・

普 通

J

5

甑 A　 23．8 無底 式。 体 部 は内攣 しなが ら立 ち上 口緑部 外 面縦 位 のパ ケ 日鋼整 後 ，横 石 英 ・長 石 P 155　 95％　 P L 7 1

土　 師　 器 B　 23．9 が り，上 半 は ほぼ直 立 し， 頚部 に至 ナチ ，内 面横 位 のパ ケ 目調整 後 ，横 橙 色 竃 西側 床面

C　　 7．4 る。 口緑部 は外反 気味 に開 く。 ナチ。 体 部外 面上 位斜 位 のパ ケ 目調

整 ，下 位 へ ラナ デ， 下端横 位 のへ ラ

削 り， 内面へ ラナ デ。

普 通

第16号住居跡（第45・46図）

位置　調査Ⅱ区の南部，D3j3区。

重複関係　本跡が第112号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第112号住居跡よりも新しい。また，第9

号住居に掘り込まれているため，本跡の方が第9号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸5．40m，短軸5．18mの方形である。

主軸方向　N－170－W

壁　壁高は20～30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅20－26cm，下幅10－20cm，深さ4～8cmで，断面形は逆台形

をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット14か所（Pl～P14）。Pl～P4は径80～108cmの円形，深さ70～769mで，規模や配列から主柱穴と考えら

れる。P3に隣接してP5及びP6があり，P5は径76cmの円形，深さ53cmで，補助柱穴もしくは柱を立て替えた

ものと思われる。P6は径74cmの円形，深さ14cmで，柱を抜き取った痕跡と思われる。また，P4に隣接してP7

があり，径30cmの円形，深さ36cmで，これも補助柱穴と思われる。P8は径50cmの円形，深さ24cmで，位置から出

入り口施設に伴うピットと考えられる。P8に隣接してP9及びPlOがあり，P9は径40cmの円形，深さ8cmで，

柱を抜き取った痕跡と思われる。PlOは径40cmの円形，深さ14cmで，補助柱穴もしくは柱を立て替えたものと思わ

れる。Pll～P14は径40～50cmの円形，深さ20－56cmで，性格は不明である。

P6土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

竃　北西壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ124cm，両袖幅94cmで，壁外への掘り込

みは20cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を16cmほど皿状に掘り込んだ後，

埋め戻した上に形成されている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面

及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

竜土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
2　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子多量，ローム小ブロック・粘土小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・粘土中ブロック・砂粒少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
3　暗褐色
4　暗褐色
5　黒褐色
6　極暗褐色
7　暗褐色
8　褐　　色

9　暗褐色
10　暗赤褐色
11暗褐色

ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
焼土粒子・炭化粒子中量
焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・炭化物・粘土粒子・砂粒少量
焼土粒子多量，ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子中量，ローム小ブuツク・焼土中ブロック・粘土小ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

－　60　－



第45図　第16号住居跡実測図
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明　石　遺　跡

12　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量
13　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
14　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・粘土小ブロック・砂粒少量
15　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
16　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
17　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量

覆土　4層からなる。4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。3層から1層は自然堆積で

ある。

土屑解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック少量，焼土粒子微量

遣物　土師器及びその小破片232点が出土している。竃では，第46図2の杯が西袖部から正位の状態で出土し

ている。ピットでは，1の杯がP4の覆土中から出土している。

所見　本跡は，主柱穴内から土器が出土していることや，柱の抜き取り痕があることから，住居廃棄時の様子を

うかがい知ることができる。本跡の時期は，出土遺物から7世紀第2四半期～第3四半期と考えられる。

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

し＋＋＿

第46図　第16号住居・跡出土遺物実測図

第16号住居跡遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

・－一一－　　　　　　】

図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　　考

第46回杯A〔13．4〕丸底。休部は内攣しながら立ち上が口縁部内・外面横ナデ。休部及び底長石・赤色粒子P165　40％　PL71

1土　師　器B　　4．2り，口緑部との境に弱い稜をもつ。部外面横位のヘラ削り，内面横ナデ。黒色 P4覆土中

H縁部は直立する。 内・外面黒色処理。 普通

2

杯A〔13．0〕底部r一一一部欠損。丸底。体部は内攣し口縁部内・外面横ナデ。体部外面積石卦長石・雲母・赤色粒子P166　40％

土　師　器B（2，8）ながら立ち上がり，口緑部との境に

稜をもつ。口縁部は直立する。

位のヘラ削り，内面横ナデ。明赤褐色

普通

電西袖部

第21号住居跡（第47・48図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D2g9区。

重複関係　本跡が第122号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第122号住居跡よりも新しい。また，第

22・124・153号住居に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸4．14m，短軸3．96mの方形である。

主軸方向　N－1D－E

壁　壁高は38－42cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅22～30cm，下幅16－20cm，深さ8～10cmで，断面形は逆

台形をしている。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は径46～62cmの円形，深さ58～66cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。このうち，Pl及びP3内には柱を抜き取ったと思われる痕跡がある。P4に隣接してP5が

あり，径32cmの円形，深さ40cmで，補助柱穴もしくは柱を立て替えたものと思われる。P6は径28cmの円形，

深さ20cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P7は南壁際に掘り込まれており，径32cm

の円形，深さ34cmで，位置からP6に準ずる出入り口施設に伴うピットと考えられる。
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第47図　第21号住居跡実測図

竃　北壁中央部西寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ72cm，両袖幅78cmで，壁外への掘り

込みはほとんどない。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を12cm掘りくぼめており，皿

状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱

を受けて赤変硬化している。

竃土層解説
1暗褐色　ローム粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック・砂粒少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量
2　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・粘土小ブロック・砂粒少量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土小ブロック儲土粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック湖十小ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
6　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
7　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
8　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土小ブロック中量，ローム′トブロック少量，炭化粒子微量
9　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量

－　63　－



明　石　遺　跡

0　1　2　3

1

1

1

1

土覆

色
色
色
色

褐

　

褐

赤
褐
暗
褐

焼土中ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
ローム大ブロック多量
焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

6層からなる。6層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
6　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

遺物　土師器及びその中破片181点が出土している。第48図1の

杯が中央部の覆土下層から逆位の状態で出土している。

所見　本跡は，床面及び竃がすべて遺存していたにもかかわら
0　　　　5cm

；i　－i　　ず，そこからの遺物の出土量は少なかった。本跡の時期は，出

宰喜∃画謬

第48図　第21号住居跡出土遺物実測図　土遺物から7世紀第2四半期～第3四半期と考えられる。

第21号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種． 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴． 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第48図 彿 A　 11．0 丸底。体部は内攣 しながら立ち上が 口緑部内 ・外面横ナデ。体部及’び底 石英 ・赤色粒子 P 29 9 100％　 P L 7 1

1 土　 師　 器 B　　 3．6 り，口緑部 との境に弱い稜をもつ。 部外面横位のヘラ削 り，内面放射状 橙色 中央部覆土下層

口緑部は直立する。 のへラ磨 き。 普通

第31号住居跡（第49・50図）

位置　調査Ⅳ区，G4C2区。

重複関係　本跡が第32号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第32号住居跡よりも新しい。また，第1号

格納壕に掘り込まれているため，本跡の方が第1号格納壕跡よりも古い。

規模と平面形　第1号格納壕跡と重複しているばかりでなく，地形が傾斜しているため，確認できたのは北部

だけの長軸7．02m，短軸（5．2）mであるが，平面形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－430－W〕

壁　遺存している壁高は28～34cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を巡っている。上幅12～16cm，下幅6～8cm，深さ4～6cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。Plの東側から南側にかけて，特に踏み固められている。

ピット　Plは径34cmの円形，深さ30cmで，規模や位置から主柱穴と考えられる。

炉　北西壁寄りに付設されており，長径90cm，短径60cmの楕円形で，床面を6cm掘りくぼめた地床炉である。

炉床面は皿状をしており，火熟を受けて赤変硬化している。

炉土層解説
1赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子少量
2　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

覆土　2層からなる。2層とも自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器及びその中破片417点，球状土錘1点が出土している。覆土中層では，第50図2の台付嚢が北西

壁際から逆位の状態で，6の小形嚢が北西壁際から壊れた状態でそれぞれ出土している。床面では，1の壷が

炉の北側から正位の状態で，3の嚢が北西壁際から壊れた状態で，4の嚢が北コーナーから斜位の状態で，5
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第49図　第31・32号住居跡実測図

の嚢がPlの北側から斜位の状態で，7の小形嚢が北西壁際から逆位の状態でそれぞれ出土している。壁溝で

は，8の土玉が北東壁溝の底面から出土している。

第31号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第50図 士雪亘 B （11．1） 底部から体部上半にかけての破片。 体部外面斜位のパケ目調整後，ナデ， 石英 ・長石 P 5 51　 7 0％　 P L 71

1 土　 師　 器 C　　 5．0 平底。体部は球形を里 し，最大径を

中位にもつ。

下端へ ラナデ，内面へラナデ。 橙色

普通

炉北側床面

2

台　 付　 嚢 B ．（4．7） 台部片。台部はハの字状に開く。 台部外面縦位のパケ目調整，内面斜 石英 ・長石＿ P 5 57　 10％

土　 師　 器 C　　 7．2

E　　 4．0

位のパケ目調整。 黒色

普通

北西壁際覆土中層

3

聾 A 〔2 8．2〕 口緑部片。口緑部は外傾して開 く。 口緑部外面斜位のパケ目調整後，横 石英 ・長石 P 5 54　　 5％

土　 師　 器 B （4．4） ナデ，内面横位のパケ 目調整。 明褐色

普通

北西壁際床面
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第50図　第31号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第50図 璽 B （2．9）底部片。平底。体部は外傾しながら体部内・外面へラナデ。 石英・長石 P555　　5％

4 土　師　器C　　7．0 立ち上がる。 橙色

普通

北コーナー床面

5

整 B （2．0）底部片。底部は突出する平底である。体部内・外面へラナデ。 石英・長石・赤色粒子P556　　5％

土　師　器C　　6．0 体部は外傾しながら立ち上がる。 灰褐色

普通

Pl北側床面

6

小　形　藍A　13．4 休部上半から日録部にかけての破口緑部外面横位のパケ目調整後，横石英・長石 P552　20％

土　師　器B（7．2）片。体部は球形を呈し，最大径を中ナデ，内面横位のパケ目調整。体都橙色 北西壁際覆土中層

位にもつ。頚部はくの字状に屈曲す

る。口緑部は外反気味に開く。

外面斜位のパケ日調整，内面へラナ

テ㌔

普通

7

小　形　蛮A 〔15．4〕口緑部片。頚部はくの字状に屈曲す日録部外面縦位のパケ日調整後，械石英・長石 P553　　5％

土　師　器B（38）る。口縁部は外反気味に開く。 ナデ，内面横位のパケ目調整後，横

ナデ。休部外面斜位のパケ目調整，

内面へラナデ。

橙色

普通

北西壁際床面

図版番号種　　別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　　 考

径（cm）長さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第50図8球状土錘 2．9 2．8 1．2 20．6 北東壁溝底面 DP14　　　　　　　　 PLlO8

所見　本跡は，大部分を第1号格納壕に掘り込まれているため，遺存していたところが少なかったが，一辺が

7m以上の比較的大形の住居跡と思われる。本跡の時期は，出土遺物から4世紀第3四半期～第4四半期と考

えられる。

第32号住居跡（第49・51図）

位置　調査Ⅳ区，G4b2区。

重複関係　本跡は第31号住居，第1号格納壕に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺構よりも古い。

規模と平面形　第31号住居跡及び第1号格納壕跡と重複しているばかりでなく，地形が傾斜しているため，確

認できたのは北部だけの長軸（4．2）m，短軸（1．5）mで，平面形は不明である。

主軸方向　〔N－260－W〕

壁　遺存している壁高は20～28cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。
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床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

ピット　Plは径32cmの円形，深さ12cmで，規模や位置から主柱穴と考え

られる。

覆土　土層断面観察用のベルトからずれていたため，覆土の堆積状況を確

認することができなかった。

遣物　土師器及びその小破片21点が出土している。第51図9の高杯がPl

0　　　　　　　5cm
；　l　　［

第51図　第32号住居跡
出土遺物実測図

の北側の床面から横位の状態で出土している。

所見　本跡は，大部分を第31号住居及び第1号格納壕に掘り込まれているため，遺存していたところが少なか

ったが，床面から良好な状態で遺物が出土している。本跡の時期は，出土遺物から4世紀第3四半期～第4四

半期と考えられる。

第32号住居跡遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　　　 考

第5 1図 高　　　 杯 B （6．3） 脚部 片 。脚 部 は中空 で ，柱 状 を呈 す 師 部 内面 へ ラ磨 き。 脚部 外面 縦位 の 長石 ・雲母 P 558　 20 ％

9 土　 師　 器 E （6．2） る。 ヘ ラ磨 き，＿内面 ナデ 。外 面及 び杯 部

内面赤彩 。

赤褐色

普通

P l 北側床 面

第34号住居跡（第52・53図）

位置　調査Ⅳ区，G3e7区。

規模と平面形　地形が傾斜しているため南東部は遺存していないが，ピットの配列から長軸賂3〕m，短軸

5．86mの方形と推定される。

主軸方向　〔N－250－W〕

壁　遣存している壁高は10～12cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を巡っている。上幅10－12cm，下幅4－6cm，深さ2－6cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。PlからP4の内側及び炉周辺にかけて，特に踏み固められている。

ピット12か所（Pl～P12）。Pl～P4は径46－56cmの円形，深さ38～54cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P5～P12は径34～56cmの円形，深さ14～56cmで，性格は不明である。

貯蔵穴　炉の北東側に隣接するように付設されており，径80cmの円形，深さ24cmで，断面形は逆台形をしてい

る。

炉　PlとP4を結ぶラインよりも中央部寄りに付設されており，長径86cm，短径54cmの楕円形で，床面を10

cm掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状をしており，火熱を受けて赤変硬化している。

炉土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中・小ブロック中量，ローム粒子少量
3　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量

覆土　遺存していた覆土は単一層で，自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遣物　土師器及びその小破片151点が出土している。床面では，第53図1・2の椀が北西壁際から正位の状態

で，3の椀が北コーナー部から逆位の状態で，4の高杯が北西壁際から横位の状態で，5の器台がP4の東側

から逆位の状態で，6の壷がP4の北側から壊れた状態で，9の嚢がP4の北側から逆位の状態で，10の小形
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第52図　第34号住居跡実測図

嚢が貯蔵穴の西側から横位の状態でそれぞれ出土している。貯蔵穴及びピットでは，7の嚢が貯蔵穴の覆土下

層から横位の状態で，11の小形嚢が7の嚢の中に納まった大子のような状態で，8の嚢がPlOの上面から壊れ

た状態でそれぞれ出土している。

所見　本跡は，地形が傾斜しているため，南東部の壁及び床面が遺存していなかったが，長辺が6m以上の比

較的大形の住居跡と思われる。本跡の時期は，出土遺物から4世紀第2四半期～第3四半期と考えられる。
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図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第53図 椀 A〔10．4〕平底。休部は内攣しながら立ち上がロ緑部内・外面横ナデ。体部及び底石英・長石 P566　40％　PL71

1 土　師　器B　　8．2 る。口緑部はくの字状に屈曲し，外部外面横位のヘラ削り，内面へラナ明赤褐色 北西壁際床面

C　　2，6 反する。 デ。内・外面赤彩。 普通

2

椀 A　lO．6 平底。休部は内攣しながら立ち上がロ緑部内・外面横位のパケ目調整石英・長石 P560　95％　PL71

土　師　器B　　4．9 る。口縁部は折り返しロ緑で，外傾後，横ナデ。休部及び底部外面横位橙色 北西壁際床面

C　　3．0 し，内面下端に稜をもつ。 のパケ目調整後，横位のヘラ削り，

内面ナデ。

普通

3

小　形　椀A　　8．6 丸底。体部は内攣しながら立ち上が口緑部内・外面横ナデ。体部内・外石英・長石 P561　90％　PL72

土　師　器B　　3．2 り，口緑部は外傾する。 面ナデ。 橙色

普通

北コーナー部床面

4

高　　　杯B（6．8）脚部片。脚部は中空で，裾部にかけ杯部内面ナデ。脚部外面縦位のヘラ石英・長石・雲母 P562　50％　PL72

土　師　器D　　9．8

E　　5．7

てラッパ状に開く。 磨き，内面横位のハケ目調整後，ナ

デ。裾部内面横ナデ。外面赤彩。

橙色

普通

北西壁際床面
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形 ．の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第5 3図

5

器　　　 台 A 〔9．2〕 脚部一部欠損。器受部は外傾 しなが 口緑部及び器受部内 ・外面横ナデ。 石英 ・長石 P 563　 60％　 P L 7 1

土　 師　 器 B （6．1） ら立ち上が り，口緑部は外反 して開 脚部外面縦位のヘラ磨き，内面横位 明赤褐色 P 4 東側床面

E （3．8） く。器受部中央は穿孔 されている。

脚部はハの字状 に開く。脚部中位に

円形の透かし孔が 3 つ空く。

のパケ目調整。外面及び器受部内面

赤彩。

普通

6

・＝ヒ互E A　 16．6 頚部か ら口緑部 にかけての破片。頸 口緑部外面斜位のパケ目調整後，横 石英・長石・赤色粒子 P 567　 20％

土　 師　 器 B （6．1） 部は くの字状に屈曲する。口緑部は ナデ，内面横位のパケ目調整後，横 明赤褐色 P 4 北側床面

外反 して開く。 ナデ。体部外面斜位のパ ケ目調整，

内面へラナデ。

普通

7

嚢 A　 18．2 底部はやや突出する平底である。体 口縁部外面縦位のパケ目調整後，横 石英 ・長石 P 568　 90％　 P L 7 2

土　 師　 器 B　 2 2．5 部は球形を呈 し，最大径を中位 にも ナデ，内面横ナデ。体部外面斜位の 橙色 貯蔵穴覆土下層

C　　 5．8 つ。頚部はくの字状 に屈曲する。口

緑部は外反気味に開 く。

パケ 目調整，下端へラ‘ナデ，内面斜

位のパケ目調整後，ナデ。

普通

8

嚢 A　 16．4 体部上半か ら口縁部 にかけての破 口緑部内 ・外面横 ナデ。休部外面ナ 石英 ・長石 P 569 ． 20％

土　 師　 器 B （7．2） 片。体部は内攣 しなが ら立ち上がる。

頚部はくの字状 に屈曲する。口縁部

は外反気味に開く。

デ，内面へラナデ。 明赤褐色

普通

P lO上面

9

嚢 B （2．2） 底部片。底部は突出する平底である。 体部外面縦位のパケ目調整後，ナデ， 石英・長石・赤色粒子 P 57 1　 5％

土　 師　 器 C　　 6．2 体部は外傾しながら立ち上がる。 内面斜位のパケ目調整後，ナデ。 明褐色 －

普通

P 4 北側床面

10

小　 形　 嚢 A 〔14．0〕 体部上半か ら口緑 部にかけての破 口緑部内 ・外面横 ナデ，体部外面ナ 石英 ・長石 P 570　 10％

土　 師　 器 B （6．6） 片。体部は内暫 しなが ら立ち上がる。

頚部はくの字状 に屈曲する。口緑部

は外反気味に開く。

デ，内面へラナデ。 明赤褐色

普通 ・

貯蔵穴西側床面

11

小　 形　 襲 A　　 7．8 平底。体部は球形を呈 し，最大径を 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面斜 石英 ・長石 P 565 100％　 P L 7 1

土　 師　 器 B　　 7．4

C　　 3．6

中位 にもつ，口緑部は折 り返 し口緑

で，外傾 して開く。

位のパケ日調整，内面ナデ。 橙色

普通

7 の嚢内

第35号住居跡（第54・55図）

位置　調査Ⅳ区，G3e9区。

重複関係　本跡は第24号住居，第140・142号土坑に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺構よりも古

い。

規模と平面形　地形が傾斜しているため南東部は遺存していないが，ピットの配列から長軸〔5．0〕m，短軸

4．90mの方形と推定される。

主軸方向　〔N－270－W〕

壁　遺存している壁高は14～18cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南西壁及び北西壁下を巡っている。上幅12－16cm，下幅4～6cm，深さ4～6cmで，断面形はU字形を

している。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl及びP3は径30～32cmの円形，深さ24～44cmである。P2は径32cmの円

形，推定の深さ22cmである。Pl～P3は規模や配列から主柱穴と考えられる。

炉　PlとP3を結ぶラインよりも中央部北東寄りに付設されており，直径66cmの円形で，床面を14cm掘りく

ぼめた地床炉である。炉床面は皿状をしており，火熱を受けて赤変硬化している。

炉土層解説

1　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　灰　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量
3　灰　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
4　灰　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
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第54図　第35号住居跡実測図

0　　　　　　　50cm

；　l　一二一1

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－1－一　一一一　一」

覆土　3層からなる。3層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器及びその小破片245点が出土している。覆土下層では，第55図1の器台がP2とP3の間から逆

位の状態で出土している。床面では，3の壷が中央部から正位の状態で出土している。その他にも北区の覆土

中から2の租製器台，4の台付襲及び5の嚢がそれぞれ出土している。
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所見　本跡は，地形が傾斜しているため，南東部の壁及び床面が道春していなかったが，主柱穴が3か所検出

された。本跡の時期は，出土遺物から4世紀第2四半期～第3四半期と考えられる。

‾二′‥

＝lチ

第55図　第35号住居跡出土遺物実測図

第35号住居跡遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

．　　　i　　　　！

図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　考

第55園器　　　台B（4．0）脚部片。器受部中央は穿孔されてい器受部内面ナデ。脚部外面縦位のへ石英・長石 P528　60％　PL72

1土　師　器E（3．3）る。脚部はハの字状に開く。脚部中ラ磨き，内面横位のパケ目調整後，橙色 P2・P3間覆土下層

位に円形の透かし孔が3つ空く。ナデ。 普通

2

粗製器台A　　7．0脚部上半から器受部にかけての破口縁部外面ナデ，内面横位のパケ目石英・長石 P530　60％　PL72

土　師　器B（4．3）片。器受部は外傾しながら立ち上が調整後，ナデ。器受部内・外面ナデ。明赤褐色 北区覆土中

E（2．0）り，ロ緑部に至る。器受部中央は穿

孔されている。脚部はハの字状に開

く。

脚部内・外面ナデ。外面に輪積み痕

が残る。

普通

3

宝E A　18．8口縁部片。口緑都は有段口縁で，中ロ緑部内・外面横ナデ。 石英・長石 P533　20％

土　師　器B（5．4）位に明瞭な段をもち，外反して開く。 橙色

普通

中央部床面

4

台　付　整B（5．3）台部片。台部はハの字状に開く。台郎外面縦位のパケ巨調整，内面斜石英・長石 P535　　20％

土　師　器D　　7．0

E　　3．7

位のパケ目調整。 橙色

普通

北区覆土中

5

嚢A〔16．2〕頚部からロ緑部にかけての破片。体口縁部外面縦位のパケ目調整後，横石英・長石 P534　10％

土　師　器B（5．1）部は内攣しながら立ち上がる。頚部ナデ，内面横位のパケ昌調整。体部にぷい橙色 北区覆土中

はくの字状に屈曲する。口緑部は外

反気味に開く。

外面斜位のパケ日調整，内面へラナ

デ。

普通

第38号住居跡（第56・57図）

位置　調査Ⅳ区，G3a8区。

重複関係　本跡が第37号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第37号住居跡よりも新しい。

規模と平面形　長軸4．22m，短軸4．14mの方形である。

主軸方向　N－300－W

壁　壁高は22－40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃及び南東壁中央部東寄りの部分を除き，壁下を巡っている。上幅18～32cm，下幅10～20cm，深さ4－

14cmで，断面形は逆台形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl及びP2は径58～66cmの円形，深さ58～70cmである。P3及びP4は二段

掘り込みになっており，上段は径52－54cmの円形，深さ30～50cmで，下段は径18～20cmの円形，深さ8－14cm
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第56図　第38号住居跡実測図

で，床面から下段底面までの深さは44～58cmである。Pl～P4は規模や配列から主柱穴と考えられるo Pl

に隣接してP5があり，径46cmの円形，深さ60cmで，補助柱穴もしくは柱を立て替えたものと思われるo P6

は径30cmの円形，深さ46cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P7は径34cmの円形，深さ

20cmで，性格は不明である。
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第57図　第38号住居跡出土遺物実測図
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竜　北西壁中央部西寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ116cm，両袖幅106cmで，壁外への

掘り込みは54cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を8cm掘りくぼめており，

皿状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火

熱を受けて赤変硬化している。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
2　灰　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
5　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土小ブロック・焼土粒子少量
6　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
7　灰　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
8　にぷい赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
9　灰　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・砂粒少量

覆土　5層からなる。5層及び4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。3層から1層は自然

堆積である。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
5　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

遺物　土師器及びその中破片647点，滑石製管玉1点，砥石1点，軽石1点が出土している。覆土上層では，

第57図2の杯がPlの東側から正位の状態で，9の砥石が北西壁際からそれぞれ出土している。覆土中層では，

7のミニチュア土器が北西壁際から斜位の状態で出土している。床面では，4の嚢及び6の小形嚢がP3の北

側から壊れた状態でそれぞれ出土している。竃では，8の滑石製管玉が燃焼部から出土している。ピットでは，

3の高杯がP6の上面から逆位の状態で，10の軽石がPlの上面からそれぞれ出土している。また，5の嚢が

南東壁溝の覆土下層及び北東壁際の覆土中層から散乱した状態で出土している。その他にも中央部付近の覆土

中から1の杯が出土している。

所見　本跡の遺物としては，滑石製管玉や，ミニチュア土器が出土しており，注目される。中でも滑石製管玉

は竃内から出土しており，住居を廃棄するに当たって，管玉を竃の中に埋納するという祭祀行為が行われた可

能性が考えられる。本跡の時期は，出土遺物から7世紀第2四半期～第3四半期と考えられる。

第38号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第57図 杯 A 〔11．0〕 底部一部欠損。丸底。体部 は内轡 し 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外両横 長石 ・雲母 P 572　 20％

1
土　 師　 器 B （・4．4） ながら立ち上がり，口緑部 との境に

明瞭 な稜 をもつ。 口緑 部は直立す

る。

位のヘラ削 り，内面横ナデ。 橙色

普通

覆土中

2

杯 A 〔10．6〕 底部欠損。体部は内攣 しなが ら立ち 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面横 長石・雲母・赤色粒子 P 573　 20％

土　 師　 器 B （3．3） 上が り，口緑部 との境に弱い稜 をも

つ。口緑部は直立する。

位のへラ削 り，内面横ナデ。 にぷい橙色

普通

P l 東側覆土上層

3

高　　　 杯 D 〔9．8〕 脚部片。裾部はハの字状に開く。 脚部外面縦位 のヘラ削 り，内面横ナ 長石・雲母・赤色粒子 P 574　　 5％

土　 師　 器 E （2．4） デ。裾部内 ・外面横ナデ。 明赤褐色

普通

P 6 上面

4

嚢 A　 17．6 平底。体部は長胴形を呈し，最大径 口緑部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英 ・長石 P 576　 70％　 PL 72

土　 師‘器 B　 32．5 を中位にもつ。頚部は緩やかに屈曲 部外面へラナデ，下端横位のヘ ラ削 浅黄橙色 P 3 北側床面

C　　 8．0 する。口緑部は外反気味に開 き，端

部をわずかにつまみ上げている。

り，内面へラナデ。 普通

5

嚢 B （13．3） 底部から体部下半 にかけての破片。 体部外面縦位 のヘラ削 り，下端横位 長石・雲母・赤色粒子 P 577　 20％

土　 師　 器 C　　 6．6 平底。体部は外傾 しながら立ち上が のヘラ削 り，内面へラナデ。 にぷい橙色 南東軍港覆土下層，

る。 普通 北東壁際覆土中層
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 ‾の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第57図 小　 形　 嚢 ・A　 15．6 底部一部欠損。平底。体部は球形 を 口緑部及び頸部内 ’・外面横ナデ。体 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 575　 70勿　 P L 72

6
土　 師　 器 B　 12．8 呈 し，最大径 を中位にもつ。頚部は 部外面縦位のヘ ラ削 り，内面へラナ 橙色 P 3 北側床面

C 〔5．8〕 緩やかに屈曲する。口緑部は外反軍

味に開 く。

デ。 普通

7

ミニチュア土器 A　　 3．0 底部 はやや丸みを帯びる平底であ 内 ・外面指ナデ。内 ・外面に指頭痕 石英 ・長石 P 580‾100％　 P L 72

土　 師　 器 B　 1．5

C　 l．6

る。体部は内攣 しながら立ち上がり，

口緑部は外傾する。

が残る。 橙色

普通

北西壁際覆土中層

．図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm） 径 （cm） 孔径（cm） 重量 （g ）

第57図 8 管　　　 玉 2．3 0．5 0．2 1．1 滑　　　 石 竃燃焼部 Q 18　　　　　　　　 P L 112

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

I 石　 質

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第57図 9 砥　　　 石 （7．0） 9．2 3．2 （247．6） 泥　　　 岩 北西壁際覆土上層 Q 19　　　　　　　　 P L ll l

10 不 明 石 器 9．8 8．2 5．1 78．7 軽　　　 石 P l 上面 Q 20　　　　　　　　 P L 112

第43号住居跡（第58・59図）

位置　調査Ⅳ区，F4hl区。

第58図　第43号住居跡実測図
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重複関係　本跡は第1・2号堀に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの堀よりも古い。

規模と平面形　第1・2号堀と重複しているため，南部しか遺存していないが，土層断面中の壁の立ち上がり

及び2か所に付設された貯蔵穴の位置から，一辺〔5．0〕mの方形と推定される。

主軸方向　〔N－350－W〕

壁　壁高は18～26cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を巡っている。上幅8～10cm，下幅4～6cm，深さ2～4cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

ピット　Plは径34cmの円形，深さ26cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる○

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は南コーナー部に付設されており，径74cmの円形，深さ20cmで，断面形は逆台形

をしている。貯蔵穴2は北コーナー部に付設されており，径54cmの円形，深さ24cmで，断面形は逆台形をして

いる。

貯蔵穴1土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

覆土　3層からなる。3層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

＼く謹プ

第59図　第43号住居跡出土遺物実測図

第43号住居跡遺物観察表
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図版番号器　　種計測値（cm） 器　形ノの　特　徴 手　法　の．特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第59図 柑 B．（2．0）底部片。平底。体部は内攣しながら体部外面横位のへラ削り，内面ナデ。石英・長石 P622　　5％

1 土　師　器C　　3．7 立ち上がる。 橙色

普通

貯蔵穴1覆土上層

2

甑 A　23．4 単孔式で，底部は突出する。体部は口緑部内・外面横ナデ，体部内・外石英・長石・雲母・赤色粒子P624 100％　PL72

土　師　器B　12．2

C　　6．8

鉢形を呈し，外傾しながら立ち上が

る。口緑部は折り返し口緑で，外傾

して酷く。

面へラナデ。外面に指頭痕が残る。にぷい橙色

普通

貯蔵穴上面

図版番号種　　別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　土　地　点 備　　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第59図3 鋤　　　先 3．8． 9．7 1．4 37．1 貯蔵穴1覆土下層 ほぼ完形　M29　　PL113
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遺物　土師器及びその小破片42点，鉄製鋤先1点が出土している。第59図1の相が貯蔵穴1の覆土上層から横

位の状態で，2の甑が貯蔵穴1の上面から正位の状態で，3の鉄製鋤先が貯蔵穴1の覆土下層からそれぞれ出

土している。

所見　本跡は，大部分を第1号堀に掘り込まれているため，遺存していたところが少なかったが，貯蔵穴から

良好な状態で遺物が出土している。中でも古い段階の鉄製農耕具である鋤先が出土しており，注目される。本

跡の時期は，出土遺物から5世紀第1四半期と考えられる。

第50号住居跡（第60図）

位置　調査Ⅲ区，F3f6区。

重複関係　本跡が第57号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第57号住居跡よりも新しい。また，第52号

住居，第2号堀に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺構よりも古い。

B

E

4　　　　　6

第60図　第50号住居跡実測図
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規模と平面形　南壁際は第2号堀と重複しているため，確認できたのは長軸5．08m，短軸（4．9）mであるが，平

面形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－200－W〕

壁　壁高は4～12cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅10～16cm，下幅4～8cm，深さ2～10cmで，断面形はU字形

をしている。

床　全体的に平坦である。主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている○

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径30～46cmの円形，深さ20～46cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。

竜　北壁中央部東寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ92cm，両袖幅120cmで，壁外への掘

り込みはほとんどない。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面とほぼ同じレベルで，浅い

皿状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火

熱を受けて赤変硬化している。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量

2　灰　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・砂粒少量
3　灰　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
4　にぷい赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・砂粒少量
5　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

6　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，粘土粒子・砂粒微量

覆土　遺存していた覆土は単一層で，自然堆積である。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量

遺物　土師器の小破片110点が出土しているが，いずれも細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は，大部分の床面及び竃が遺存していたにもかかわらず，そこからの遺物の出土量は少なかった。

本跡の時期は，出土遺物及び重複関係から7世紀代と考えられる。

第51号住居跡（第61・62図）

位置　調査Ⅲ区，F3d9区。

重複関係　本跡は第87号住居に掘り込まれているため，本跡の方が第87号住居跡よりも古い。

規模と平面形　西部は第87号住居跡と重複しているため，確認できたのは長軸3．98m，短軸（1．7）mであるが，

平面形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－280－W〕

壁　壁高は8～20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

ピヅト　Plは径24cmの円形，深さ22cmで，規模や位置から主柱穴と考えられる。

貯蔵穴　Plの東側に隣接するように付設されており，長径58cm，短径58cmの楕円形，深さ36cmで，断面形は

逆台形をしている。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
3　極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
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明　石　遺　跡

第61図　第51号住居跡実測図

0　　　　　　　　5cm
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第62図　第51号住居跡出土遺物実測図

第51号住居跡遺物観察表
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覆土　2層からなる。2層とも自然堆積である。

土眉解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

遣物　土師器及びその小破片102点が出土している。覆土下層で

は，第62図2の器台が貯蔵穴の上部から正位の状態で出土してい

る。貯蔵穴では，1の高杯が貯蔵穴の覆土下層から正位の状態で

出土している。

所見　本跡は，西部が第87号住居に掘り込まれているため，遺存

していたところが少なかったが，貯蔵穴から良好な状態で遺物が

出土している。本跡の時期は，出土遺物から4世紀第2四半期～

第3四半期と考えられる。

図版番 号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第62図 高　　　 杯 A　 15．0 脚部 欠損 。杯 部 下端 に段 を もつ 。体 口緑 部 内 ・外 面 横位 のパ ケ 目調整 。 長石 ・雲母 ・赤色粒 子 P 675　 4 0％　 P L 72

1
土　 師　 器 B （6．0） 部は外 傾 しなが ら立 ち上 が り， 口縁 体 部外 面上 位斜 位 のパ ケ 目調 整 ，下 にぷ い橙色 貯 蔵穴覆土 下層

部に至 る。 位横 位 のパ ケ 目調 整， 内 面横 位 のパ

ケ 目調整。

普通

2

器　　　 台 D 〔10．4〕 脚 部片 。脚 部 はハ の字 状 に開 き， 裾 脚部 外面 縦 位の へ ラ磨 き， 内 面横位 長石 ・雲母 ・赤 色粒子 P 676　 20％

土　 師　 器 E （3．2） 部 は外反気 味 に広 が る。 のパ ケ 目調 整後 ， ナデ。 据 部 内面積

ナデ。外 面赤 彩。

赤 色

普 通

貯蔵 穴上部 覆土下 層

第54号住居跡（第63・64図）

位置　調査Ⅲ区，F3e6区。

重複関係　本跡が第55号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第55号住居跡よりも新しい。また，第56・

164号住居に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの住居跡よりも古い。
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第63図　第54号住居跡実測図

規模と平面形　北部は第56・164号住居跡と重複しているため，確認できたのは長軸〔6・1〕m，短軸（3・1）mであ

るが，平面形は長方形と思われる。

主軸方向　〔N－270－W〕

壁　壁高は4～8cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

ピット　9か所（Pl～P9）。Pl及びP2は径58～60cmの円形，深さ40～50cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。このうち，Pl内には柱を抜き取ったと思われる痕跡がある。P3及びP4は径42～50cmの円形，

深さ44～46cmで，それぞれPl及びP2の南側に掘り込まれており，位置や配列から主柱穴に準ずる補助柱穴

と考えられる。このうち，P3内には柱を抜き取ったと思われる痕跡がある。P5－P8は径20～62cmの円形，

深さ10－36cmで，性格は不明である。

P2土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
2　黒褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
4　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子中量

覆土　遺存していた覆土は単一層で，自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
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明　石　遺　跡

0　　　　　　　　5cm
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第64図　第54号住居跡
出土遺物実測図

第54号住居跡遺物観察表

遺物　土師器及びその小破片261点が出土している。第64図1の高杯がP4の

覆土上層から横位の状態で出土している。

所見　本跡は，北部が第56・164号住居に掘り込まれているため，遺存してい

たところが少なかったが，長辺が6m以上の比較的大形の住居跡と思われる。

本跡の時期は，出土遺物から5世紀第2四半期と考えられる。

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第6 4図 高　　　 杯 B （5．4） 脚部片。脚部は中空で，据部にかけ 杯部内面へラナデ。脚部外面縦位の 石英 ・長石 P 69 5　 10％

1 土　 師　 器 E （3．9） てラッパ状に開 く。 へ ラ磨 き，内面へラナデ。 にぷい黄橙色

普通

P 4 覆土上層

第55号住居跡（第65・66図）

位置　調査Ⅲ区，F3d7区。

重複関係　本跡は第54・56号住居，第17号溝に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺構よりも古い。

可　　ol
E
－28．6m

－lL一l～′

第65図　第55号住居跡実測図
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規模と平面形　西部は第54・56号住居跡と重複しているため，確認できたのは長軸5．24m，短軸（3．5）mである

が，平面形は長方形と思われる。

主軸方向　〔N－140－W〕

壁　壁高は4～6cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北壁東側，東壁及び両壁下を巡っている。上幅12～16cm，下幅4～6cm，深さ4～6cmで，断面形はU

字形をしている。

床　全体的に平坦である。炉の南側から北側にかけて特に踏み固められている。

ピット　Plは径32cmの円形，深さ36cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南東コーナー部に付設されている。二段掘り込みになっており，上段は径96cmの円形，深さ40cmで，

下段は径44cm，深さ26cmで，床面から下段底面までの深さは66cmである。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土中ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

炉　北壁寄りに付設されているが，西側は第17号溝によって壊されている。長径100cm，短径（32）cmの楕円形

と思われ，床面を16cm掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状をしており，火熱を受けて赤変硬化している○

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック少量
2　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
4　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子少量

5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量

覆土　4層からなる。4層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土中ブロック・焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

遺物　土師器及びその中破片181点が出土している。覆土下層では第66図2の高杯が東壁際から横位の状態で，

6の嚢が東壁際から壊れた状態で，7の嚢が中央部から横位の状態でそれぞれ出土している。床面では，1の

高杯が東壁際から正位の状態で，4の小形壷が炉の南側から横位の状態で，5の嚢が東壁際から壊れた状態で

それぞれ出土している。炉では，11の嚢が覆土上層から正位の状態で出土している。貯蔵穴では，10の嚢が覆

土中層から逆位の状態で出土している。また，8の嚢が東壁際の床面及び炉の南側の覆土下層から散乱した状

態で，9の嚢が炉の上面及び北壁際の床面から散乱した状態でそれぞれ出土している。その他にも北東区の覆

土中から3の高杯が出土している。

第55号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第66図 高　　　 杯 B （8．9） 脚部片。脚部は中空で，裾部にかけ 杯部内面へラ磨 き。脚部外面縦位の 石英 ・雲母 P 69 6　 30％　 PL7 2

1
土　 師　 器 E （7．9） てラッパ状に開 く。 へラ磨き，内面横位のヘ ラ削り。裾

部外面横位のヘラ磨き，内面横ナデ。

外面及び杯部内面赤彩。

暗赤褐色

普通

東壁際床面

2

高　　　 杯 B （8．5） 脚部片。脚部は中空で，エ ンタシス 脚部外面縦位のヘラ磨き，内面ナデ。 雲母 ・赤色粒子 P 69 7　 20％　 PL7 2

土　 師　 器 E （7．8） 状を呈する。 外面赤彩。 にぷい赤褐色

普通

東壁際覆土下層
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明　石　遺　跡

第66図　第55号住居跡出土遺物実測図

∵・、一一、∴

＿　　「＿了

妄♂

0　　　　　　　　　　　10cm

［ニー　　　　Ⅰ　　　　一一」

図 版 番 号 器　　 種 計測 値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 6 6園 ． 高　　　 杯 D 〔14．0 〕 脚 部 片 。 裾 部 は ハ の 字 状 に 開 く。 裾 部 外 面 縦 位 の ヘ ラ 磨 き ， 内 面 横 ナ 雲 母 ・赤 色 粒 子 P 698　　 5 ％

3 土　 師　 器 E （ 2．5） デ 。 外 面 赤 彩 。 に ぷ い 赤 褐 色

普 通

北 東 区 覆 土 中

4

小　 形　 壷 B （ 7．0） 底 部 及 び 口 緑 部 欠 損 。 体 部 は 球 形 を 頚 部 外 面 縦 位 の パ ケ 昌調 整 後 ， 横 ナ 石 英 ・長 石 P 700　 30 ％　 P L 7 2

土　 師　 器 呈 し， 最 大 径 を 中 位 に もつ 。 頸 部 は デ ， 内 面 横 位 の ヘ ラ 磨 き 。 休 部 外 面 に ぷ い 赤 褐 色 炉 南 側 床 面

く の 字 状 に 屈 曲 す る 。 横 位 の ヘ ラ 磨 き ， 内 面 ナ デ 。 頚 部 内

面 赤 彩 。 内 面 に 指 頭 痕 が 残 る。

普 通

5

嚢 A　 18．4 体 郡 上 半 か ら ロ 緑 部 に か け て の 破 ロ 縁 部 外 面 縦 位 の パ ケ 日 調 整 後 ， 横 石 英 ・長 石 ・赤 色 粒 子 P 70 1　 50 ％　 P L 7 2

土　 師　 器 B （13．3） 片 。 休 部 は 球 形 を 呈 し ， 衷 大 径 を 中 ナ デ ， 内 面 横 位 の パ ケ 目 調 整 後 ， 横 に ぷ い 赤 褐 色 東 壁 際 床 面

位 に もつ 。 頚 部 は くの 字 状 に 屈 曲 す

る 。 ロ緑 部 は 外 反 気 味 に 開 く。

ナ デ 。 体 部 外 面 斜 位 の ハ ケ 目 調 整 ，

内 面 へ ラ ナ デ 。

普 通

6

蛮 A 〔19．0 〕 体 郡 上 半 か ら ロ 緑 部 に か け て の 破 ロ緑 部 外 面 斜 位 の パ ケ 目調 整 後 ， 横 石 英 ・長 石 P 702　 20％

土　 師　 器 B （10．5 ） 片 。 体 部 は 球 形 を 呈 し， 最 大 径 を 中 ナ デ ， 内 面 横 位 の パ ケ 目調 整 。 体 部 明 赤 褐 色 東 壁 際 層 土 下 層

位 に もつ 。 頚 部 は く の 字 状 に 屈 曲 す

る 。 ロ緑 部 は 外 傾 し て 開 く。

外 面 斜 位 の パ ケ 目 調 整 ， 内 面 へ ラ ナ

デ 。

普 通

7

整 A 〔17．8 〕 口 緑 部 片 。 頚 部 は く の 字 状 に 屈 曲 す 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ ， 休 部 外 面 ナ 長 石 ・赤 色 粒 子 P 703　　 5％

土　 師　 器 B （3．5 ） る 。 口緑 部 は 外 反 気 味 に 開 く。 デ ， 内 面 へ ラ ナ デ 。 褐 色

普 通

中 央 部 覆 土 下 層

8

尭 B （6．4 ） 底 部 か ら体 部 下 半 に か け て の 破 片 。 体 部 内 ・外 面 へ ラ ナ デ 。 石 英 ・長 石 ・赤 色 粒 子 P 7 04　 10％

土　 師　 器 C 〔 4．6 〕 底 部 は や や 突 出 す る 平 底 で あ る 。 体 に ぷ い 赤 褐 色 東 壁 際 床 面 ，

部 は 内 暫 し な が ら立 ち 上 が る 。 普 通 炉 南 覆 土 下 層

9

襲 B （ 3．8 ） 底 吉β片 。 平 底 。 体 部 は 外 傾 し な が ら 体 部 外 面 斜 位 の パ ケ 目 調 整 ， 下 端 横 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 70 5　　 5％

土　 師　 器 C　　 5．8 立 ち 上 が る 。 位 の ヘ ラ削 り， 内 面 へ ラ ナ デ 。 に ぷ い 赤 褐 色

普 通

炉 上 面 ，

北 壁 際 床 面
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 ．考

第66図 嚢 B （4．0） 底部片。平底。体部は．外傾 しなが ら 体部外面ナデ，下端横位のヘラ削 り， 長石・雲母・赤色粒子 p 70 6　　 5％　 ＿

10 土　 師　 器 C　　 4．4 立ち上がる。 内面斜位のパケ目調整後，へラナデ。 たぷい赤褐色

普通

貯蔵穴覆土中層

・11

嚢 B （2．1） 底部片。底部は突出する平底である。 体部内 ・外面へラナデ。 石英 ・長石 ・雲母 ．P 70 7　　 5％

土　 師　 器 C　　 5．6 体部は外傾しながら立ち上がる。 暗赤褐色

普通

炉覆土上層

所見　本跡は，西部が第54・56号住居に掘り込まれているため，遺存していたところが少なかったが，床面，

炉及び貯蔵穴から良好な状態で遺物が出土している。本跡の時期は，出土遺物から4世紀第3四半期～第4半

期と考えられる。

第56号住居跡（第67・68図）

位置　調査Ⅲ区，F3C5区。

重複関係　本跡が第49・54・55・59・164号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも

新しい。

規模と平面形　長軸6．26m，短軸6．20mの方形である。

主軸方向　N－130－W

壁　壁高は24～28cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅18～20cm，下幅10－12cm，深さ4～8cmで，断面形は逆台

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径48～64cmの円形，深さ70～80cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。これらのPl～P4内には柱を抜き取ったと思われる痕跡がある。P5は径42cmの円形，深さ16

cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ130cm，両袖幅126cmで，壁外への掘り込み

は38cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面とほぼ同じレベルで，浅い皿状をし

ている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受け

て赤変硬化している。

竃土層解説
1灰　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
2　灰　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・砂粒少量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中・小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
4　褐

5　明　赤　褐
6　暗　褐

7　暗　褐
8　灰　褐

9　暗　赤　褐
10　暗　褐

11褐

色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
色　焼土粒子多量，焼土中・小ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土中ブロック微量
色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量
色　ローム粒子・焼土中・小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土小ブロック少量
色　ローム粒子・焼土中・小ブロック・焼土粒子少量
色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

12　橙　　　色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中・小ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量
13　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中・小ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量
14　灰　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量，粘土粒子・砂粒微量
15　灰　褐　色　ローム粒子・焼土中・小ブロック・焼土粒子少量
16　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・灰少量
17　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
18　灰　赤　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
19　赤　黒　色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
20　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
21暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量
22　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
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明　石　遺　跡

第67図　第56号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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0　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　：　　　」

一　86　－



覆土　6層からなる。6層及び5層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。4層から1層は自然

堆積である。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　黒褐色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　褐　色

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量，焼土粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量，焼土粒子微量

粘土小ブロック・粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

遺物　土師器及びその中破片263点が出土している。覆土下層では，第68図1の杯が西壁際から斜位の状態で

出土している。竃では，3の嚢が東袖部から正位の状態で，2の杯が覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，一辺が6m以上の比較的大形の住居跡である。また，重複している第164号住居跡と方向が近

似し，時期的にも近いことから，この2軒は，第164号→本跡の順に，拡張されたものと想定される。本跡の

時期は，出土遺物及び重複関係から7世紀第2四半期～第3四半期と考えられる。

篤． 1！司謬　ノ

第68図　第56号住居跡出土遺物実測図

第56号住居跡遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm」

図版番号券　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 ．考

第68図 杯 A〔10．6〕丸底。・体部は内攣しながら立ち上が口緑部内・外面横ナデ。体部及び底長石・赤色粒子 P708　30％

1 土　師　器B　　3．3り，口緑部との境に明瞭な稜をもつ。

口緑部は外傾する。

部外面横位のヘラ削り，内面横ナデ。にぷい褐色

普通

西壁際覆土下層

2

杯 A〔13．4〕底部欠損。体部は内攣しながら立ち口緑部内・外面横ナデ。体部外面横石英・長石 P709　30％

土　師　器B（3．3）上がり，口緑部との境に弱い稜をも位のヘラ削りi内面横ナデ。外面に橙色 覆土中

つ。口縁部は外傾する。 輪積み痕が残る。 普通

3

嚢 B（5．1）．底部から体部下半にかけての破片。体部外面へラナデ，下端横位のヘラ石英・長石 P710　10％

土　師　器C〔6．0〕平底。体部は外傾しながら立ち上が

る。

削り，内面へラナデ。底部木葉痕。赤褐色

普通

竃東袖部

第65号住居跡（第69・70図）

位置　調査Ⅲ区，E3jO区。

重複関係　本跡が第77号住居跡，第56号土坑を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの遺構よりも新しい。

規模と平面形　東部は調査区城外に延びているため，確認できたのは長軸4．78m，短軸（4．3）mであるが，平面

形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－40－E〕

壁　壁高は16～22cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから中央部にかけて，特に踏み固められている。

ピット　Plは径26cmの円形，深さ34cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南西コーナー部に付設されており，径52cmの円形，深さ56cmで，断面形は逆台形をしている。
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明　石　遺　跡

第69図　第65号住居跡実測図

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

炉　中央部に付設されており，径56cmの円形で，床面を6cm掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状をして

おり，火熱を受けて赤変硬化している。

炉土層解説

1赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子微量

覆土　4層からなる。4層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

2　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器及びその小破片368点が出土している。覆土下層では，第70図1の高杯が炉の南側から正位の状

態で，4の嚢が炉の北側から横位の状態でそれぞれ出土している。床面では，5・7の嚢がPlの東側から正

位の状態でそれぞれ出土している。貯蔵穴では，2の壷が覆土中層から斜位の状態で出土している。また，3

の台付嚢が炉の北側の床面及び貯蔵穴の覆土上層から散乱した状態で出土している。その他にも南東区の覆土

中から6の嚢，南西区の覆土中から8の嚢がそれぞれ出土している。

所見　本跡は，東部が調査区城外に延びているため，確認できたところが少なかったが，床面及び貯蔵穴から良

好な状態で遺物が出土している。本跡の時期は，出土遺物から4世紀第2四半期～第3四半期と考えられる。
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第70図　第65号住居跡出土遺物実測図

第65号住居跡遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 70 園 高　　　 杯 B （ 5．5） 脚 部 か ら坪 部 下 半 にか け ての 破 片 。 師 部外 面 縦位 のヘ ラ磨 き， 内面 放射 石 英 ・長石 P 736　 70％　 P L 73

土　 師　 器 D　　 7．8 塔 部下 端 に弱 い稜 を もつ。 体部 は 内 状 の ヘ ラ磨 き。脚 部 外面 縦位 の ヘ ラ 明赤褐 色 炉南側 覆土下 層

1 E　　 3．8 攣 しな が ら立 ち上 が る。脚 部 は裾 部

に かけ てハ の字 状 に 開 く。 脚部 中位

に 円形の透 か し孔 が 3 つ空 く。

磨 き， 内面横 位の パケ 目調 整。 普 通

2

宣g A　 14．2 頚 部か らロ縁部 にか けて の破片 。頸 口緑 部内 ・外 面横 ナ デ。 頚部 外 面縦 石 英 ・長石 ・雲母 P 738　 20％　 P L 72

土　 師　 器 B （ 5．5） 部 は くの字 状 に屈 曲す る。 ロ緑 部 は 位 の パ ケ 昌調 整 後 ， 縦 位 の ヘ ラ磨 明赤褐 色 貯蔵 穴覆土 中層

折 り返 し口緑 で ，外反 気味 に開 く。 き， 内面 横位 の パ ケ 目調 整後 ，横 ナ

デ。

普 通

3

台　 付　 喪 B （ 7．0） 台 都片。台 部 はハの字 状 に開 く。 台 部外 面 縦位 のパ ケ 目調 整 ，内 面斜 石 英 ・長石 ・雲母 P 737　 20％　 P L 73

土　 師　 器 D　 lO．0

E　　 5．5

位 のパ ケ 昌調 整。 赤 褐色

普 通

炉北側 床面 ，

貯蔵 穴覆土上 層

4

蛮 A 〔2 2．0〕 頚 部か ら口縁部 にか けて の破片 。体 口緑 部内 ・外 面横 ナ デ。 休 部外 面斜 石 英 ・長石 P 739　 10％

土　 師　 器 B （ 6．9） 部 は内 攣 しなが ら立 ち上が る。 頚 部

は くの 字状 に屈 曲 す る。 口縁部 は外

反気 味 に開 く。

位 のパ ケ 昌調 整， 内面へ ラナ デ。 褐 色

普 通

炉北側 覆土 下層

5

蛮 A　 16．2 口緑 部片。 口緑部 は外 反気味 に開 く。 口縁 部外 面縦 位 のハ ケ 目調整 後 ，横 石 英 ・長石 P 740　 10％

土　 師　 器 B （ 2．9） ナデ ， 内面横 位 のパ ケ 巨調整 後 ，横

ナデ。

暗 褐色

普 通

P l 東側床 面

6

璽 B （ 2．7） 底 部片 。底 部 はや や突 出す る平 底 で 休 部 外面 斜位 の パケ 目調 整 ，内 面へ 石 英 ・長石 P 74 1 10％

土　 師　 器 C　　 5．4 あ る。 体部 は外 傾 しなが ら立 ち上 が

る。

ラナ デ。 にぷ い赤褐色

普 通

南東 区覆土 中

7

整 B （ 2．2） 底 部片 。平 底。 休 部 は外傾 しなが ら 休 部 外面 横位 の ヘ ラ削 り， 内面 へ ラ 石 英 ・長石 P 742　 10％

土　 師　 器 C　　 5．8 立 ち上が る。 ナデ。 赤 褐色

普 通

P l 東側床 面

8

整 B （ 2．5） 底 部片。底 部は 突出す る平底 であ る。 体 部 内 ・外 面へ ラナデ。 石 英 ・長石 ・雲母 P 743　　 5 ％

土　 師　 器 C　　 7．6 休 部は外傾 しなが ら立 ち上 がる。 明赤褐 色 ・

普通

南西 区覆土 中

第66号住居跡（第71・72図）

位置　調査Ⅲ区，E3h9区。

重複関係　本跡が第67・77号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの遺構よりも新しい。また，第

61号土坑に掘り込まれているため，本跡の方が第61号土坑よりも古い。
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明　石　遺　跡

第71図　第66号住居跡実測図
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規模と平面形　東コーナー部は調査区城外となっているが，長軸6．40m，短軸6．00mの方形と思われる。

主軸方向　N－420－W

壁　壁高は24－34cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側にかけて，特に踏み固められている。

北西壁寄りの床面を中心に，垂木と思われる炭化材が壁際から中央部に向かうような状態で遺存していた。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は径26～34cmの円形，深さ44～76cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P5は径30cmの円形，深さ20cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6及びP

7は径24～60cmの円形，深さ14～18cmで，性格は不明である。

貯蔵穴　西コーナー部に付設されており，径76cmの円形，深さ62cmで，断面形は逆台形をしている。

貯蔵穴土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
5　極暗褐色　ローム粒子微量

炉　PlとP4を結ぶラインよりも中央部北寄りに付設されており，径90cmの円形で，床面を20cm掘りくぼめ

た地床炉である。炉床面は皿状をしており，火熱を受けて赤変硬化している。

炉土層解説
1極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

覆土　5層からなる。5層から1層までローム，焼土及び炭化物の含有状況からすべて人為堆積と思われる。

土層解説
1　里

J l　ヽヽ

2　暗

3　里ノヽヽヽ

4　褐

5　黒

量
量
量
量
量

中
中
中
多
中

子
子
子
子
子

粒
粧
粒
粒
粒

ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム

一

一

一

一

一

ロ

　

ロ

　

ロ

　

ロ

　

ロ

色
色
色
色
色

褐
褐
褐
　
褐

ローム中・小ブロック少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム中・小ブロック・焼土粒子少量，炭化物・炭化粒子微量
ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム中・小ブロック・炭化物・炭化粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子微量

遣物　土師器及びその中破片504点が出土している。覆土中層では，第72図2の椀及び10の台付嚢がP2の北

側から正位の状態で，8の小形相がP4の東側から正位の状態でそれぞれ出土している。覆土下層では，1の

椀が貯蔵穴の北側から正位の状態で，7の器台が南東壁際から正位の状態で，11の嚢がP7の西側から正位の

状態で，12の嚢が炉の西側から逆位の状態でそれぞれ出土している。貯蔵穴及びピットでは，3の高杯が貯蔵

穴の覆土中層から壊れた状態で，4の高杯が貯蔵穴の覆土上層から横位の状態で，5の高杯が貯蔵穴の覆土下

層から横位の状態で，6の高杯がP4の覆土上層から横位の状態でそれぞれ出土している。また，9の壷が貯

蔵穴の覆土下層及び貯蔵穴の北側の覆土下層から散乱した状態で，13の小形嚢がP6の西側の覆土下層及びP

6の上部の覆土中層から散乱した状態で，14の小形嚢が炉の東側の覆土下層及び南東壁際の覆土中層から散乱

した状態でそれぞれ出土している。

所見　本跡は，一辺が6m以上の比較的大形の住居跡で，炭化材の検出状況や覆土の堆積状況から，焼失家屋

と思われる。本跡の時期は，出土遺物から4世紀第2四半期～第3四半期と考えられる。
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第72図　第66号住居跡出土遺物実測図

第66号住居跡遺物観察表

図 版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 72園 椀 A　 lO．6 底 部 は 中央 が小 さ く凹 む 丸 底 で あ 口緑 部 内 ・外 面横位 ナデ。 休 部外 面 石 英 ・長 石 P 744　 60％　 P L 73

土　 師　 器 B　　 3．8 る。休部 は内野 しなが ら立 ち上が り， 上位 縦 位 のパ ケ 目調整 後， ナ デ， 下 にぷい橙 色 貯 蔵穴 北側 覆十下 層

1 C　　 2．0 口緑部 との境 に弱 い稜 を もつ 。 ロ縁

部 は直 立 し， 端部 が わず か に外反 す

る。

位横位 のヘ ラ削 り， 内面へ ラナ デ。 普 通
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第72図 椀 A　 14．6 丸底。体部は内攣 しなが ら立ち上が 口緑部内 ・外面縦位のヘラ磨き。体 石英 ・長石 P 74 5 10 0％　 P L 73

2
土　 師　 器 B　　 5．3 り，口緑部との境に弱い稜をもつ。 部外面横位のへラ磨 き，内面 ナデ。 にぷい橙色 P 2 北側覆土中層

口緑部は外傾 し，内面下端に稜をも

つ。

体部下端及び底部横位のヘラ削 り。 普通

3

高　　　 塀 A　 14．6 杯部下端に明瞭な稜をもつ。体部は 口緑部及び体部外面縦位 のヘラ磨 長石 ・雲母 P 74 6　 90％　 PL7 3

土　 師　 器 B　 12．8 内攣 しながら立ち上がり，口縁部は き，内面放射状のヘ ラ磨き。脚部外 赤色 貯蔵穴覆土中層

D　　 9．4 外傾する。脚部は中空で，柱状を呈 面縦位のヘラ磨 き，内面横位のヘラ 普通

E　　 8．2 し，裾部はハの字状に開 く。脚部下

位に円形の透かし孔が 3つ空 く。

削 り。裾部内面横ナデ。外面及び杯

部内面赤彩。

4

高　　　 ゴ不 D 〔11．8〕 脚部片。脚部は中空で，土ンタシス 脚部縦位のヘラ磨き，内面横位のハ 石英 ・長石 P 74 8　 40％　 P L 73

土　 師　 器 E （10．8）‾状を呈 し，裾部はハの字状に開く。 ケ目調整。裾部内両横ナデ。外面赤

彩。

橙色

草通 （二次焼成）

貯蔵穴覆土上層

5

高　　　 杯 B （8．8） 脚部片。脚部は中空で，柱状 を呈 し， 杯部内面へラ磨 き。脚部外面縦位の 石英 ・長石 ・雲母 P 74 9　 20％

土　 師　 器 E （7．8） 裾部はハの字状 に開く。 ヘラ磨 き，内面横位のヘラナデ。外

面及び杯部内面赤彩。

赤色 ‘

普通

貯蔵穴覆土下層

6

高　　　 杯 B （8．4） 脚部片。脚部は中実で，柱状 を呈 し， 杯部内面へラ磨 き。脚部外面縦位の 石英・長石・赤色粒子 P 75 0 ‾　20％

土　 師　 器 E （7．2） 裾部はハの字状 に開く。 ヘラ磨 き。外面及び杯部内面赤彩。 にぷい赤褐色

普通

P 4 覆土上層　 ＿

7

料　　 台
A　　 8．2 器受部は内攣 しながら立ち上が り， 口緑部内 ・外面横ナデ。器受部外面 石英・長石・赤色粒子 P 75 1 10 0％　 PL 7 3

土　 師　 器 B　　 8．3 口緑部 は外傾する。脚部は裾部にか へラナデ，内面横ナデ。脚部外面縦 橙色 北東壁際覆土下層

D　 lO．4 けてラ．ツパ状に開く。脚部中位に円 位‘のベラ磨 き，上端横ナデ，内面横 普通

E　　 6．6 形の透かし孔が3 つ空く。 位のパケ目調整。．裾部内面横ナデ。

8

小　 形　 柑 B （3．2） 口緑部欠損。底部は中央が小さ く凹 体部外面横位のヘラ磨 き，内面ナデ。 石英 ・長石 ・雲母 P 75 2　 70％　 P L7 3

土　 師　 器 C　 l．4 む丸底である。体部は扇平気味の球

形を呈 し，最大径を中位にもつ。

外面及び頚部内面赤彩。 明赤褐色

普通

P 4 東側覆土中層

9

＝量ゴー∃互 A 〔21．0〕 口縁部片。口緑部は有段口緑で，中 口緑部内 ・外面横 ナデ。内 ・外面赤 石英 ・長石 P 74 7 ・10％

土 ‘師　 器 B （4．3） 位に段 をもち，外反気味に開 き，端 彩。 橙色 貯蔵穴覆土下層，

部がわずかに直立する。 普通 貯蔵穴北側覆土下層

10

台　 付　 棄 B （5．5） 台部片。台部はハの字状に開く。 台部外面縦位のパケ目調整後，ナデ， 石英 ・長石 P 75 5　 30％　 PL 7 3

土　 師　 器 D　　 9．6

E　　 4．7

内面へ ラナデ。 明褐色

普通

P 2 北側覆土中層

11

嚢 A　 17．0 底部欠損。体部は球形 を呈 し，最大 口緑部外面縦位のパケ目調整後，横 石英 ・長石 P 75 8　 40％　 P L7 3

土　 師　 器 B （23．1） 径を中位にもつ。頸部は くの字状に ナデ，内面横位のパケ目調整後，横 にぷい褐色 P 7 西側覆土下層

屈曲する。口緑部は外反気味に開く。 ナデ。体部外面斜位のパケ目調整，

内面斜位のパケ目調整後，ナデ。

普通

12

襲 B （3．0） 底部片。底部は中央がやや凹む平底 体部外面縦位のヘラ削 り，内面へラ 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 759　　 5％

土　 師　 器 C　　 4．6 である。体部は外傾しながら立 ち上

がる。

ナデ。 にぷい褐色

普通

炉西側覆土下層

13

小　 形　 嚢 A　 11．4 平底。体部 は球形を呈 し，最大径を 口緑部外面横ナデ，内面横位 のパケ 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 756　 70％　 PL 7 3

土　 師　 器＿B　 12．0 中位にもつ。頚部は くの字状に屈曲 目調整後，横ナデ。体部外面斜位の にぷい橙色 P 6 西側覆土下層，

C　　 4．4 する。口縁部は外反気味に開く。 パケ目調整，下端横位のヘ ラ削 り，

内面へラナナ。

普通　 － P 6 上部覆土中層

14

小　 形　 嚢 A 〔14．4〕 体郡上半か ら口緑部 にかけての破 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面ナ 石英 ・長石 P 757　 ＿20％

土　 師　 器 B （12．4） 片。体部は球形 を呈 し，最大径 を中 デ，内面へラナデ。 黒褐色 炉東側覆土下層，

位にもつ。頚部はくの字状に屈曲す

る。口縁部は外反気味に開 く。

普通 南東壁際覆土中層

第68号住居跡（第73・74図）

位置　調査Ⅲ区，F3a7区。

重複関係　本跡が第61・62・70号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。ま

た，第3号溝に掘り込まれているため，本跡の方が第3号溝よりも古い。

規模と平面形　長軸6．76m，短軸6．24mの方形である。

主軸方向　N－220－W

壁　壁高は4－14cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。
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第73図　第68号住居跡実測図
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床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側にかけて，特に踏み固められている○

ピット15か所（Pl～P15）。Pl～P4は径20～40cmの円形，深さ54～78cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。Pl及びP2に隣接してP5及びP6があり，径36～52cmの円形，深さ24～32cmで，いずれも柱を

抜き取った痕跡と思われる。P7は径30cmの円形，深さ40cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。P8～P15は径16～32cmの円形，深さ20～38cmで，性格は不明である。

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は南西コーナー部に付設されており，径84cmの円形，深さ48cmで，断面形は逆台形

をしている。貯蔵穴2は北東コーナー部に付設されており，長辺70cm，短辺54cmの隅丸長方形，深さ14cmで，

断面形は逆台形をしている。

貯蔵穴1土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

住居内土坑　中央部に掘り込まれており，長径140cm，短径80cmの楕円形，深さ8cmで，断面形はU字形をし

ている。性格は不明である。

炉　PlとP2を結ぶライン上のほぼ中央に付設されており，長径118cm，短径60cmの楕円形で，床面を10cm

掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状をしており，火熱を受けて赤変硬化している。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
5　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
7　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

覆土　3層からなる。3層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器及びその中破片637点が出土している。床面では，第74図1の椀が西壁際から正位の状態で，3

の高杯が北壁際から横位の状態で，5の壷がP3の東側から壊れた状態で，6の壷がP3の東側から正位の状

態でそれぞれ出土している。なお，5の壷と6の壷とは互いに接合する箇所が確認できないが，同一個体と思

われる。貯蔵穴及びピットでは，4の小形相が貯蔵穴の覆土中から，2の椀がP4の覆土中からそれぞれ出土

している。その他にも南東区の覆土中から7の小形嚢が出土している。

所見　本跡は，一辺が6m以上の比較的大形の住居跡である。また，主柱穴内から土器が出土していることや，

柱の抜き取り痕があることから，住居廃棄時の様子をうかがい知ることができる。本跡の時期は，出土遺物か

ら4世紀第2四半期～第3四半期と考えられる。

第68号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第74図 椀 A　 16．4 底部 は中央 が小 さ く凹む丸底であ 口緑部外面縦位のヘラ磨き，内面横 長石 ・雲母 P 711　 70％　 PL 73

土　 師　 器 B　 ．6．0 る。体 部は内轡 しなが ら立ち上が 位のへラ磨 き。体部外面横位のヘラ にぷい橙色 西壁際床面

1 C　　 2．4 り，口緑部との境に弱 い稜を も．つ。

ロ緑部 は外反 し，内面下端に稜をも

つ。

磨き，内面放射状のヘラ磨き。 普通

2

椀 A 〔15．4〕 底部欠損。休部は内攣 しなが ら立 ち 口緑部内 ・外面縦位のヘラ磨き。体 長石 ・雲母 P 714　 10％

土　 師　 器 B （3．3） 上がる。口緑部は外傾 し，‘内面下端 部外面横位のヘラ磨 き，内面 ナデ。 赤色 P 4 覆土中

に稜をもつ。 内 ・外面赤彩。 普通
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第74図　第68号住居跡出土遺物実測図

図版 番号 器　　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　　 考

第 74 回 高　　　 ま不 B （9．8 ） 脚 部片 。脚部 は中 空で，柱 状 を呈 し， 杯 部 内面 へ ラ磨 き。脚 部外 面縦 位 の 雲 母 ・赤 色粒子 P 712　 40 ％　 P L 7 3

3
土　 師　 器 D　 11．4 裾 部 はハ の字 状 に開 く。 脚部 下位 に ヘ ラ磨 き，内面横 位の パケ 自調整 後， 赤色 北 壁 際床面

E　　 9．1 円形の透 か し孔が 3 つ空 く。 ナ デ。 裾部 内 面横 ナ デ。外 面 及 び杯

部内 面赤彩 。

普通

4

小　 形　 柑 B （1．7 ） 底 部片 。底 部 は中 央 が小 さ く凹 む丸 休部外 面横 位の ヘ ラ磨 き， 内面ナ デ。 石英 ・長石 ・雲母 P 715　 10％

土　 師　 器 C　 l．6 底 で あ る。体 部 は内攣 しなが ら立 ち

上 がる。

外面 赤彩。 赤色

普通

貯 蔵穴 覆土 中

5

宣E A　 15．8 体 郡 上 半 か ら 口縁 部 に か け て の 破 口縁 部外 面 横位 のパ ケ 目調 整後 ，横 石英 ・長石 P 7 16　 30％　 P L 73

土　 師　 器 B （14．1 ） 片。体 部 は内暫 しなが ら立 ち上が る。 ナデ ， 内面 構 ナデ。 頚 部縦位 の パ ケ にぷ い橙色 P 3 東側 床面

頚 部 は くの字状 に屈 曲 し，凸帯 が 1

条 巡 る。 口縁 部 は折 り返 し口縁 で ，

外 反気 味 に開 き， 2 本 1 単 位 の棒状

浮文 が 3 か所付 く。

目調 整後 ，横 ナデ， 内 面横 ナデ 。休

部外 面 斜 位 の パ ケ 日調 整 後 ， ナ デ ，

内面へ ラナ デ。

普通 P 7 17 と同一 ？

6

壷 B （12 ．6） 底 部 か ら体 部 下半 にか け て の破 片 。 体 部外 面斜位 のパ ケ 日調 整後 ，ナデ ， 石 英 ・長石 P 7 17　 40 ％　 P L 73

土　 師　 器 C　　 8 ．6 底 部は やや 突 出す る平底 で あ る。体 内面へ ラナ デ。 にぷい 褐色 P 3 東側床 面

部 は球形 を呈 し，最 大径 を中位 に も

つ。

普 通 P 7 16 と同 一 ？

7

小　 形　 要 A 〔11．8 〕 口緑部 片。 口緑部 は外反 気味 に開 く。 口緑部 外 面縦 位 のパ ケ 目調整 後， 横 石 英 ・長 石 P 718　 10 ％

土　 師　 器 B （2．1） ナデ， 内 面横 位 のパ ケ 目調整 後， 横

ナデ。

明 赤褐色

普 通

南東 区覆土 中

第69号住居跡（第75・76図）

位置　調査Ⅲ区，E3g7区。

重複関係　本跡は第72・79・80号住居跡，第39号土坑，第3号溝に掘り込まれているため，本跡の方がこれら

の遺構よりも古い。

－　96　－



④ 」L29．0m
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規模と平面形　北東部は第72・79・80号住居跡と重複しているため，確認できたのは長軸4・06m，短軸

（2．8）mであるが，平面形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－280－W〕

壁　壁高は8～14cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl及びP2は径26～54cmの円形，深さ46～56cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。このうち，P2には隣接して柱を抜き取ったと思われる痕跡がある。P3及びP4は径24～28cm

の円形，深さ20－26cmで，性格は不明である。

覆土　2層からなる。2層とも自然堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

遣物　土師器及びその小破片12点が出土している。第76図2の高杯がP2の覆土下層から斜位の状態で出土し

ている。また，北区の覆土中から1の高杯が出土している。

所見　本跡は，北東部が第72・79・80号住居に掘り込まれているため，遺存していたところが少なかったが，

主柱穴から良好な状態で遺物が出土している。また，主柱穴内から土器が出土していることや，柱の抜き取り

痕があることから，住居廃棄時の様子をうかがい知ることができる。本跡の時期は，出土遺物から5世紀第1

四半期と考えられる。

第76図　第69号住居跡出土遺物実測図
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第69号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・．焼成 ・ 備　　　　 考

第76図 高　　　 塀 B （8．5） 細部片。脚部は中空で，柱状を呈す 杯部内面へ ラ磨 き，脚部外面縦位の 石英 ・長石 ・雲母 P 7 62　 20％

1 土　 師　 器 E （6．9） る。 ヘラ磨 き，内面ナデ。 にぷい橙色

普通

北区覆土中

2

高　　　 杯 D 〔2．0〕 瀾増β片。脚部 と裾部の境に明瞭な段 脚部外面縦位のヘラ磨 き，内面横位 石英 ・長石 ・雲母 P 7 63　 3 0％　 P L 74

土　 師　 器 E （3．8） をもつ。裾部は外反気味に広がる。 のへ ラ磨 き。裾部内 ・外面横ナデ。

外面に削痕が残る。

明赤褐色

普通

P 2 覆土下層

第74号住居跡（第77・78図）

位置　調査Ⅲ区，E3i5区。

重複関係　本跡が第71号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第71号住居跡よりも新しい。また，第73号

住居，第47号土坑に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺構よりも古い。

規模と平面形　長軸4．54m，短軸4．52mの方形である。

主軸方向　N－200－E

第77図　第74号住居跡実測図

0　　　　　　　50cm

i i　　［
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壁　壁高は24～28cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を巡っている。上幅10～12cm，下幅4～6cm，深さ4～6cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側にかけて，特に踏み固められている。

西壁寄りの床面を中心に，垂木と思われる炭化材が壁際から中央部に向かうような状態で遺存していた。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径22～38cmの円形，深さ42～52cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。このうち，P2には隣接して柱を抜き取ったと思われる痕跡がある。P5は径28cmの円形，深さ28

cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南東コーナー部に付設されており，径64cmの円形，深さ36cmで，断面形は逆台形をしている。

貯蔵穴1土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

炉　PlとP4を結ぶライン上のほぼ中央に付設されており，長径78cm，短径54cmの楕円形で，床面を4cm掘

りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状をしており，火熱を受けて赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗赤褐色
2　暗赤褐色
3　暗赤褐色

4　暗赤褐色
5　暗褐色

覆土　5層から

焼土粒子多量，焼土中・小ブロック中量，ローム粒子少量
焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック少量
焼土粒子中量，ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック少量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

なる。5層から2層まではローム，焼土及び炭化物の含有状況から人為堆積と思われ，1層は

自然堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物少量
3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック・炭化粒子少量

5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器及びその小破片52点が出土している。覆土下層では，第78図1の杯がP2の西側から逆位の状態

で，2の杯が西壁際から正位の状態で，4の杯が北壁際から逆位の状態で，5の椀及び9の高杯が東壁際から

正位の状態で，6の椀が北西コーナー部から正位の状態で，8の高杯が中央部から壊れた状態で，10の高杯が

北壁際から正位の状態で，11の高杯が東壁際から壊れた状態で，12の嚢が北壁際から斜位の状態でそれぞれ出

土している。ピットでは，7の高杯がPlの覆土上層から正位の状態で出土している。また，3の杯がP2の

覆土上層及び東壁際の覆土下層から散乱した状態で出土している。

所見　本跡は，炭化材の検出状況や覆土の堆積状況から，焼失家屋と思われる。また，主柱穴内から土器が出

土していることや，柱の抜き取り痕があることから，住居廃棄時の様子をうかがい知ることができる。本跡の

時期は，出土遺物から5世紀第3四半期と考えられる。

第74号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第7包囲 杯 A 〔16．0〕 底部一部欠損。平底。体部は内攣し 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面ナ 石英 ・長石 P 773　 20％

1 土　 師　 器 B　　 5．6 なが ら立ち上が り，口緑邸は外傾す デ，内面へラナデ。体部下端及び底 橙色 P 寧西側覆土下層

C 〔4．8〕 る。 部外面横位のヘラ削 り。 普通

2

杯 A　 15．0 丸底。体部は内攣 しなが ら立ち上が 口縁部内 ・外面横ナデ。体部及び底 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 77 1 100％　 PL74

土　 師　 器 B　　 5．8 り，口緑部は外傾する。 部外面へラナデ，内面へラナデ。 橙色

普通

西壁際覆土下層

－　99　－



明　石　遺　跡

胃二
莞『 雫粟粟＼良皇プ

塗コ川
第78図　第74号住居跡出土遺物実測図

＼‾‾‾‥　‾つ 亥ア

函版番 号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・一色調 ・焼成 備　　　　 考

第78図 j不 A　 14．0 丸 底 。体 部 は内攣 しなが ら立 ち上が 口緑 部 内 ・外面 横 ナ デ。体 部 及 び底 石英 ・長石 ・赤色粒 子 P 772　 95％　 P L 74

3 土　 師　 器 B　　 6．3 り， 口 緑部 との 境 に弱 い稜 を もつ 。 部外 面 横位 の ヘ ラ削 り， 内面 へ ラナ にぷい橙色 P 2 覆 土上層 ，

口緑 部 は直立 する。 デ。 普通 東壁 際 覆土下 層

4

杯 A ．て15．0〕 丸 底。 体 部 は内攣 しなが ら立 ち上 が 口緑 部 内 ・外面 横 ナデ 。体 部 内 －・外 石英 ・長石 ・赤色粒 子 P 7 74　 40％　 P L 74

土　 師 ．器 B　　 5．4 り，口緑 部 は外 傾す る。 面 へ ラナデ 。 口緑 部か ら体 部上 半 に

か けての外 面及 び内面 赤彩。

赤褐 色

普通

北壁 際覆 土下 層

5

椀 B （4．3） 口緑 部 欠損 。平 底 。体 部 は内 攣 しな 体部 内 ・外 面へ ラナデ 。底 部外 面 へ 石英 ・長石 P 78 1　 20％

土　 師　 器 C　　 6．6 が ら立 ち上が る。 ラナ デ。 にぷ い橙色

普通

東壁 際覆 土下 層

6

椀 B ‾（2．3） 底 部 か ら体 部 下半 にか け て の破 片 。 体 部 外面 ナ デ， 内面 へ ラナ デ。 体部 石英 ・長石 P 78 2　 10％

土　 師　 器 C ・6．4 1 休部 は内攣 しなが ら立 ち上 がる。 下端及 び底 部外面 へ ラナデ。 にぷ い橙色

普通

北西コーナー部覆土下層

7

高　　 J不 A　 19．2 脚部 欠損 。 杯部 下端 に稜 を もつ 。体 口緑 部 内 ・外 面横 ナデ。 体部 内 ・外 石 英 ・長石 ・赤 色粒 子 P 77 5　 50％　 PL 74

土　 師　 器 B （7．8） 部 は外傾 しなが ら立 ち 上が り，口緑 面 へ ラ ナデ。 杯 部下 端縦 位 のヘ ラ削 にぷ い橙色 P l 覆土上 層

E （0．9） 部 に至 る。 り。 普通

8

高 ．　　 ゴ不 A　 16．4 脚部 欠損 。 杯部 下端 に稜 を もつ 。体 ＿口緑 部外 面横 ナ デ， 内面横 位 の ヘ ラ 石 英 ・長石 P 776　 40％　 少し74

土　 師　 器 B （．6．6） 部 は外傾 しなが ら立 ち上 が り， 口緑 磨 き。 体 部外 面へ ラナデ ， 内面横 位 橙 色 中央 部覆土 下層

E （0．1） 部 との境 に弱 い稜 を もつ 。 口緑 部 は

直立す る。

のヘ ラ磨 き。 杯部 下端 縦位 のヘ ラ削

り。外面 に削痕 が残 る。

普 通

9

高　　　 杯 A 〔16．0〕 脚 部 欠損 。体 部下 端 に稜 を も‘っ 。体 口緑 部 内 ・外 面横 ナ デ。体 部 外面 ナ 石 英 ・長 石 P 777　 20％

土　 師 ．器 B （5．0） 部 は外 傾 しなが ら立 ち上 が り， 口縁 デ ， 内面へ ラナデ 。杯 部下 端 縦位 の 褐 争 東壁 際覆土 下層

部 に至 る。 ヘ ラ削 り。 普 通

10

高　　 J不 D　 18．2 脚 部片 。脚 部 と裾 部 の境 に明 瞭 な段 脚 部 外 面 横 ナ デ ， 内面 ナ デ 。 裾 部 石英 ・長 石 P 778　 20％

土　 師　 器 元 （台．8） をもつ。 裾部 は外反 気味 に広が る。 内 ・‘外 面横 ナ デ。 にぷい赤 褐色

普通

北 壁際 覆土下 層
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第78図 属　　　 杯 D　 14．6 脚部片。裾部はハの字状に開く。 脚部外面縦位 のへラ磨き，内面横位 石英 ・長石 P 779　 30％　 PL 74

11 土　 師　 器 E （2．8） のへラ削り。裾部内 ・外面横ナデ。 明赤褐色

普通

東壁際覆土下層

12

婆

土　 師　 器

A 〔21．0〕

B （2．2）

口縁部片。口縁部は外反気味に開く。 口縁部内 ・外面横ナデ。 石英 ・長石 ・雲母

明褐色

普通

P 780　　 5％

北壁際覆土下層

第闊膚億腰掛（第79図）

位置　調査Ⅲ区，E3g8区。

重複関係　本跡が第72号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第72号住居跡よりも新しい。また，第79。

80号住居跡に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの住居跡よりも古い。

規模と平面形　南西部は第79・80号住居跡と重複しているため，確認できたのは長軸4．76m，短軸（4．3）mであ

るが，平面形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－39。－E〕

壁　壁高は12～18cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

ぽット　5か所（Pl～P5）。Pl及びP2は径30～58cmの円形，深さ28～44cmである。P3は二段掘り込み

になっており，上段は径62cmの円形言策さ10cmで，下段は径24cmの円形，深さ24cmで，床面から下段底面まで

の深さは34cmである。Pl～P3ほ規模や配列から主柱穴と考えられる。P4及びP5は径34～42cmの円私

深さ24～34cmで，性格は不明である。

第79図　第78号住居跡実測図
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明　石　遺　跡

炉　PlとP3を結ぶラインよりも中央部寄りに付設されており，長径76cm，短径66cmの楕円形で，床面を8

cm掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状をしており，火熱を受けて赤変硬化している。

炉土層解説
4　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

覆土　3層からなる。3層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

遺物　土師器の小破片40点が出土しているが，いずれも細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は，南西部が第79e80号住居に掘り込まれているため，遺存していたところが少なく，出土遺物も

少なかった。本跡の時期は，出土遺物及び重複関係から5世紀代と考えられる。

第8鎖骨住居跡（第80。81図）

位置　調査Ⅲ区，E3f6区。

重複関係　本跡が第82e83。85e86号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。

また，第42号土坑に掘り込まれているため，本跡の方が第42号土坑よりも古い。

規模と平面形　北コーナー部は調査区域外となっているが，長軸〔4．4〕恥　短軸4．34mの方形と推定される。

主軸方向　N－280－W

壁　壁高は18～28cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。貯蔵穴とP3の間から主柱穴の内側にかけて，特に踏み固められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl及びP2は径30～34cmの円形，深さ60～68cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。P3は径48cmの円形，深さ22cmで，性格は不明である。

貯蔵穴　南東壁際中央部南寄りに付設されており，径100cmの円形，深さ40cmで，断面形は逆台形をしている。

色
色
色
色
色

相
褐
褐
褐
褐
…

層

　

　

　

　

　

日

土
黒
暗
暗
黒
極

穴蔵

1

2

3

4

5

貯

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
炭化物・炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子・炭化粒子微量

炉　Plの北西側に付設されており，径68cmの円形で，床面を12cm掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状

をしており，火熱を受けて赤変硬化している。

炉土層解説
1　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　灰　褐　色　ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子中量，焼土粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　4層からなる。4層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説
1　里

J l　ヽ　ヽ

2　暗

3　暗

4　褐

色
色
色
色

褐
褐
褐

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
ロ
　
ロ
　
ロ

ーム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子少量
－ム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
－ム粒子多量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量
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第80図　第84号住居跡実測図

遺物　土師器及びその中破片280点，須恵器1点が出土している。第81図1～10は土師器，11は須恵器である。

覆土下層では，3の杯が貯蔵穴の東側から斜位の状態で，6の椀が貯蔵穴の上部から横位の状態で，9の嚢が

貯蔵穴の東側から正位の状態でそれぞれ出土している。貯蔵穴では，2の杯が覆土上層から逆位の状態で，4

の杯が覆土下層から壊れた状態で，5の椀が覆土中層から正位の状態で，8の嚢が上面から正位の状態でそれ

ぞれ出土している。また，1の杯がP3の西側の床面及び貯蔵穴の西側の覆土中層から散乱した状態で，11の

杯蓋が中央部の覆土下層及びP3の上部の覆土上層から散乱した状態でそれぞれ出土している。その他にも中

央部付近の覆土中から7の高杯及び10の手控土器がそれぞれ出土している。

所見　本跡の遺物としては，手控土器，TK216型式段階の須恵器杯蓋が出土しており，注目される。本跡の

時期は，貯蔵穴の出土遺物から5世紀第3四半期と考えられる。
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明　石　遺　跡
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第81図　第84号住居跡出土遺物実測図

第84号住居跡遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の ． 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第8 1回 杯 A　 15．4 底 部 は や や 丸 み を 帯 び る 平 底 で あ 口 縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 ナ 石 英 ・長 石 P 7 89　 80％　 P L 74

1 土　 師　 器 B　　 5．9 る 。 体 部 は 内 攣 し なが ら立 ち 上 が り， デ ， 内 面 へ ラ ナ デ 。 体 都 下 端 及 び 底 に ぷ い 黄 橙 色 P 3 西 側 床 面 ，

C　　 4 ．4 ロ 緑 部 は 外 傾 す る 。 部 外 面 へ ラ ナ デ 。 普 通 貯 蔵 穴 西 側 覆 土 中 層

2

杯 A 〔15 ．8〕 丸 底 。 休 部 は 内 暫 し な が ら 立 ち 上 が ロ 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 ナ 石 英 ・長 石 ・赤 色 粒 子 P 7 90　 50％　 P L 74

土　 師　 器 B　　 5 ．5 り， 口 緑 部 は 外 傾 す る 。 デ ， 内 面 へ ラ ナ デ 。 体 部 下 端 及 び 底

部 外 面 横 位 の ヘ ラ削 り 。 内 ・外 面 赤

彩 。

に ぷ い 赤 褐 色

普 通

貯 蔵 穴 覆 土 上 層
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第81図 杯 A 〔14．0〕 底部欠損。体部は内攣しなが ら立ち 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面ナ 石英 ・長石 P 792　 10％

3 土　 師　 器 B （3．6） 上が り，口緑部は外傾する。 デ，内面斜位のへラ磨 き。体部下端

横位のヘラ削 り。’内 ・外面赤彩。

赤褐色

普通

貯蔵穴東側覆土下層

4

杯 A 〔13．4〕 底部一部欠損。丸底。体部は内攣し 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面斜 石英 ・長石 ・雲母 P 79 1　 40％　 PL 74

土　 師 ‘器 B （5．0） なが ら立ち上が り，口緑部との境に 位のヘ ラ磨 き，内面へ ラナデ。体部 橙色 貯蔵穴覆土下層

弱 い稜をもつ。．口緑部は外傾 し，内

面下端に稜をもつ。

下端横位のヘラ削 り。 普通

5

椀 A　 13．4 平底。体部は内攣しなが ら立ち上が 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面ナ 石英・長石・赤色粒子 P 787 100％　 PL 74

土　 師　 器 B　　 6．9 り，口緑部 との境 に弱い稜 をもつ 。 デ，内面上位横位のヘラ磨き，下位 にぷい橙色 ‘ 貯蔵穴覆土中層

C　　 5．6 口緑部は直立する－。 ヘラナデ。体部下端及び底部外面横

位のヘラ削 り。口縁部か ら体部上半

にかけての外面及び内面赤彩。

普通

6

椀 A　 12．0 平底。体部は内攣 しながら立ち上が 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面ナ 石英 ・長石 P 788　 10％　 PL 74

土　 師　 器 B　　 6．0 り，口緑部 との境 に弱い稜 をもつ。 デ，内面へラナデ？体部下端及び底 明赤褐色 貯蔵穴上部覆土下層

C　　 4．4 ロ緑部は直立する。 部外面へラ削 り。内 ・外面赤彩。 普通

7

高　　　 杯 E （5．6） 脚部片。脚部は中空で，裾部にかけ 脚部外面縦位のヘラ磨き，内面ナデ。 石英 ・長石 P 79 3　 10％

土　 師　 器 てラッパ状に開く。． 裾部内面横ナデ。 明赤褐色

普通

覆土中

8

嚢 A　 17．8 底部はやや突出する平底である。体 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・外 石英 ・長石 P 794　 95％　 P L7 4

土　 師　 器 B　 26．4

C　　 8．4

部はやや下膨れ気 味の球形を呈 し，

最大径を中位にもつ。頚部は くの字

状に屈曲す る。口緑部は外反気味に

開 く。

面へラナデ。 にぷい赤褐色

普通

貯蔵穴上面

9

嚢 A　 17．6 底部はやや突出する平底である。体 口緑部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 795　 90％　 P L 74

土　 師　 器 B　 25．2

C　　 8．0

部はやや下膨れ気 味の球形を呈 し，

最大径 を中位にもつ。頚 部はくの字

状に屈曲する。口緑郡 は外反気味に

開く。

面へラナデ。 褐色

普通

貯蔵穴東側覆土下層

10

手 捏 土 器 B （3．5） 口緑部欠損。平底。体部は外傾 しな 体部内 ・外面指ナデ。 石英 ・長石 P 797　 20％

土　 師　 器 C 〔5．8〕 が ら立ち上がる。 にぷい橙色

普通

覆土中

11

杯　　　 蓋 A 〔12．6〕 天井部 はわずかに丸みを帯び，口緑 口緑部内 ・外面 ロクロナデ。外周部 長石 P 798　 60％　 PL 74

須　 恵　 器 B ・ 3．1 部 との境に明瞭な稜をもつ。口緑部 及び天井部外面回転へラ削 り，内面 灰色 中央醗土下層，P3上部覆土上層

はわずかに外傾して開 く。 ロクロナデ。 良好 T K 2 16型式段階

第86号住居跡（第82・83図）

位置　調査Ⅲ区，E3f5区。

重複関係　本跡が第82・85号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。また，

第84号住居跡に掘り込まれているため，本跡の方が第84号住居跡よりも古い。

規模と平面形　北部は調査区域外に延びているため，確認できたのは長軸4．20m，短軸（2・7）mであるが，平面

形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－110－W〕

壁　壁高は30～38cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を巡っている。上幅14－26cm，下幅6～16cm，深さ8～12cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側にかけて，特に踏み固められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl及びP2は二段掘り込みになっており，上段は径36～58cmの円形，深さ6

～10cmで，下段は径18－28cmの円形，深さ40～46cmで，床面から下段底面までの深さは50～52cmである。Pl

及びP2は規模や配列から主柱穴と考えられるo P3は径26cmの円形，深さ28cmで，位置から出入り口施設に

伴うピットと考えられる。
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明　石　遺　跡
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第82図　第86号住居跡実測図

覆土　4層からなる。4層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子中呈，ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量，焼土小ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

！：：二‥（

腑悍

Iか
、：・

潮 0　　　　　　　5cm

「‾＿⊥＿」

遺物　土師器及びその小破片52点が出土している。

覆土下層では，第83図2の高杯がP2の北側から横

位の状態で出土している。床面では，1の高杯がP

2の北側から横位の状態で出土している。

第83図　第86号住居跡出土遺物実測図

所見　本跡は，北部が調査区域外に延びているため，確認できたところが少なかったが，床面から覆土下層に

かけて良好な状態で遺物が出土している。本跡の時期は，出土遺物から4世紀第3四半期～第4四半期と考え

られる。

第86号住居跡遺物観察表

図 版番号 器　　 種 計測値（C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第83 図 高　　　 埠 E （7．6） 脚 部片 。脚 部 は中実 で ，柱 状 を呈 す 脚部外 面縦 位のへ ラ磨 き。外面 赤彩。 石 英 ・長 石 ・赤 色粒子 P 80 1 10 ％

1 土　 師　 器 る。 赤 色

普 通

P 2 北 側床 面

2

高　　　 杯 E （7．4） 脚部 片。 脚部 は 中空 で， 裾 部 にか け 脚 部外 面 縦位 の ヘラ磨 き，内 面横 位 石英 ・艮石 ・雲 母 P 802　 10％

土　 師　 器 て ラッパ状 に開 く。 の ヘ ラ削 り。外 面 に削痕が 残る。 明赤 褐色

普通

P 2 北側 覆土 下層
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第97号住居跡（第84・85図）

位置　調査Ⅱ区の南部，E3C7区。

重複関係　本跡は第98・101・102号住居，第130・133～135号土坑に掘り込まれているため，本跡の方がこれ

らの遺構よりも古い。

規模と平面形　東コーナー部は調査区域外となっているが，長軸9・46甲，短軸8・36mの長方形と思われる。

主軸方向　N－460－W

壁　壁高は18～30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を巡っている。上幅12～18cm，下幅6～10cm，深さ4－12cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦であるが，貯蔵穴1周辺の床は他の部分よりも8～10cmほど低く，貯蔵穴2周辺の床は他の

部分よりも4～6cmほど高くなっている。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び貯蔵穴にかけて，

特に踏み固められている。また，床には溝が北東壁，南東壁及び北西壁に平行してコの字状に巡っている。北

東溝は長さ〔4．9〕m，南東溝は長さ〔4．2〕m，北西溝は長さ3．00m，3条とも上幅24～36cm，下幅18～28cm，深さ

4～6cmで，断面形は逆台形をしている。その他にも南東壁際から住居内土坑1にかけて，溝が1条付設され

ており，長さ100cm，上幅26cm，下幅14cm，深さ4cmで，断面形は逆台形をしている。

ピット　26か所（Pl～P26）。Pl及びP4は二段掘り込みになっており，上段は径80～86cmの円形，深さ

54～60cmで，下段は径22～26cmの円形，深さ6～8cmで，床面から下段底面までの深さは60～68cmである。P2

及びP3は径64～66cmの円形，深さ64～66cmである。Pl～P4は規模や配列から主柱穴と考えられる。P2に

隣接してP5があり，径90cmの円形，深さ52cmで，補助柱穴もしくは柱を立て替えたものと思われる。P6は二

段掘り込みになっており，上段は径48cmの円形，深さ24cmで，下段は径28cmの円形，深さ20cmで，床面から下段

底面までの深さは44cmである。P6は位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P7は径28cmの円形，

深さ24cmで，P6と同じ主軸線上に掘り込まれており，位置や配列からP6に準ずる出入り口施設に伴うピット

と考えられる。P8～P26は径20～56cmの円形，深さ12～40cmで，性格は不明である。

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は南コーナー部の床面よりも一段低くなったところに付設されており，径78cmの

円形，深さ60cmで，断面形は逆台形をしている。貯蔵穴2は北西壁際中央部西寄りのU字状の隆起帯の内側に

付設されており，長径78cm，短径58cmの楕円形，深さ26cmで，断面形は逆台形をしている。

貯蔵穴1土層解説

1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

貯蔵穴2土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・粘土小ブロック・粘土粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

住居内土坑　2か所。住居内土坑1は中央部南東壁寄りに掘り込まれており，長径110cm，短径74cmの楕円形，

深さ10cmで，断面形はU字形をしている。住居内土坑2は西コーナー部に掘り込まれており，径132cmの円形，

深さ22cmで，断面形はU字形をしている。住居内土坑2の底面には，径26～44cmの円形，深さ10～36cmで，ピ

ット状の掘り込みが5か所ある。住居内土坑1及び2とも性格は不明である。

住居内土坑1土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

炉　PlとP4を結ぶライン上のほぼ中央に付設されており，長径48cm，短径42cmの楕円形で，床面を4cm掘

りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状をしており，火熱を受けて赤変硬化している。
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第84図　第97号住居跡実測図
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炉土層解説
1　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子少量
2　赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

覆土　4層からなる。4層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム′トブロック・焼土粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック微量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器及びその小破片1320点が出土している。覆土中層では，第85図1の高杯が住居内土坑2の上部か

ら横位の状態で出土している。覆土下層では，4の壷がP4の西側から横位の状態で出土している。床面では，

9の藍がP19の南側から逆位の状態で，10の嚢がP4の西側から斜位の状態でそれぞれ出土している。ピット

では，5の台付賓がP4の覆土下層から逆位の状態で出土している。その他にも東区の覆土中から2の器台，

南区の覆土中から8の嚢，西区の覆土中から3の壷，6・7の藍がそれぞれ出土している。

所見　本跡は，長辺が9m以上，短辺でも8m以上の大形の住居跡で，内部施設としていわゆる「間仕切り溝」

と呼ばれる壁溝以外の溝を有しているなど，いくつか特徴的なものが見られる。本跡の時期は，出土遺物から

4世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。
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第85図　第97号住居跡出土遺物実測図

第97号住居跡遺物観察表
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図 版番号 器　　 種 計測倒 cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第8 5図 高　　　 林 B （7．6） 脚 部片 。脚 部 は中空 で ，柱 状 を呈 す 脚 部外 面縦位 のヘ ラ磨 き，内面 ナデ。 石英・長石・雲計 赤色粒子 P 171　 20％

1 土　 師　 器 E （7．4） る。 にぷい褐 色

普 通

住居内上坑2 上吾臓 土中層

2

器　　　 台 B （4．2 ） 脚 部 片。 器 受部 中央 は穿 孔 され て い 脚 部外面 縦位 のヘ ラ磨 き，内面 ナデ。 石 英 ・長石 ・雲母 P 174　 10％

土　 師　 器 E （3．5 ） る。 脚部 は ハの字 状 に 開 く。 脚 部 中

位 に円形 の透 か し孔 が 3 つ ない し4

つ 空 く。

橙色

普通

東 区覆土 中

3

壷 A 〔15．6 〕 口縁部 片。 口緑 部 は折 り返 し口緑 で， 口緑 部 外面 放 任の パ ケ 目調 整後 ， 械 石英 ・長石 P 18 3　　 5 ％

土　 師　 器 B （3．7 ） 外 反気 味に 開 く。 ナ デ， 内面 横 ナデ 。頚 部外 面縦 位 の

パ ケ 目調整 ， 内面 横位 のパ ケ 目調 整

後，櫨 ナ デ。

にぷ い橙色

普通

西 区覆土 中
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の ・特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第85図 壷 A　 14．6 頚部から口緑部にかけての破片。頸 口緑部外面縦位のパケ目調整後，横 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 175 1 10％

4
土　 師　 器 B （5．2） 部はくの字状に屈曲する。口緑部は， ナデ，内面横位のパケ目調整後，横 にぷい赤褐色 P 4 西側覆土下層

外傾 して開く。 ナデ。体 部外面ナデ，内面へ ラナ

デ。

普通

5

台　 付　 嚢 B （4．5） 台部片。台部はハの字状に開く。 台部外面縦位のパケ目調整，内面へ 石英・長石・雲母・赤色粒子 P ・176　 10％

土　 師　 器 D　　 7．0

E　　 3．8

ラナデ。 にぷい褐色

普通

P 4‾覆土下層

6

嚢 A 〔18．4〕 頚部から口緑部にかけての破片。体 口緑部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 石英 ・長石 P 177　 10％

土　 師　 器 B （5．9） 部は内攣 しなが ら立ち上がる。頸部

はくの字状に屈曲する。口緑部は外

反気味に開 く。

面斜位のパケ目調整後，ナデ。 暗褐色

普通

西区覆土中

7

嚢 A　 16．0 口縁部片。頚部はくの字状 に屈曲す 口緑部外面横 ナデ，内面横位のパケ 石英・長石・赤色粒子 P 17 8　 10％

土　 師　 器 B （3．5）・る。口緑部は外反気味に開く。 目調整後，横 ナデ。体部外面ナデ，

内面へラナデ。

黒褐色

普通

西区覆土中

8

嚢 ・ A 〔2 1．4〕 口緑部片。口縁部は外反気味に開 く。 口緑部外面縦位のパケ目調整後，横 石英 ・長石 ・雲母 P 17 9　 10％

土　 師　 器 B （4．5） ナデ，内面横位のパケ目調整後，横

ナデ。

橙色

普通

両区覆土中

9

嚢 B （3．1） 底部片。底部は突出する平底で‾ぁる。 体郡内 ・外面斜位のパ ケ目調整後， 石英 ・長石 ・雲母 P 180　　 5％

土　 師　 器 C　　 5．0 体部は内攣 しなが．ら立ち上がる。 ナデ云 にぷい赤褐色

普通

P 19南側床面

10

棄 B （2．0） 底部片。底部 はやや突出する平底で 体部内 ・．外面へラナデ。 石英 ・長石 ・雲母 P 181　 5％

土　 師　 器 C　　 6．6 ある。体部は外傾 しなが ら立ち上が

る。

明褐色

普通

P 4 西側床面

第102号住居跡（第86・87図）

位置　調査Ⅱ区の南部，E3C7区。

重複関係　本跡が第97号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第97号住居跡よりも新しい。

規模と平面形　長軸2．84m，短軸2．48mの長方形である。

主軸方向　N－300－W

壁　壁高は36～44cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径30cmの円形，深さ46cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考え

られる。Plに隣接してP2及びP3があり，P2は径36cmの円形，深さ12cmで，補助柱穴もしくは柱を立て

替えたものと思われる。P3は径50cmの円形，深さ16cmで，柱を抜き取った痕跡と思われる。

可．・可

第86図　第102号住居跡実測図
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炉　西コーナー寄りに付設されており，長径52cm，短径46cmの楕円形で，床面を8cm掘りくぼめた地床炉であ

る。炉床面は皿状をしており，火熱を受けて赤変硬化している。

炉土屑解説
1　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック・焼土粒子中量，焼土小ブロック少量

覆土　6層からなる。6層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説

1　黒

2　黒

3　黒

4　暗

5　暗

6　暗

褐色
褐色
褐色
褐色
褐色
褐色

ローム粒子・焼土粒子少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
ローム粒子中量，ローム′トブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子少量
ム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量

第87図　第102号住居跡出土遺物実測図
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遺物　土師器及びその中破片148点が出土している。覆土中層では，第87図1の杯が北西壁際から正位の状態

で，2の杯が炉の北側から正位の状態でそれぞれ出土している。覆土下層では，3の相が炉の東側から横位の

状態で出土している。床面では，4の壷，5の嚢，7の小形嚢及び8の甑が炉の南側から壊れた状態で，6の

嚢が炉の南側から逆位の状態でそれぞれ出土している。

所見　本跡は，一辺が3m未満の小形の住居跡で，ピットが3か所検出されたが，主柱穴は1か所も検出され

なかった。本跡の時期は，出土遺物から5世紀第1四半期と考えられる。

第102号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形 ′．の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考 ‘

第87図 杯 A　 13．4 底部 は中央がやや凹む平底である。 口緑部内 ・外面横ナデ’。体部外面ナ 石英 ・長石 ・雲母 P 184　 90％　 PL 74

1
土　 師　 器 B　　 6．7 体部は内攣しながら立ち上が り，口 デ，内面へラナデ。体部下端及び底 明赤褐色 北西壁際覆土中層

C　　 5．0 緑部との境に弱い稜をもつ。口緑部

は直立する。

部外面横位のヘラ削 り。 普通

2

j不 A　 13．2 底部一部欠損。丸底。体部は内攣 し 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外両横 長石 ・雲母 P 185　 90％　 PL 74

土　 師　 器 B （6．0） ながら立ち上が り，口緑部との境に 位のヘラ削 り，内面放射状のヘラ磨 赤褐色 炉北側覆土中層

弱い稜をもつ。 口緑部は直立 し，内

面下端 に稜 をもつ。

き。 普通

3

柑 B （13．6） 口緑部欠損。丸底。体部はやや扇平 頚部外面縦位のへラ磨き，内面横位 石英 ・長石 ・雲母 P 18 6　 60％　 PL 75

土　 師 ’器 気味の球形を呈 し，最大径 を中位に のへラ磨 き，体部外面横位のヘラ削 にぷい赤褐色 ． 炉東側覆土下層

もつ。頸部はくの字状に屈曲する。 り，内面へラナデ。内面 に指頭痕が

残る。

普通

4

七宝E B （22．3） 口緑部欠損。平底。体部は球形を呈 体部外面上端へラナデ，中位ナデ， 石英 ・長石 P 18 7　 30％　 PL 75

土　 師　 器 C　　 8．0 し，最大径を中位にもつ。 下端横位のヘラ削 り，内面へラナデ。 橙色

普通

炉南側床面

5

嚢 ‾ A 〔19．8〕 体部上 半か ら口緑 部にかけての破 口緑部外面縦位 のパケ目調整後，横 石英 ・長石 P 189　 20％

土　 師　 器 B （11．2） 片。体部は内攣．しなが・ら立ち上がる。 ナデ，内面横位のパケ目調整後，横 橙色 炉南側床面

頚部はくの字状に屈曲する。口緑部

は外反気味に開く‘。

ナデ。体部外面斜位のパケ目調整，

内面へラナデ。

普通

6

嚢 B （2．1） 底部片。底部は突出する平底である。 体部内 ・外面斜位のパケ目調整後， 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 190　　 5％

土　 師　 器 C　　 6．8 体部は外傾 しながら立ち上がる。 ナデ。 明赤褐色

普通

炉南側床面

7

小　 形 ．嚢 A 〔12．8〕 底部はやや突出する平底である。体 口縁部外面縦位のパケ目調整後，横 石英 ・長石 P 18 8　 60％　 PL 75

土　 師　 器 B　 17．3 部は球形 を呈 し，最大径 を中位にも ナデ，内面横ナデ。体部外面斜位の 明赤褐色 炉南側床面

C　　 5．0 つ。頚部は くの字状に屈 曲する。口

縁融は外反気味に開く。

パケ 目調整，下端へラナデ，内面へ

ラナデ。

普通

8

甑 A　 23．8 単孔式で，底部は突出する。体部は 口緑部内 ・外面痍位のへラ磨 き。体 石英 ・長石 P 19 2　 60％　 PL 7 5

土　 師‘器 B　 12．3

C　　 5．0

鉢形を呈 し，外傾 し疎が ら立ち上が

る。口緑部は折 り返 し口緑で，外傾

して開 く。

部内 ・外面縦位のヘラ磨き。 赤褐色

普通

炉南側床面

第105号住居跡（第88図）

位置　調査Ⅱ区の南部，D3j7区。

重複関係　本跡は第110号住居，第50・120号土坑，第14号溝に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺

構よりも古い。

規模と平面形　東部は調査区城外に延びているため，確認できたのは長軸（5．8）m，短軸（1．6）mで，平面形は

不明である。

主軸方向　〔N－180－W〕

壁　壁高は38－40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を巡っている。上幅8～12cm，下幅4～6cm，深さ4～6cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。
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第88図　第105号住居跡・出土遺物実測図

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径34cmの円形，深さ46cmで，規模や位置から主柱穴と考えられる。P2

は径38cmの円形，深さ16cmで，性格は不明である。

Pl土眉解説
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

P2土層解説
7　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック・焼土粒子少量

貯蔵穴　南西コーナー部に付設されており，径74cmの円形，深さ54cmで，断面形は逆台形をしている。

貯蔵穴土屑解説
8　暗褐色　ローム粒子少量
9　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
10　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量

覆土　4層からなる。4層から1層まですべて自然堆積である。

土眉解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量
4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

遺物　土師器及びその小破片72点，砥石1点が出土している。第88図1の椀が貯蔵穴の上面から横位の状態で，

2の器台が貯蔵穴の覆土中層から横位の状態で，3の砥石が貯蔵穴の上面からそれぞれ出土している。
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明　石　遺　跡

所見　本跡は，東部が調査区域外に延びているため，確認できたところが少なかったが，貯蔵穴から良好な状態

で遺物が出土している。本跡の時期は，出土遺物から4世紀第2四半期～第3四半期と考えられる。

第105号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第88図 椀 A 〔15．0〕 底部欠損。体部 は内攣 しながら立ち 口緑部内 ・外面横位のヘ ラ磨 き。体 石英 ・長石 P 19 8　 2 0％　 P L 75

1 土　 師　 器 B （5．5） 上がる。 口緑部は折 り返 し口緑で， 部外面横位のヘラ削 り，内面横位の 赤褐色 貯蔵穴上面

外傾 し，内面下端に稜をもつ。 ヘラ磨き。 普通

2

器　　　 台 A ．〔8．6〕 器受部 は外傾しなが ら立ち上が り， 口緑部外面横ナデ，内面横位のヘラ 石英 ・長石 ・蜜母 P 199　 60％　 P L 7 5

土　 師　 器 B　　 6．5 口縁部は外反して開く。器受部中央 磨 き。器受部外面縦位のへ ラ磨 き， にぷい褐色 貯蔵穴覆土中層

D　 lO．4 は穿孔されている。脚部はハの字状 内面放射状のへラ磨き。脚部外面縦 普通

E　　 5．0 に開き，裾部 は外反気味 に広がる。

脚部中位に円形の透かし孔が 3 つ空

く。

位のへラ磨 き，内面横位のパケ目調

整後，‾　ナデ。裾部内面横ナデ。

図版番号 種　　 別・
計　　　　 脚　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第88図 3 13．3 9’．6 5．4 987．6 砂　　　 岩 貯蔵穴上面 Q 5　　　　　　　　 PL lll

第107号住居跡（第89～91図）

位置　調査Ⅱ区の南部，E3a6区。

重複関係　本跡は第106・108号住居，第26・50・134・135号土坑に掘り込まれているため，本跡の方がこれら

の遺構よりも古い。

規模と平面形　長軸5．20m，短軸4．12mの長方形である。

主軸方向　N－410－E

壁　壁高は26～34cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を全周している。上幅12～20cm，下幅6～10cm，深さ4～10cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦であるが，P5周辺の床は他の部分よりも4～6cmほど高くなっている。出入り口施設に伴

うピットから主柱穴の内側及び炉にかけて，特に踏み固められている。床面全体に，垂木と思われる炭化材が

壁際から中央部に向かうような状態で遺存していた。

ピット　9か所（Pl～P9）。Pl～P4は径32～36cmの円形，深さ22－42cmで，規模や配列から主柱穴

と考えられる。このうち，P3内には柱を抜き取ったと思われる痕跡がある。P5は南西壁際中央部南寄りの

楕円状の隆起帯の内側に掘り込まれており，径20cmの円形，深さ30cmで，位置から出入り口施設に伴うピット

と考えられる。P6及びP7は径26～34cmの円形，深さ26～30cmで，それぞれ主柱穴の中間に掘り込まれてお

り，位置や配列から主柱穴に準ずる補助柱穴と考えられる。P8は径20cmの円形，深さ28cmで，南西壁際中央

部北寄りに掘り込まれており，位置や配列からP5に準ずる出入り口施設に伴うピットと考えられる。P9は

径38cmの円形，深さ10cmで，性格は不明である。　　　　　　　　、

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。二段掘り込みになっており，上段は径88cmの円形，深さ42cmで，下

段は径32cmの円形，深さ10cmで，床面から下段底面までの深さは52cmである。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，炭化物・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
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5　褐　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子少量
7　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，炭化粒子少量

炉　PlとP4を結ぶラインよりも北東壁寄りのほぼ中央に付設されており，長径66cm，短径58cmの楕円形で，

床面を12cm掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状をしており，火熱を受けて赤変硬化している。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
2　暗赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子中量，焼土中ブロック少量
4　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子少量
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第90図　第107号住居跡実測図（2）

覆土　3層からなる。3層はローム，焼土及び炭化物の含有状況から人為堆積と思われ，2層及び1層は自然

堆積と思われる。

土屑解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物少量

3　暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化物・炭化粒子中量，ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器及びその小破片356点，刀子1点が出土している。覆土下層では，第91図2の椀が南西壁際から

斜位の状態で，3の高杯が南西壁際から逆位の状態でそれぞれ出土している。床面では，4の嚢が南西壁際か

ら壊れた状態で出土している。また，6の小形賓が炉の西側の床面及び北東壁際の床面から散乱した状態で出

土している。その他にも南区の覆土中から7の刀子，中央部付近の覆土中から1の小形杯及び5の賓がそれぞ

れ出土している。

所見　本跡は，炭化材の検出状況や覆土の堆積状況から，焼失家屋と思われる。本跡の時期は，出土遺物から

5世紀第2四半期と考えられる。

第107号住居跡遺物観察表

図 版番 号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　　 考

第9 1因 小　 形　 杯 A 〔 8．4 〕 底 部 欠損 。休 部 は内 野 しな が ら立 ち ロ緑 部 内 ・外 面横 ナデ 。体 部 内 ・外 石 英 ・長 石 P 246　 10 ％

1 土　 師　 器 B （3．4 ） 上 が り， 口緑 部 との境 に弱 い稜 を も

つ 。 ロ緑 部 は直立す る。

面 ナデ。 内 ・外 面赤彩 。 明赤褐色

普 通

覆土 中

2

椀 A　 12．4 平 底。 休 部は 内暫 しなが ら立 ち上 が 口緑 部 内 ・外 面横 ナデ 。体 部 外面 ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 245　 95 ％　 P L 7 5

土　 師　 器 B　　 7．3 る。 ロ縁 部は外 傾 し，内 面下 端 に稜 デ ，内 面へ ラナデ 。体 部下 端 及 び底 にぷい黄橙 色 南西壁 際覆 土下層

C　　 6．6 を もつ。 部外 面 へ ラナ デ。外 面 に輪 積 み痕 が

残 る。

普 通
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図版番号器　　種計測値（cm） 話　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　考

第91図 高杯A〔18．4〕杯部上半から口緑部にかけての破口縁都外面接ナデ，内面横位のヘラ長石・雲母 P247　20％

3 土　師　器B（4．3）片。休部は外傾しながら立ち上がり，磨き。師部外面縦位のヘラ磨き，内にぷい赤褐色 南西壁際覆土下層

ロ縁部は外反して開く。 面ナデ後，斜位のヘラ磨き。 普通

4

整 A　16．2平底。体都は球形を呈し，最大径をロ緑部内・外面横ナデ。体部内・外石英・長石・雲母P248　95％　PL75

土　師　器B　27．7

C　　6．6

中位にもつ。頚部はくの字状に屈曲

する。口緑部は外反気味に開く。

面へラナデ。 明赤褐色

普通

南西壁際床面

5

整 A〔17．4〕ロ緑部片。口緑部は外反気味に開く。口緑部外面縦位のパケ目調整後，横石英・長石・赤色粒子P250　　5％

土　師　等B（4．4） ナデ，内面横ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土中

6

小　形　襲A　14．6底部欠損。休部は球形を呈し，最大口緑部内・外面梼ナデ。体部内・外石英・長石・雲母P249　40％　PL76

土　師　器B（11．2）径を中位にもつ。頚部はくの字状に面へラナデ。 明赤褐色 炉西側床面，

屈曲する。ロ緑部は短く外傾して開

く。

普通 北東壁際床面

図版番号種　　別

計　　　　　測　　　　　値
出　土　地　点 備　　　　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第91図7刀　　　子 （3．8） 1．0 0．3 （2，4）南区覆土中 茎部片　M7　　　　PL113

第110号住居跡（第92図）

位置　調査Ⅱ区の南部，D3i7区。
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第92回　第110号住居跡・出土遺物実測図

重複関係　本跡が第105号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第105号住居跡よりも新しい。また，第

109号住居に掘り込まれているため，本跡の方が第109号住居跡よりも古い。

規模と平面形　東部は調査区域外に延びているため，確認できたのは長軸（4．4）m，短軸（1．7）mで，平面形は

不明である。

主軸方向　〔N－40－W〕

壁　壁高は32～44cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を巡っている。上幅10－20cm，下幅6～10cm，深さ4－6cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径54cmの円形，深さ22cmで，規模や位置から主柱穴と考えられる。P2

及びP3は径38－46cmの円形，深さ32～62cmで，性格は不明である。
Pl土眉解説
8　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

P2土層解説

9　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

住居内土坑　南西コーナー部に掘り込まれており，長径（122）cm，短径54cmの楕円形，深さ28cmで，断面形は

U字形をしている。性格は不明である。

住居内土坑土層解説
5　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
6　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

7　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子少量

覆土　4層からなる。4層及び3層はローム，焼土及び炭化物の含有状況から人為堆積と思われ，2層及び1

層は自然堆積と思われる。
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土層解説

1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器及びその中破片192点が出土している。第92図1の椀が西壁際の床面から横位の状態で，2の高

杯が南西コーナー部の床面から逆位の状態でそれぞれ出土している。

所見　本跡は，東部が調査区城外に延びているため，確認できたところが少なかったが，床面から良好な状態

で遺物が出土している。本跡の時期は，出土遺物から4世紀第2四半期～第3四半期と考えられる。

第110号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第92図 椀 A 〔13．0〕 底部欠損。体部は内轡 しなが ら立ち 口縁部外面縦位のヘ ラ磨 き，内面横 石英・・長石 P 200　 30％　 PL 7 6

1
土　 師　 器 B （4．2） 上が り，口線部との境に弱い稜 をも 位のへラ磨 き。体部外面横位のへラ にぷい橙色 西壁際床面

つ。口緑部は外反 し，内面下端 に稜

をもつ。

削 り，内面放射状のへラ磨き。 普通

2

高　　　 杯 B （5．0） 脚部上半から杯部下半にかけての破 杯部外面縦位のパケ目調整後，ナデ， 石英 ・長石 P 20．1　 20％

土　 師　 器 E （2．6） 片。杯部下端に弱い稜をもつ。体部 内面へラナデ。脚部外面縦位のパケ にぷい黄橙色 南西コーナー部床面

は内攣 しなが ら立ち上がる。脚部は

中空で，裾部にかけてラッパ状 に開

く。

目調整，内面斜位のパケ目調整。 普通

第111号住居跡（第93～96図）

位置　調査Ⅱ区の南部，D3h6区。

重複関係　本跡が第110・112号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。また，

第109・114号住居，第68・117・118・122・124号土坑，第14号溝に掘り込まれているため，本跡の方がこれら

の遺構よりも古い。

規模と平面形　北東コーナー部は調査区城外となっているが，長軸6．60m，短軸6．58mの方形と思われる。

主軸方向　N－60－E

壁　壁高は14～20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を巡っている。上幅16～22cm，下幅6－10cm，深さ6～10cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦であるが，P5周辺の床は他の部分よりも4～6cmほど高くなっている。出入り口施設に伴

うピットから主柱穴の内側及び炉にかけて，特に踏み固められている。東壁寄りの床面を中心に，垂木と思わ

れる炭化材が壁際から中央部に向かうような状態で遺存していた。

ピット　20か所（Pl～P20）。Pl～P4は径30～50cmの円形，深さ80－98cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P5は南壁際中央部東寄りの逆L字状の隆起帯の内側に掘り込まれており，径50cmの円形，深さ60

cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は径20cmの円形，深さ30cmで，逆L字状の隆起

帯の上面のP5と同じ主軸線上に掘り込まれており，位置や配列からP5に準ずる出入り口施設に伴うピット

と考えられる。P5に隣接してP7があり，径30cmの円形，深さ10cmで，補助柱穴と思われる。P8～P16は

径22～68cmの円形，深さ10～48cmで，性格は不明である。P17及びP18は径22cmの円形，深さ22～24cmで，炉

を挟むように掘り込まれており，位置から炉に関連するピットと考えられる。P19及びP20は径28～30cmの円

形，深さ10～22cmで，本跡に伴うピットと判断したが，第68号土坑に伴うピットの可能性も否定できない○い

ずれにせよ，P19及びP20の性格は不明である。
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第93図　第111号住居跡実測図（1）
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第94図　第111号住居跡実測図（2）
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貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は南東コーナー部に付設されている。二段掘り込みになっており，上段は径118cm

の円形，深さ46cmで，下段は径32cmの円形，深さ10cmで，床面から下段底面までの深さは56cmである。貯蔵穴2は北

西コーナー部に付設されており，長径繋cm，短径測cmの楕円形，深さ22cmで，断面形は逆台形をしている。

貯蔵穴1土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
5　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量
6　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量
7　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

貯蔵穴2土層解説
1褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量

炉　PlとP4を結ぶラインよりも北壁寄りのほぼ中央に付設されており，長径82cm，短径64cmの楕円形で，

床面を6cm掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状をしており，火熱を受けて赤変硬化している。

炉土層解説

1褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック・焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量
2　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量

覆土　3層からなる。3層及び2層はローム，焼土及び炭化物の含有状況から人為堆積と思われ，1層は自然

堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量　‾
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器及びその中破片1095点，砥石1点，滑石製陽物形模造品1点，刀子1点が出土している。覆土下

層では，第95・96図1の杯及び6の椀が北壁際から正位の状態で，2の杯がP4の東側から逆位の状態で，5

の椀が炉の上部から正位の状態で，9の高杯がP4の南側から横位の状態で，11の嚢が北壁際から横位の状態

で，13の嚢が北壁際から壊れた状態で，14の嚢がP4の東側から横位の状態で，15の小形嚢が貯蔵穴1の上部

から横位の状態でそれぞれ出土している。貯蔵穴及びピットでは，3の杯が貯蔵穴1の覆土上層から正位の状

態で，12の嚢が貯蔵穴1の上面から正位の状態で，7の椀が貯蔵穴2の上面から横位の状態で，10の嚢が貯蔵

穴2の覆土上層から横位の状態で，8の鉢がP4の上面から横位の状態でそれぞれ出土している。その他にも

北東区の覆土中から17の砥石，南東区の覆土中から18の刀子，南西区の覆土中から4の杯，北西区の覆土中か

ら16の滑石製陽物形模造品がそれぞれ出土している。
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第95図　第111号住居跡出土遺物実測図（1）
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第96図　第111号住居跡出土遺物実測図（2）

第111号住居跡遺物観察表

15

l l

く＝：二二＿二＝二二二二コ二I8
1　　　　1

ロ　　　　9

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

－一一　　　　　　　　　　一イ－　　　　　　1

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第95区l 坤こA　14．6 底部は中央がやや凹む平底である。口縁部内・外面横ナデ。体部及び底石英・長石 P205100％　PL76

1
土　師　器B　　5．7 体部は内暫しながら立ち上がり，ロ部外面横位のヘラ削り，内面へラナ橙色 北壁際覆土下層

C　　3．0 緑部との境に稜をもつ。ロ緑部は内

傾する。

デ。 普通

2

珂こA　12．2 底部はやや丸みを帯びる平底であ口縁部内・外面横ナデ。休部及び底石英・長石・赤色粒子P207100％　PL76

土　師　器B　　6．0 る。体部は内攣しながら立ち上が部外面横位のヘラ削り．内面ナデ後，橙色 P4東側覆土下層

C　　5．8 り，口緑部との境に弱い稜をもつ。

口緑部は外傾し，内面下端に稜をも

つ。

斜位のへラ磨き。 普通

3

杯 A　13．8 丸底。休部は内暫しながら立ち上が口縁部内・外面横ナデ。体部及び底石英・長石 P208　90％　PL76

土　師　器B　　5．6 る。口縁部は外傾し，内面下端に稜部外面横位のヘラ削り，内面へラナ赤色 貯蔵穴1覆土上層

をもつ。 デ。口縁部から休部上半にかけての

外面及び内面赤彩。

普通

4

杯 A〔14．4〕丸底。体部は内暫しながら立ち上が口緑部内・外面横ナデ。体部及び底石英・雲母 P209　90％　PL76

土　師　器B　　5．6 り，口緑部は外傾する。 部外面横位のヘラ削り，内面へラナ

デ。

明赤褐色

普通

南西区覆土中

5

椀 A　ll．4 底部は中央がやや凹む平底である。口緑部内・外面横ナデ。体部及び底石英・長石 P206　95％　PL76

土　師　器B　　6．0 休部は内攣しながら立ち上がり，ロ部外面横位のヘラ削り，内面放射状にぷい橙色 炉上部覆土下層

C　　3．0 緑部との境に稜をもつ。口縁部は内

傾する。

のヘラ磨き。外面赤彩。 普通

6

椀 A　13．4 底部はやや丸みを帯びる平底であ口緑部内・外面横ナデ。休部外面ナ石英・長石 P211　95％　PL76

土　師　器B　　9．3 る。休部は内暫しながら立ち上がる。デ，内面へラナデ。休部下端及び底明赤褐色 北壁際覆土下層

C　　7．0 口緑部は外傾し，内面下端に稜をも

つ。

部外面縦位のヘラ削り。 普通

7

椀 A〔12．4〕底部欠損。休部は内暫しながら立ち口縁部内・外面横ナデ。休部外面上石英・長石・雲母 P210　30％

土　師　器B（9．0）上がり，口緑部は内傾する。 位ナデ，下位横位のヘラ削り，内面

へラナデ。

にぷい赤褐色

普通（二次焼成）

貯蔵穴2上面
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図版 番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第9 5図 鉢 A　 16．6 底 部 欠損 。体 部 は内 攣 しな が ら立 ち 口緑部 内 ・外 面横 ナ デ。体 部 外面 横 石 英 ・長石 P 212　 60％　 P L 7 6

8
土　 師　 器 B （10．1） 上 が る。 口緑 部 は折 り返 し口 縁 で ， 位 の ヘ ラ削 り， 内面上 位横 ナ デ， 下 にぷい橙色 P 4 上 面

外 傾 し，内面 下端 に稜 を もつ。 位 横位 の ヘ ラ削 り。外 面 に指 頭痕 が

残 る。

普通

9

高　　　 杯 B （8．4） 脚 部片 。脚部 は中空 で，柱 状 を呈 し， 脚部 外面 縦位 のへ ラ磨 き， 内面ナ デ。 石英 ・長石 ・雲 母 P 213　 10％

土　 師　 器 E ・（7．7） 裾 部 はハの字 状 に開 く。 裾部 内両横 ナ デ。外面 赤彩 。 明赤 褐色 r

普通

P 4 南 側覆 土下層

10

嚢 A　 16．8 底 部 はや や突 出す る平底 で ある 。体 口緑 部 内 ・外面 横 ナデ 。体 部外 面 上 石英 ・長石 ・雲 母 P 2 14　 95％　 P L 76

土　 師　 器 B　 21．3 部 は球形 を呈 し，最 大径 を 中位 に も 位 ナ デ， 中位横 位 のヘ ラ削 り，下位 赤色 貯 蔵穴 2 覆土 上層

C　　 6．4 つ 。 頭部 は くの字 状 に屈 曲す る。 口

緑 部 は外 反気 味に 開 く。

ヘ ラナデ ，内面 へラ ナデ。 普通

11

棄 A　 17．6 底 部 欠 損 。体 部 は 下膨 れ 状 を呈 し， 口緑 部 内 ・外面 横 ナデ 。体 部外 面 へ 石英 ・長石 P 2 16　 40％　 P L 76

土　 師　 器 B （22．2） 最 大径 を下位 に もつ 。頚 部 は くの字

状 に屈 曲す る。 口緑 部は外 反 気味 に

開 く。

ラナデ， 内面ナ デ。 明赤褐 色

普通

北壁 際覆 土下 層

12

嚢 A 〔17．4〕 底 部 欠損 。体 部 は球形 を呈 し，最 大 口緑 部 内 ・外面 横 ナデ 。休 部外 面 ナ 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 2 17　 4 0％　 P L 76

土　 師　 器 B （25．2） 径 を 中位 に もつ。 頚部 は くの 字状 に デ後 ，斜 位 のへ ラ磨 き，下 端縦 位 の にぷ い橙色 貯蔵 穴 1 上面

屈 曲す る。 口緑 部 は外 反気 味 に 開

く。

ヘ ラ削 り，内面へ ラナ デ。 普通

第96図 嚢 B （7．3） 底 部 か ら体 部 下 半 にか け て の破 片 。 体 部 外面 へ ラ ナデ ，下端 横位 の ヘ ラ 石 英 ・長石 ・赤 色粒子 P 2 18　 2 0％

13 土　 師　 器 C　　 7．0 底 部 はや や突 出す る平 底 であ る。 休

部 は内攣 しなが ら立 ち上が る。

．削 り，内面 へ ラナデ。 にぷ い赤褐色

普通

北壁 際覆 土下 層

14

棄 B （3．8） 底部 片。底 部 は突出す る平底 であ る。 体 部 外面 へ ラナ デ， 内面 斜位 の パケ 石 英 ・長石 P 21．9　 10％

土　 師　 器 C　　 7．4 体部 は外傾 しなが ら立 ち上が る。 目調整 後， ナデ。 にぷ い褐 色

普 通

P 4 東側 覆土 下層

15

小　 形　 嚢 A　 15．8 底 部 はやや 突 出す る平 底で あ る。体 白線 部 内 ・外 面横 ナデ。 体部 内 ・外 石 英 ・長 石 ・赤 色粒子 P 215　 80％　 P L 77

土　 師　 器 B　 19．5

C　　 7．8

部 は球 形 を呈 し，最 大 径 を中位 に も

つ。 頚 部 は くの字派 に屈 曲す る。 口

緑部 は外反 気味 に開 く。

面 へ ラナデ。 橙 色

普 通

貯蔵穴 1上部 覆土下層

図版番号 種 ・　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第9 6図 16 陽物形模造品 4．4 1．7 1．6 18．4 滑　　　 石 北西 区覆 土中 Q 7　　　　　　　　 P L 112

17 砥　　　 石 （4．9） 4．7 2．4 （43．3） 凝　 灰　 岩 北東 区覆 土中 Q 6　　　　　　　　 P L lll

図版 番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重量 （g ）

第96図18 刀　　　 子 （8．5） 0．9 ・0．5 （6．0） 南 東 区覆土 中 茎部一部欠損　 M 4　 PL 113

所見　本跡は，一辺が6m以上の比較的大形の住居跡で，炭化材の検出状況や覆土の堆積状況から，焼失家屋

と思われる。遺物としては，滑石製陽物形模造品が出土しており，注目される。本跡の時期は，出土遺物から

5世紀第3四半期と考えられる。

第112号住居跡（第97・98図）

位置　調査Ⅱ区の南部，D3j5区。

重複関係　本跡は第16・106・108・111号住居に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸5．92m，短軸5．22mの長方形である。

主軸方向　N－480－W

壁　壁高は12～24cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を巡っている。上幅16～20cm，下幅6～12cm，深さ6－8cmで，断面形はU字形をしている。
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第97図　第112号住居跡実測図

上29．。m

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」

床　全体的に平坦であるが，P5周辺の床は他の部分よりも4～6cmほど高くなっている。出入り口施設に伴

うピットから主柱穴の内側にかけて，特に踏み固められている。

ピット13か所（Pl～P13）。Pl及びP4は長径94～96cm，短径80～90cmの楕円形，深さ82～96cmで，それ

ぞれ底面が二つに分かれており，柱を立て替えたものと思われる。P2及びP3は径70－74cmの円形，深さ88

～92cmである。Pl～P4は規模や配列から主柱穴と考えられる。このうち，P3には隣接して柱を抜き取っ

たと思われる痕跡がある。P5は南東壁際中央部南寄りの逆U字状の隆起帯の内側に掘り込まれており，径32
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cmの円形，深さ38cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6及びP7は径30～44cmの円形，

深さ14～20cmで，炉を挟むように掘り込まれており，位置から炉に関連するピットと考えられる。P8～P13

は径38～46cmの円形，深さ16～28cmで，性格は不明である。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。二段掘り込みになっており，上段は径86cmの円形，深さ20cmで，下

段は径46cmの円形，深さ50cmで，床面から下段底面までの深さは70cmである。

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色
2　暗褐色
3　黒褐色
4　黒褐色
5　黒褐色
6　暗褐色

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
ローム粒子少量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

7　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，炭化粒子少量

炉　PlとP4を結ぶラインよりも中央部寄りに付設されており，長径92cm，短径74cmの楕円形で，床面を14

cm掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状をしており，火熱を受けて赤変硬化している。

炉土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック少量
2　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，炭化物中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量
3　暗褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量
5　暗赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
6　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土中ブロック少量

覆土　4層からなる。4層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子少量

遺物　土師器及びその小破片657点が出土している。覆土下層では，第98図4の椀がPlの東側から横位の状

態で，9の壷及び11の台付嚢がPlの北側から正位の状態で，17の甑が北西壁際から横位の状態でそれぞれ出

土している。床面では，1の椀がPlの南側から正位の状態で，5の器台が貯蔵穴の東側から横位の状態でそ

れぞれ出土している。ピットでは，2の椀がPlの覆土中から，7の壷がP3の覆土上層から横位の状態でそ

れぞれ出土している。また，6の相がPlの南側の床面及びPlの西側の覆土下層から散乱した状態で，16の

小形嚢がPlの南側の床面及びP13の上部の覆土下層から散乱した状態でそれぞれ出土している。その他にも

東区の覆土中から10の壷，南区の覆土中から3の椀，西区の覆土中から8の壷及び12・14の嚢，中央部付近の

覆土中から13・15の嚢がそれぞれ出土している。

所見　本跡は，主柱穴内から土器が出土していることや，柱の抜き取り痕があることから，住居廃棄時の様子

をうかがい知ることができる。本跡の時期は，出土遺物から4世紀第2四半期～第3四半期と考えられる。

第112号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 碑　　 考

第98図

1

椀 A　 14．8 底 部 は中央 が小 さ く凹む丸 底 で 口緑部内 ・外面嘩位のヘラ磨き。体 石英 ・雲母 P 252　 80％　 PL 76

土　 師　 器 B　　 5．8 ある。体部は内暫 しなが ら立ち上が 部外面縦位のへラ磨 き，内面放射状 明赤褐色 P l 南側床面

C　　 2．0 り，口緑部 との境 に弱い稜 をもつ。

口緑部は外反し，内面下端に稜 をも

つ。

のヘラ磨き。内 ・外面赤彩。 普通

2

椀 A　 12．6 底部は中央が小 き く凹む丸底 であ 口緑部内 ・外面横位のヘ ラ磨 き。体 雲母 ・赤色粒子 P 25 3　 80％　 PL 76

土　 師　 器 B －　　3．8 る。体部は内轡 しなが ら立 ち上 が 部外面縦位のヘラ磨 き，内面横位の 明赤褐色 P l 覆土中

C　　 2．0 り，口緑部 との境 に弱い稜 をもつ。

口縁部は外伸 し，内面下端に稜をも

つ。

へラ磨 き。内 ・外面赤彩。 普通
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第98因 椀 A 〔15．8〕底部欠損。体都は内轡しながら立ち ロ緑部外面縦位のパケ目調整後，横 長石・赤色粒子 P254　30％

3
土　師　器B （4．6）上がり，ロ緑部との境に弱い稜をも ナデ，内面横ナデ。体部外面横位の にぷい橙色 南区覆土中

つ。口緑郡は外反し，内面下端に稜

をもつ。

ヘラ削り，内面へラナデ。 普通

4

高　　　 珂こA 〔14．0〕杯郡上半からロ緑部にかけての破 ロ緑部外面縦位のパケ目調整後，横 石英・長石・雲母 P255　10％

土　師　器B （2．7）片。休部は内攣しながら立ち上がり，ナデ，内面横ナデ。体都内・外面へ にぷい褐色 P l東側覆土下層

ロ緑部は外傾する。 ラナデ。 普通
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r　図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第98図　－

5

器　　　 台 A　　 7．6 器受部は内攣 しなが ら立ち上が り， 口緑部内 ・外面横位のヘラ磨き。器 石英 ・長石 P 2 56　 95％　 P L 77

土　 師　 器 B　　 7．5 口緑部は直立す る。器受部中央は穿 受部外面斜位のヘラ磨 き，内面放射 赤褐色 貯蔵穴東側床面

D　 11．6 孔されている。脚部はハめ字状 に開 状のへラ磨 き。脚部外面縦位のへラ 普通

E　　 5．3 き，裾部は外反気味に広がる。脚部

中位に円形の透かし孔が 3 つ空 く。

磨き，内面横位のヘ ラ削 り，裾部内

面横ナデ。外面及 び器受部内面赤

彩。

6

柑 B （7．9） 口緑部欠損。底部は中央が小さく凹 体部外面横位のへラ磨き，下端横位 石英 ・長石 P 25 7　 50％　 P L 77

土　 師　 器 C　　 2．4 む丸底である。体部は下膨れ状を呈 のへラ臥 り，内面ナデ。外面及び頚 明赤褐色 P・1 南側床面，

し，最大径を下位にもつ。頚部は く

の字状に屈曲する。

部内面赤彩。 普通 P l 西側覆土下層

7

・＝ヒ．ヨ互 A　 12．4 口緑部片。口緑部は折 り返し口緑で， 口緑部外面斜位のへラ磨 き，内面横 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 26 1 10％　 P L 77

土　 師　 器 B （4．3） 外反気味に開く。 位のヘラ磨き。頸部外面縦位のパケ

目調整後，ナデ，内面横位のパケ目

調整後，ナデ。

にぷい褐色

普通

P 3 覆土上層

8

＝ヒ宝E A　 12．4 口緑部片。口緑部は折 り返し口緑で， 口緑部外面縦位のパケ目調整後，横 石英・長石 ・赤色粒子 P 262　 10％

土　 師　 器 B （4．2） 外反気味に開く。 ナデ，内面横位のパケ目調整。頚部

外面縦位のパケ目調整後，ナデ，内

面横位のパケ 目調整。

橙色

普通

西区覆土中

9

士宝E B （12．3） 底部か ら体部上半にかけての破 片。 体部外面斜位のパケ日調整，下端へ 石英 ・長石 P 263　 30％　 P L 77

土　 師　 器 C　　 5．0 底部 は中央がやや凹む平底である。

体部は球形を呈 し，最大径 を中位 に

もつ。

ラナデ，内面へ ラナデ。 橙色

普通

P l北側覆土下層

10

＝土ご∃互
由 （3．5） 底部片。平底。体部は内暫 しなが ら 体部外面 ナデ後，縦位のヘラ磨 き，・石英・長石・雲母・赤色粒子 P 2 58　　 5％

土　 師　 器 C　　 4．2 立ち上がる。 内面横位のパケ 目調整。 にぷい橙色

普通

東区覆土中

11

台　 付　 嚢 B （6．9） 台部か ら体部下端にかけての破片。‘体部外面縦位のパケ目調整，内面へ 石英 ・長石 P 2 64　 10％

土　 師　 器 E （4．6） 体部は外傾 しなが ら立ち上がる。台 ラナデ。台部外面縦位のパケ目調整， 橙色 P l 北側覆土下層

部はハの字状に開く。 内面横位のパケ目調整。 普通

12

嚢 A　 18．0 口緑部片。頚部 はくの字状に屈 曲す 口緑部外面縦位のパケ目調整後，横 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 26 6　 10％

土　 師　 器 B （4．7） る。口緑部は外反気味に開 く。 ナデ，内面横位のパケ目調整後，横

ナデ。体部外面斜位のパケ目調整，

内面へ ラナデ。

褐色

普通

西区覆土中

13

嚢 A 〔2 1．0〕 口緑部片。頚部は くの字状に屈曲す 口緑部外面縦位のパケ目調整後，横 石英 ・長石 P 26 7　　 5％

土　 師　 器 B （3．0） る。口緑部は外反気味に開 く。 ナデ，内面横ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土中

14

嚢 B （6．4） 底部か ら体部下半にかけての破片。 体部内 ・外面斜位のパケ 目調整。 石英 ・長石 P 26 8　 10％

土　 師　 器 C　　 6．4 底部は突出する平底である。休部は

内攣しなが ら立ち上がる。

にぷい褐色

普通

西区覆土中

15

嚢 B （2．0） 底部片。底部は中央がやや凹む平底 体部外面へラナデ，内面斜位のパケ 石英 ・長石 P 269　　 5％

土　 師　 器 C　　 4．6 である。体部は外傾 しながら立ち上

がる。

目．調整。 明赤褐色

普通

覆土中

16

小　 形　 棄 A 〔15．8〕 体部上 半か ら口緑 部にかけての破 口緑部外両横ナデ，内面横位のパケ 石英 ・長石 P 265　 20％

土　 師　 器 B （6．9） 片。体部は球形を呈 し，最大径を中 目調整後，横ナデ。体部外面斜位の にぷい橙色 P l 南側床面，

位にもつ。頚部はくの字状 に屈 曲す

る。口緑部は短く外傾して開く。

パケ目調整後，ナデ，内面へラナデ。

口緑部から頚部 にかけての内 ・外面

赤彩。

普通 ．P 13上部覆土下層

17

甑 A　 22．2 単孔式で，底部は突出する。体部は 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面ナ 長石 ・赤色粒子 P 272 ． 40％　 P L 77

土　 師　 器 B　 lO．8 鉢形を呈し，外傾 しながら立ち上が デ，下端へ ラナデ，内面へラナデ。 明赤褐色 北西壁際覆土下層

C　　 4．2 る。口緑部は折 り返し口緑で，外傾

して開く。

外面に輪積み痕が残る。 普通

第115号住居跡（第99図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D3f6区。

規模と平面形　東部は調査区城外に延びているため，確認できたのは長軸6．12m，短軸（1．9）mであるが，平面

形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－70－W〕
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第99図　第115号住居跡・出土遺物実測図

壁　壁高は44～50cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を巡っている。上幅14～16cm，下幅6～8cm，深さ4～6cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。主柱穴の内側が，特に踏み固められている0

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは二段掘り込みになっており，上段は径68cmの円形，深さ36cmで，下段は

径34cmの円形，深さ34cmで，床面から下段底面までの深さは70cmであるo Plは規模や位置から主柱穴と考え

られる。Plに隣接してP2があり，径50cmの円形，深さ20cmで，柱を抜き取った痕跡と思われる。

覆土　4層からなる。4層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・炭化粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中呈，ローム中ブロック少量

遺物　土師器及びその小破片101点が出土している。第99図1の鉢がPlの覆土上層から横位の状態で出土し

ている。

所見　本跡は，東部が調査区城外に延びているため，確認できたところが少なかったが，一辺が6m以上の比

較的大形の住居跡と思われる。また，主柱穴内から土器が出土していることや，柱の抜き取り痕があることか

ら，住居廃棄時の様子をうかがい知ることができる。本跡の時期は，出土遺物から7世紀第2四半期～第3四

半期と考えられる。
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第115号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 語　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第99図

1

鉢 A　 16．8 底部はやや丸み を帯 びる平底 であ 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面縦 石英・長石・赤色粒子 P 2 73 100％　 PL 77

土　 師　 器 B　 lO．2 る。体部は外傾しなが ら立ち上が り， 位 のヘラ削 り，内面上位横位のへラ にぷい黄褐色 P l 覆土上層

C　　 5．4 口緑部は外反して開 く。 磨 き，下位縦位のへラ磨 き。底部外

面へラ削 り，内面へラ磨 き。内・面黒

色処理。

普通

第116号住居跡（第100～102図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D3g4区。

重複関係　本跡は第117・118号住居，第4号溝に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺構よりも古い。

規模と平面形　長軸5．38m，短軸5．30mの方形である。

主軸方向　N－450－E

壁　壁高は26～42cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅16～20cm，下幅8～14cm，深さ6～8cmで，断面形はU字

形をしている。

床　南コーナー部から南西壁中央部にかけての床は，他の部分よりも4～6cmほど高くなっている。高い方の

床と，主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。また，床には南西壁際から中央部にかけ

て，溝が2条付設されており，長さ66～90cm，上幅20～30cm，下幅10～16cm，深さ10～14cmで，断面形は逆台形を

している。床面全体に，垂木と思われる炭化材が壁際から中央部に向かうような状態で遺存していた。

ピット　22か所（Pl～P22）。Pl～P4は径32～42cmの円形，深さ64～78cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。Pl～P4に隣接してP5及びP6，P8及びP9があり，径42～80cmの円形，深さ8～12cmで，い

ずれも柱を抜き取った痕跡と思われる。また，もう一つP2に隣接してP7があり，径44cmの円形で，深さ22cm

で，補助柱穴もしくは柱を立て替えたものと思われる。PlOは二段掘り込みになっており，上段は径40cmの円形，

深さ14cmで，下段は径18cmの円形，深さ16cmで，床面から下段底面までの深さは30cmである。PlOは位置から出入

り口施設に伴うピットと考えられる。Pll～P14は径22～46cmの円形，深さ12～50cmで，性格は不明である。P15

～P22は径24～40cmの円形，深さ12～34cmで，本跡に伴うピットと判断したが，第117・118号住居跡に伴うピット

の可能性も否定できない。いずれにせよ，P15～P22の性格は不明である。

貯蔵穴　南コーナー部の逆L字状の隆起帯の内側に付設されており，径84cmの円形，深さ52cmで，断面形は逆

台形をしている。

貯蔵穴土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物微量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
4　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

竜　南東壁中央部南寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ140cm，両袖幅72cmで，壁外への

掘り込みは26cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を12cm掘りくぼめており，

皿状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火

熱を受けて赤変硬化している。
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第100図　第116号住居跡実測図（1）
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第101図　第116号住居跡実測図（2）
0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一　一一1－－－1一一一　　　1

竃土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土小ブロック・炭化物微量
2　灰　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック中呈，粘土中ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子少量
4　赤　褐　色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
6　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
7　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
8　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
9　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
10　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・砂粒少量，炭化物微量
11褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
12　暗　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化物微量
13　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物・炭化粒子微量
14　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
15　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土中・小ブロック・炭化粒子微量
16　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック微量
17　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

覆土　5層からなる。5層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。4層から2層まではローム，

焼土及び炭化物の含有状況から人為堆積と思われ，1層は自然堆積と思われる。

土層解説
1　黒　褐　色

2　暗　褐　色
3　暗　褐　色

4　暗　褐　色
5　暗　褐　色

ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化物微量
焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック・炭化材・炭化物微量
ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，炭化材・炭化物微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，焼土小ブロック・粘土小ブロック微量
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遺物　土師器及びその小破片222点が出土している。覆十下層では，第102図2の鉢が竃の北側から壊れた状態

で出土している。床面では，1の椀が南西壁際から壊れた状態で出土している。

所見　本跡は，炭化材の検出状況や覆土の堆積状況から，焼失家屋と思われる。構造は，南西方向に出入り口

部を，南東方向に竃を有する住居跡で，内部施設としていわゆる「ベッド状施設」と呼ばれる一段高い床や，い

わゆる「間仕切り溝」と呼ばれる壁溝以外の溝を有しているなど，いくつか特徴的なものが見られる。燃焼施設

は，竃が導入された直後の初期竃である。本跡の時期は，出土遺物から5世紀第3四半期と考えられる。

∈〒〒≡刃
物

第102図　第116号住居跡出土遺物実測図

第116号住居跡遣物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm
・　－　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　－　　1　　　　　　　　－－　－　　　－　－

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第102図 杯 A　14．2 底部は中央がやや凹む平底である。口緑部内・外面横ナデ。休部及び底石英・雲母 P274　95％　PL77

土　師　器B　　7．5 体部は内攣しながら立ち上がり，口部外面横位のヘラ削り，内面ナデ後，橙色 西壁際床面

1 C　　5．0 縁部は外傾する。 縦位及び横位のヘラ磨き。口縁部外

面及び口縁部から体部上半にかけて

の内面赤彩。

普通

2

鉢 A 〔18．0〕底部欠損。休部は内攣しながら立ち口縁都内・外面横ナデ。体部内・外石英・長石 ・P275　10％

土　師　器B （7．6）上がる。口縁都は折り返し口縁で，

直立する。

面へラナデ。 にぷい赤褐色

普通

竃北側覆土下層

第119号住居跡（第103・104図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D3d4区。

重複関係　本跡は第4号溝に掘り込まれているため，本跡の方が第4号溝よりも古い。

規模と平面形　長軸4．04m，短軸4．00mの方形である。

主軸方向　N－310－W

壁　壁高は46～56cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅14～22cm，下幅8～12cm，深さ6～10cmで，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　8か所（Pl～P8）。Pl～P4は径36～58cmの円形，深さ44～68cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。このうち，P3内には柱を抜き取ったと思われる痕跡がある。また，P4に隣接してP5があり，

径56cmの円形，深さ30cmで，これも柱を抜き取った痕跡と思われる。P6は径32cmの円形，深さ32cmで，位置

から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P7は南東壁際に掘り込まれており，径22cmの円形，深さ10cm

で，位置からP6に準ずる出入り口施設に伴うピットと考えられる。P8は径74cmの円形，深さ26cmで，北東

コーナー部に掘り込まれているが，性格は不明である。

13こi・一一



明　石　遺　跡

第103図　第119号住居跡実測図

上＿28．8m
l

‾蝉へ
2

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

一一一一　・一一一一一一j

P8土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

竃　北西壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ132cm，両袖幅86cmで，壁外への掘り込

みは52C皿である。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を6cm掘りくぼめており，皿状を

している。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受

けて赤変硬化している。
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第104図　第119号住居跡出土遺物実測図

竃土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子・炭化粒子微量
5　褐　　色　粘土粒子中量，砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
6　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子・焼土小ブロック微量
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明　石　遺　跡

78910111213141516171819

暗褐色
暗赤褐色
黒　　色

暗褐色
暗赤褐色
極暗褐色
黒褐色
黒褐色

暗褐色

焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土中・小ブロック微量
焼土中・小ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
炭化粒子・焼土粒子中量
ローム粒子多量，粘土粒子・砂粒微量

焼土大ブロック多量
ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
ローム粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム中・小ブロック・焼土粒子微量
ローム粒子中量，粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・粘土小ブロック・砂粒少量

黒褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
黒褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中・小ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

覆土　7層からなる。7層及び6層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。5層から1層は自然

堆積である。

土層解説
1　黒褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　暗褐色
5　暗褐色
6　暗褐色
7　暗褐色

ローム粒子・焼土粒子少量
ローム粒子中量，ローム中・小ブロック．・焼土粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量
ローム粒子・焼土粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量

遺物　土師器及びその中破片428点が出土している。床面では，第104図1の杯が竃の西側から正位の状態で，

2の杯が竃の南側から正位の状態で，4の杯がPlの東側から壊れた状態で，5の杯が南コーナー部から横位

の状態で，6・8の甑が中央部から壊れた状態でそれぞれ出土している。また，3の杯が竃の東側の床面及び

Plの上面から散乱した状態で，7の甑が中央部の床面及び南西壁際の床面から散乱した状態でそれぞれ出土

している。

所見　本跡は，他の住居跡とは重複しておらず，床面から良好な状態で遺物が出土している。本跡の時期は，

出土遺物から7世紀第2四半期～第3四半期と考えられる。

第119号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第104図 杯 A　 12．8 丸底。体部は内攣しなが ら立ち上が 口縁部内 ・外面横ナデ。休部及び底 石英 ・長石 ・赤色粒子 P 280 100％　 PL 77

1 土　 師　 器 B　　 3．8 り， 口緑部 との境に弱い稜 をもつ。 部外面横位のへラ削 り，．内面横ナデ。 黒褐色 竃西側床面

口緑部は直立する。 内 ・外面黒色処理。 普通

2

ま不 A　 12．0 丸底。体部は内攣しなが ら立 ち上が 口緑部内 ・外面横ナデ。体部及び底 長石 ・雲母・赤色粒子 P 281　 80％　 PL 77

土　 師　 器 B　　 3．5 り，口緑部との境に明瞭な稜をもつ。 部外面横位のヘラ削 り，内面横ナデ。 黒褐色 竃南側床面

口緑部は直立する。 内 ・外面黒色処理。 普通

3

杯 A 〔14．2〕 丸底。体部は内攣 しなが ら立ち上が 口縁部内 ・外面横ナデ。体部及び底 石英 ・長石 P 282　 70勿　 PL 77

土　 師　器 B　　 4．8 り，口緑部との境に弱 い稜 をもつ。 部外面横位のヘ ラ削 り，内面放射状 にぷい橙色 竃東側床面，

口緑部は直立する。 のヘラ磨き。口緑部外面及び内面黒

色処理。

普通 P l 上面

4

杯 A　 ll．2 丸底。体部は内攣 しなが ら立ち上が 口緑部内 ・外面横ナデ。体部及び底 長石 ・雲母 P 28 3　 70％　 PL 77

土　 師　器 B　　 5．2 り，口緑部との境 に稜 をもつ。口緑

部は内傾する。

部外面横位のへラ削 り，内面横ナデ。 にぷい黄褐色

普通

P l 東側床面

5

杯 A 〔12．6〕 底部一部欠損。丸底。体部は内攣 し 券面が荒れているため調整は不明で 石英 ・赤色粒子 P 28 4　 30％　 PL 77

土　 師　器 B　　 4．0 ながら立ち上が り，口緑部との境に あるが，口緑部内 ・外面横ナデ，体 にぷい橙色 南コ「ナ一部床面

弱い稜をもつ。口癖部は直立する。 部及び底部外面横位のヘ ラ削り，内

面ナデと思われる。

普通 （二次焼成）

6

甑 A 〔27．6〕 無底式。休部は外傾しなが．ら立ち上 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 石英 ・長石 ・雲母 P 28 6　 40％　 PL 77

土　 師　 器 B　 26．5 が り，上半はほぼ直立 し，頚部に至 ラナデ，内面ナデ，下端横位のヘラ 明赤褐色 中央部床面

C 〔11．8〕 る。口縁部は外反気味に開く。 削り。 普通
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図版番号 器　　 種 計測値匝） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・一色調 ・焼成 備　　　　 考

第104図 甑 A 〔27．0〕 体部上 半か ら口緑部にかけての破 口緑部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 石英 ・長石 ・雲母 P 285　 10％

土　 師　 器 B （13．0） 片。体部はほぼ直立 しながら立ち上 面へラナデ。 にぷい黄橙色 中央部床面，

7 が り，頚部に至る。口緑部は外反気

味 に開き，端部をわずかにつ まみ出

している。

普通 南西壁際床面

8

甑 B （16．7） 底部か ら体 部下半にかけての破片。 体部外面上位ナデ，下位縦位のヘ ラ 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 287　 20％

土　 師　 器 C 〔14．4〕 無底式。体部 は外傾 しなが ら立ち上 磨 き，内面上位へラナデ，下位横位 にぷい橙色 中央部床面

がる。 のヘラ磨 き，下端横位のヘラ削 り。 普通

第122号住居跡（第105～107図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D2gO区。

重複関係　本跡は第20～23・120・121・152・153号住居，第78～80号土坑に掘り込まれているため，本跡の方・

がこれらの遺構よりも古い。

規模と平面形　長軸6．50m，短軸6．42mの方形である。

主軸方向　N－150－E

壁　壁高は18～24cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を巡っている。上幅16～26cm，下幅8～14cm，深さ4～12cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。また，床には北壁際から中央部にかけ

て，西壁に平行する溝が1条付設されている。長さ（160）cm，上幅26～30cm，下幅10～14cm，深さ4～8cmで，

断面形は逆台形をしている。

ピット　26か所（Pl～P26）。Pl～P4は径26～36cmの円形，深さ40～56cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。このうち，Pl内には柱を抜き取ったと思われる痕跡がある。P5～P26は径24－54cmの円形，深

さ10～42cmで，性格は不明である。

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1と貯蔵穴2は重複関係にあり，貯蔵穴1の方が貯蔵穴2よりも新しい。貯蔵穴1は

南東コーナー部に付設されており，径84cmの円形，深さ32cmで，断面形は逆台形をしている。貯蔵穴2は貯蔵

穴1の東側に付設されており，一辺84cmの隅丸方形，深さ46cmで，断面形は逆台形をしている○

貯蔵穴1土層解説
1　黒　褐

2　暗　褐
3　暗　褐

貯蔵穴2土層解説

4　暗　褐
5　暗　褐

6　褐

色　ロー

色　ロー
色　ロー

色　ロー

色　ロー
色　ロー

ム粒子少量，ローム中・小ブロック・焼土粒子微量
ム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
ム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

ム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物微量
ム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
ム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

炉　2か所。炉1はPlとP4を結ぶラインよりも北壁寄りのほぼ中央に付設されており，直径80cmの円形

で，床面を12cm掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状をしており，火熱を受けて赤変硬化している。炉2

は中央部に付設されており，直径46cmの円形で，床面を6cm掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状をして

おり，火熱を受けて赤変硬化している。

炉1土層解説
1暗　赤褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子微量
2　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量
3　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子多量，ローム小ブロック中量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
5　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量

炉2土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子少量

2　暗赤褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子多量
3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック少量，炭化粒子微量
4　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
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第105図　第122号住居跡実測図

覆土　2層からなる。2層とも自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

一138－
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第106図　第122号住居跡出土遺物実測図（1）
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第107図　第122号住居跡出土遺物実測図（2）

第122号住居跡遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

－11－－　－－－　一一」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　考

第106園士不A〔14．2〕底部欠損。休部は内攣しながら立ちロ緑部内・外面横ナデ。体部外面横石英・長石 P317　10％

1
土　師　器B（3．0）上がり，口縁部との境に弱い稜をも位のヘラ削り，内面へラナデ。内・赤色 南壁際覆土中層

つ。口緑部は外傾し，内面下端に稜

をもつ。

外面赤彩。 普通

2

杯A〔15．4〕休部上半からロ縁部にかけての破口緑部内・外面横ナデ。休部外面横石英・長石・雲母P318　10％

土　師　器B（2．7）片。体部は内暫しながら立ち上が

り，口緑部との境に弱い稜をもつ。

口緑部は外傾し，内面下端に稜をも

つ。

位のヘラ削り，内面へラナデ。橙色

普通

貯蔵穴1上部覆土下層

3

大　形　坤こA〔16．6〕丸底。体部は内暫しながら立ち上が口緑部内・外面横ナデ。体部外面ナ石英・長石・赤色粒子P315　50％　PL77

土　師　器B　　6．6る。口縁部は外傾し，内面下端に稜デ，内面へラナデ。底部外面横位の橙色 貯蔵穴2覆土中層

をもつ。 ヘラ削り。外面に輪積み痕が残る。普通

4

椀A　ll．4丸底。体都は内野しながら立ち上が口緑部内・外面横ナデ。体部外面ナ石英・長石 P319　60％　PL78

土　師　器B　　7．4り，口緑部との境に弱い稜をもつ。デ，内面へラナデ。休部下端及び底明赤褐色 南壁際覆土中層

口緑部は直立し，内面下端に弱い稜

をもつ。

部外面横位のヘラ削り。内・外面赤

彩。

普通

5

椀A〔14．2〕底部欠損。休部は内野しながら立ち口縁部内・外面横ナデ。休部外面ナ石英・長石 P316　40％　PL78

土　師　詰B（7．0）上がり，ロ緑部との境に弱い稜をもデ，内面へラナデ。体部下端横位のにぷい橙色 Pl東側覆土下層

つ。口緑部は外傾し，内面下端に稜

をもつ。

ヘラ削り。 普通

－140



図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の・特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第106図 高　　　 杯 A　 16．2 脚部欠損。杯部下端に稜 をもつ。体 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面ナ 石英 ・長石 ・雲母 P 320　 60％　 PL 78

6
土　 師　 器 B （6．6） 部 は外傾 しなが ら立ち上が り，口縁 デ，内面へ ラナデ。杯部下端縦位の 暗赤争 南壁際覆土中層

E （1．4） 部 との境に弱い稜をもつ。口緑部は

直立する。

ヘラ削 り。内 ・外面赤彩。 普通

7

高　　　 杯 A　 18．4 脚部欠損d 杯部下端に稜 をもつ。体 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面ナ 石英 ・長石 ・雲母 P 321　 50％　 PL 78

土　 師　 器 B （7．4） 部 は外傾 しなが ら立ち上が．り，口緑 デ，内面へ・ラナデ。杯部下端縦位の 橙色 P 4 上部覆土下層

E （1．2） 部に至る。 へラ削 り。内 ・外面赤彩。 普通

8

高　　　 杯 A 〔16．8〕 杯 部上半か ら口緑部 にか けての破 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面ナ 石英 ・長石 P 322　 10％

土 ．師　 器 B （3．8） 片。体部は外傾しなが ら立ち上がり，

口緑部に至る。

デ，内面へラナデ。 橙色

普通

北東区覆土中

9

高　　　 杯 B （11．1） 脚部から杯部下半 にかけての破片。 体部内 ・外面へラナデ。杯部下端縦 石英．・長石－・雲母 － P 323　 70％　 PL 78

土　 師　 器 E （7．2） 杯部下端 に稜をもつ云体部は外傾 し 位のへラ削 り。脚部外面縦位のヘ ラ 暗赤褐色 P 2北側覆土下層

ながら立 ち上がる。脚部は中空で，

エンタシス状を呈 し，裾部はハの字

状に開く。

磨 き，内面ナデ。裾部内両横ナデ。 普通

10

高　　　 杯 B （10．5） 脚部から杯部下半 にかけての破片。 体部内 ・外面へラナデ。杯部下端縦 石英 ・長石 P 324　 60％　 PL 78

土　 師　 器 E （7．0） 杯部下端に稜をもつ。休部は外傾 し 位のへラ削 りも脚部外面縦位のへラ 橙色 P 3東側覆土下層 ．

なが ら立 ち上がる。脚部は中空で，

エ ンタシス状を里 し，裾部はハの字

状に開く。

磨 き，内面横位のヘラ削 り。裾部内

面横ナデ。

普通

11

高　　　 杯 B （5．5） 脚部片。脚部は中空で，エ ンタシス 器面が荒れているため調整は不明で 石英 ・長石 P 325　 10％

土　 師　 器 E （5．0） 状を呈する。 あるが，脚部外面縦位のヘ ラ磨 き，

内面ナデと思われる。

暗赤褐色

普通 （二次焼成）

南西区覆土中

12

柑 A　 lO．6 平底。体部はやや扇平気味の球形を 口緑部外面上位横ナデ，下位ナデ， 石英 ・長石 P 32 6 100％　 PL 7 8

土　 師　 器 B　 13．9 呈 し，最大径を中位にもつ。頸部は‘内面上位横ナデ，下位へ ラナデ。体 赤色 東壁際覆土下層

C　　 4．6 くの字状に屈曲する。口緑部は外傾

して開き，端部は直立する。

部外面上位ナデ，下位横位のヘラ磨

き，下端横位のヘラ削 り，内面ナデ。

外面及び口緑部内面赤彩。

普通

13

柑 A　　 9．2 丸底。体部はやや扇平気味の球形を 口緑部外面縦位のヘ ラ磨 ‘き，内面横 石英・長石・赤色粒子 P 32 7　 60％　 P L 79

土　 師　 器 B ．14．5 呈 し，最大径を中位にもつ。頚部は 位のヘ ラ磨 き。体部外面上位ナデ， 橙色 中央部床面

くの字状に屈曲する。口緑部は外傾

して開 く。

下位横位のヘラ削 り，内面ナデ。 普通

14

柑 B （14．0） 丸底。体部はやや扁平気味の球形 を 口緑部外面縦位のヘ ラ磨 き，内面へ 石英 ・長石
P 32 8　 80％　 PL 79

P l 北側床面，
土　 師　 器 呈 し，最大径を中位にもつ。頚部は ラナデ。体部外面上位ナデ，下位横 橙色

P l 南側床面
くの字状に屈曲する。口線部は外傾

して開き，上位 に段を有する。

位のヘラ削 り，内面ナデ。 普通

15

嚢 A　 18．2 底部は突出する平底である。体部は 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面上 石英 ・長石 P 340 10 0％　 PL 78

土　 師　 器 B　 29．6 球形を呈 し，最大径を中位にもつ。 位へラナデ，下位斜位のヘラ磨 き， 橙色 貯蔵穴 1 覆土中層，

C　　 7．8 頸部はくの字状に屈曲する。口緑部

は外反気味に開く。

下端へラナデ，内面へラナデ。 普通 貯蔵穴 2 覆土中層

第107図 嚢 A 〔21．8〕 底部欠損。体部は内攣 しなが ら立ち 口緑部内 ・外面横ナデ，体部外面上 石英・草石・赤色粒子 P 331　 30％

土　 師　 器 B （19．4） 上が り，最大径を上位 にもつ。頚部 位ナデ，下位斜位のヘラ削 り，内面 明赤褐色 P lO北側床面，

16 は緩やかに屈曲す る。ロ緑部は折 り

返 し口線状 を呈 し，外反気味に開

く。

ヘラナデ。外面に輪積み痕 ・指頭痕

が残る。

普通 P lO上面

17

嚢 A 〔20．0〕 底部欠損。．体部は内攣 しなが ら立ち 口緑部内 ・外面横ナデ，体部外面上 石英 ・長石 P 330　 30％　 PL 78

土　 師　 器 B ’（16．6） 上が り，最大径を中位 にもつ。頚部 位ナデ，下位斜位のヘラ削‘り，内面 橙色 P lO西側床面，

は緩やかに屈曲す る。口緑部は折 り

返 し口線状 を呈 し，外反気味 に開

く。

′ヘラナデ。外面に指頭痕が残る。 普通 P lO上面

18

嚢 A　 20．0 頚部から口緑部にかけての破片。頚 口緑部外面へラナデ後，横ナデ，内 石英 ・長石 P 332　 20％　 PL 78

土　 師　 器 B （6．0） 部 はくの字状に屈曲する。体部は内 面横ナデ。体部内 ・外面へラナデ。 明赤褐色 P 15南側床面，

攣 しなが ら立ち上がる。口縁部は外

反気味に開 く。

普通 P 16北側床面
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図版番 号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 107図 嚢 B （3．2） 底 部 片。 平底 。体 部 は外 傾 しな が ら 体 部外 面縦 位 のへ ラ削 り，内 面へ ラ 石英 ・長石 P 333　 10％

19 土　 師　 器 C　　 6．6 立 ち上 がる。 ナデ。 明赤 砲色

普通

貯 蔵穴 1 覆土 下層 ，

貯蔵穴 1上部覆土下層

20

小　 形　 嚢 A　 12．6 平 底。 休 部 は球形 を呈 し，最 大径 を 口緑 部 内 ・外面 横 ナデ 。体 部外 面上 石英 ・長石 P 3 29 100％　 P L 78

土　 師　 器 B　 14．6 中位 に もつ 。 頚部 は くの 字状 に屈 曲 位 ナデ ，下 位横 位 のへ ラ削 り， 内面 明赤褐 色 P 2 1上 面

C　　 5．0 す る9　口緑 部 は外反気 味 に開 く。 へ ラナデ。 普通

遺物　土師器及びその中破片300点が出土している。覆土中層では，第106・107図1の椀及び6の高杯が南壁

際から横位の状態で，4の椀が南壁際から壊れた状態でそれぞれ出土している。覆土下層では，2の椀が貯蔵

穴1の上部から横位の状態で，5の椀がPlの東側から横位の状態で，7の高杯がP4の上部から正位の状態

で，9の高杯がP2の北側から横位の状態で，10の高杯がP3の東側から横位の状態で，12の相が東壁際から

正位の状態でそれぞれ出土している。床面では，13の相が中央部から壊れた状態で出土している。貯蔵穴及び

ピットでは，3の椀が貯蔵穴2の覆土中層から斜位の状態で，20の小形嚢がP21の上面から横位の状態でそれ

ぞれ出土している。また，14の相がPlの北側の床面及びPlの南側の床面から散乱した状態で，15の嚢が貯

蔵穴1の覆土中層及び貯蔵穴2の覆土中層から散乱した状態で，16の嚢がPlOの北側の床面及びPlOの上面か

ら散乱した状態で，17の嚢がPlOの西側の床面及びPlOの上面から散乱した状態で，18の嚢がP15の南側の床

面及びP16の北側の床面から散乱した状態で，19の嚢が貯蔵穴1の覆土下層及び貯蔵穴1の上部の覆土下層か

ら散乱した状態でそれぞれ出土している。その他にも北東区の覆土中から8の高杯，南西区の覆土中から11の

高杯がそれぞれ出土している。

所見　本跡は，一辺が6m以上の比較的大形の住居跡で，内部施設としていわゆる「間仕切り溝」と呼ばれる

壁溝以外の溝を有しているなど，いくつか特徴的なものが見られる。本跡の時期は，出土遺物から5世紀第2

四半期と考えられる。

第160号住居跡（第108・109図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D2aO区。

重複関係　本跡は第155・163号住居に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸4．36m，短軸4．18mの方形である。

主軸方向　N－60－W

壁　壁高は36～38cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅16～24cm，下幅10～16cm，深さ6～12cmで，断面形は逆台

形をしている。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

ピット　8か所（Pl～P8）。Pl～P3は径56～60cmの円形，深さ36～46cmである。P4は二段掘り込みに

なっており，上段は径56cmの円形，深さ20cmで，下段は径20cmの円形，深さ26cmで，床面から下段底面までの

深さは46cmである。Pl二p4は規模や配列から主柱穴と考えられる。P5は径38cmの円形，深さ44cmで，位

置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P5に隣接してP6があり，径32cmの円形，深さ30cmで，補

助柱穴もしくは柱を立て替えたものと思われる。P7及びP8は径24～28cmの円形，深さ12～30cmで，性格は

不明である。
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第108図　第160号住居跡実測図

竃　北壁中央部東寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ170cm，両袖幅96cmで，壁外への掘

り込みは70。mである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を卸cmほど皿状に掘り込んだ

後，埋め戻した上に形成されている。煙道部の平面形は逆U字形で，媛やかに外傾しながら立ち上がる0袖部

内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。
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明　石　遺　跡

竃土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土小ブロック・粘土小ブロック微量
3　灰黄褐　色　粘土粒子多量，粘土小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土中ブロック・砂粒少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
4　にぷい褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，焼土中ブロック・粘土小ブロック・砂粒少量，ローム粒子・粘土中ブロック微量
5　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
6　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量
7　にぷい褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，焼土中ブロック・粘土小ブロック・砂粒少量，ローム粒子微量
8　褐　　　　色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック微量
9　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量　　　　　　　′
10　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
11灰　褐　色　ローム大ブロック多量
12　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック微量
13　にぷい褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
14　褐　　　　色　粘土粒子中量，ローム粒子・粘土小ブロック少量，焼土粒子少量
15　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・砂粒少量，ローム小ブロック微量
16　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
17　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
18　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量
19　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
20　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・粘土粒子・砂粒微量
21褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量

覆土　6層からなる。6層及び5層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。4層から1層は自然

堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック微量

ローム粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック少量，焼土中ブロック・炭化粒子・粘土中ブロック微量

遺物　土師器及びその小破片502点，砥石1点，鉄釘2点が出土している。床面では，第109図2の杯がP5の

南側から逆位の状態で出土している。壁溝では，3の砥石が南壁溝の上面から出土している。また，1の杯が

竃の燃焼部，中央部の床面及びPlの北側の覆土下層から散乱した状態で出土している。その他にも北西区の

覆土中から5の鉄釘，中央部付近の覆土中から4の鉄釘がそれぞれ出土している。

所見　本跡は，床面及び竃内から出土したそれぞれの杯の破片が接合関係にあることから，住居を廃棄するに

当たって，意図的に破砕した杯を，一方は床の上に放置し，もう一方は竃の中に埋納するという祭祀行為が行

われた可能性が考えられる。本跡の時期は，出土遺物から7世紀第2四半期～第3四半期と考えられる。

第160号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第109図 杯 A　 15．0 底部欠損。体部は内攣 しなが ら立ち 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面横 石英 ・長石 P 39 6　 3 0％　 PL 79

‘1 土　 師　 器 B （3．6） 上が り，口緑部 との境に弱い稜 をも 位のヘラ削 り，内面横ナデ。 橙色 竃燃焼部，中央部床面，

つ。白線部は外傾する。 普通 P l北側覆土下層

2

ゴ不 A 〔14．0〕 底部欠損。体部は内攣 しながら立ち 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面横 長石 ・赤色粒子 P 397　 10％

土　 師　 器 B （3．1） 上が り，口緑部 との境に弱い稜をも 位のヘラ削 り，内面横ナデ。内 ・外 黒色 P 5南側床面

つ。口緑部は外傾し，端部に内削ぎ

状の稜をもつ。

面黒色処理。 普通

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量 （g ）

第109．図 3 砥　　　 石 11．6 2．4 4．0 24 5．1 凝　 灰　 岩 南壁溝上面 Q 9　　　　　　　　 PL lll

図版番号 種 ．別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm） 太さ（cm ） 重量（g．）

第109図4 鉄　　　 釘 （2．4） 0．9 ×0．7 （1．3） 覆土中 先部欠損　 M 19　　 PL 113

5 鉄　　　 釘 （3．3） 0．7 ×0．7 （2．7） 北西区覆土中 基部欠損　 M 20　　 PL 113
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第161号住居跡（第110・111図）

位置　調査I区，C2aO区。

規模と平面形　長軸3．52m，短軸2．96mの長方形である。

主軸方向　N－350－W

壁　壁高は18～28cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅14～24cm，下幅6－14cm，深さ6－12cmで，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。南東壁寄りの床面を中心に，垂木と思われる炭化材が壁際から中央部に向かうような状態で遺

存していた。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径20～24cmの円形，深さ16～24cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P5は径22cmの円形，深さ16cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる0

竃　北西壁中央部北寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ78cm，両袖幅88cmで，壁外への掘

り込みは42cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を8cm掘りくぼめており，皿

状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱

を受けて赤変硬化している。

竃土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
2　灰褐色　粘土小ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
3　灰褐色　ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　極暗褐色　ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
6　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
7　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
8　灰褐色　粘土小ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
9　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量

覆土　7層からなる。7層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。6層から1層まではロ‾ム・

焼土及び炭化物の含有状況から人為堆積と思われる。

土屑解説
1黒褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック・炭化粒子少量
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」L29．4m

5　黒褐色　炭化物・炭化粒子中量，ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中呈，ローム中ブロック少量
7　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，粘土粒子微量

第111図　第161号住居跡出土遺物実測図

第161号住居跡遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　1m
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図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　考

第111図杯A　13．0丸底。体部は内暫しながら立ち上が口縁部内・外面横ナデ。体部及び底石英・長石・雲母P818　90％　PL79

1
土　師　器B　　5．0り，口緑部との境に明瞭な稜をもつ。部外両横位のヘラ削り，内面放射状にぷい橙色 P2西側覆土下層

口緑部は直立する。 のヘラ磨き。口縁部内・外面黒色処

理。

普通

2

土不A　ll．8丸底。体部は内野しながら立ち上が口緑部内・外面横ナデ。休部及び底石英・長石 P819　95％　PL79

土　師　器B　　3．8り，口緑部との境に弱い稜をもつ。部外面横位のヘラ削り，内面放射状橙色 P2西側覆土下層

ロ緑部は直立する。 のヘラ磨き。 普通

3

杯A　lO．4丸底。休部は内暫しながら立ち上が口緑部内・外面横ナデ。体部及び底石英・雲母・赤色粒子P820　60％　PL79

土　師　器B　　3．9り，口緑部との境に弱い稜をもつ。

ロ緑部は直立する。

部外面横位のヘラ削り，内面横ナデ。赤灰色

普通

P2西側覆土下層

4

杯A〔12．2〕丸底。体部は内野しながら立ち上が口緑部内・外面横ナデ。休部及び底石英・長石・雲計赤色粒子P821　60％　PL79

土　師　器B　　5．5り，口縁部は外傾する。 部外面横位のヘラ削り，内面ナデ。赤褐色

普通

P2西側覆土下層
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遺物　土師器及びその小破片54点が出土している。第111図1・2・3・4の杯がP2の西側の覆土下層から

正位の状態でそれぞれ出土している。

所見　本跡は，炭化材の検出状況や覆土の堆積状況から，焼失家屋と思われる。本跡の時期は，出土遺物から

7世紀第2四半期～第3四半期と考えられる。

第164号住居跡（第112図）

位置　調査Ⅲ区，F3C5区。

第112図　第164号住居跡実測図
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重複関係　本跡が第54号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第54号住居跡よりも新しい。また，第56号

住居に掘り込まれているため，本跡の方が第56号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸4．84m，短軸4．52mの方形である。

主軸方向　N－140－W

壁　壁上部が第56号住居に掘り込まれており，現存している壁高は2～6cmである。床面から遺構確認面まで

は24～30cmで，壁はほぼ垂直に立ち上がっていたものと考えられる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅16～22cm，下幅6～12cm，深さ6～12cmで，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　8か所（Pl～P8）で，Pl～P4は第56号住居跡のピットとほぼ同じ位置に掘り込まれていたも

のと考えられる。Pl～P4は径70～94cmの円形，深さ64～78cmで，規模や配列から主柱穴と考えられる。P

5は径30cmの円形，深さ16cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6及びP7は径52～56

cmの円形，深さ26～40cmで，それぞれPlとP2，P3とP4を結ぶライン上のほぼ中央に掘り込まれており，

位置や配列から主柱穴に準ずる補助柱穴と考えられる。P8は径40cmの円形，深さ34cmで，PlとP4を結ぶ

ライン上のほぼ中央に掘り込まれており，位置や配列から同じく補助柱穴と考えられる。

竃　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ96cm，両袖幅100cmで，壁外への掘り込み

は22cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面とほぼ同じレベルで，浅い皿状をし

ている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熟を受け

て赤変硬化している。

覆土　大部分を第56号住居に掘り込まれているため，覆土の堆積状況を確認することができなかった。

遺物　土師器の小破片40点が出土しているが，いずれも細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は，大部分を第56号住居に掘り込まれているため，遺存していたところが少なく，出土遺物も少な

かったが，重複している第56号住居跡と方向が近似し，時期的にも近いことから，この2軒は，本跡→第56号

の順に，拡張されたものと想定される。本跡の時期は，出土遺物及び重複関係から7世紀代と考えられる。

第177号住居跡（第113・114図）

位置　調査I区，A2j7区。

重複関係　本跡は第178号土坑に掘り込まれているため，本跡の方が第178号土坑よりも古い。

規模と平面形　南部は大規模な撹乱を受けているため，確認できたのは長軸4．20m，短軸（2．4）mであるが，平

面形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－270－W〕

壁　壁高は22～26cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南西壁下及び竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅18～22cm，下幅8～12cm，深さ4－8cmで，断

面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。
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第113図　第177号住居跡実測図

ピット　2か所（Pl・P2）。Pl及びP2は径28cmの円形，深さ24～28cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。

竃　北西壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ10短m，両袖幅鍋cmで，壁外への掘り込

みは56cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面とほぼ同じレベルで，浅い皿状を

している。煙道部の平面形は逆U字形で，横やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受

けて赤変硬化している。

竃土屑解説
1暗褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・砂粒少量

3　灰褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・砂粒少量
4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
6　褐　　色　ローム粒子中量，粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
7　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

8　赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量
9　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
10　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

覆土　2層からなる。2層とも自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

遺物　土師器及びその小破片42点が出土している。壁溝では，第114図2の嚢が北西壁溝の上面から正位の状

態で出土している。竃では，1の杯が南西袖から逆位の状態で出土している。

所見　本跡は，南部が大規模な撹乱を受けているため，遺存していたところが少なかったが，床面及び竃から良

好な状態で遺物が出土している。本跡の時期は，出土遺物から7世紀第2四半期～第3四半期と考えられる。
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第114図　第177号住居跡出土遺物実測図

第177号住居跡遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm」

図版番号器　料計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　考

第114図 杯 A　11．6丸底。体部は内攣しながら立ち上が器面が荒れているため調整は不明で石英・赤色粒子 P870　80％　PL79

1
土　師　器B　　3．5り，口緑部との境に弱い稜をもつ。あるが，口縁部内・外面横ナデ，体にぷい橙色 竃西袖部

口緑部は直立する。 部及び底部外面横位のベラ削り，内

面ナデと思われる。

普通（二次焼成）

2

嚢 B（4．1）底部片。平底。体部は外傾しながら体部外面縦位のへラ磨き，内面へラ石英・長石・雲母P871 10％

土　師　器C　　8．4立ち上がる。 ナデ。底部外面へラ磨き。 明赤褐色

普通

北西壁溝上面

（2）土坑

第44号土坑（第115・116図）

位置　調査Ⅲ区，E3h7区。

規模と平面形　径0．70mの円形で，深さ44cmである。

壁面　ほぼ垂直に立ち上がり，断面は逆台形である。

底面　平坦である。

覆土　4層からなる。ロームブロックの含有量が多いことや不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子微量
4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器及びその小破片7点が出土している。第116図1の高杯は横位の状態で，2の小形嚢は逆位の状

態で，ともに東側壁際の覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から前期の4世紀後半と考えられる。
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第115図　第44・57・182号土坑実測図
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第57号土坑（第115・116図）

位置　調査Ⅲ区，E3h6区。

重複関係第71号住居跡を掘り込んでおり，第71号住居跡より新しい。

規模と平面形　長径2．22m，短径1．11mの楕円形で，深さ61cmである。

長径方向　N－670－W

壁面　ほぼ垂直に立ち上がり，短径方向の断面は逆台形である。

底面　平坦である。

覆土　5層からなる。ロームブロックの含有量が多いことや不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説
1黒褐色　ローム大ブロック・焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，ローム小ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，ローム中ブロック微量
4　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量
5　褐　色　　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

遺物　土師器及びその中破片37点が出土している〇第116図1の土師器嚢は，中央部からやや東側壁寄りの覆

土上層から壊れた状態で出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から前期の4世紀後半と考えられる。

第182号土坑（第115・116図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D2d8区。

重複関係第170・181号土坑に掘り込まれており，これらの土坑より古い。

規模と平面形　長径1．35m，短径1．22mの楕円形で，深さ56cmである○

長径方向　N－730－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　7層からなる。焼土粒子，炭化粒子及びロームブロックの含有状況やブロック状の堆積状況から人為堆

積と思われる。

土層解説
1　黒褐色

2　黒褐色
3　黒　色

4　暗褐色
5　暗褐色

6　褐　色
7　暗褐色

焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
灰多量，焼土粒子・ローム粒子少量，焼土大ブロック微量
炭化粒子多量，炭化物中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム大・中・小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子微量
ローム粒子多量，ローム大・小ブロック中量
ローム粒子多量，ローム大・小ブロック中量，ローム中ブロック少量
ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

遣物　土師器及びその中破片37点が出土している。第116図1の土師器嚢は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から後期の7世紀後半と考えられる。

第44号土坑出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 埠　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第116図 高　　　 塀 A 〔12．0〕 杯部片。体部は内攣 しなが ら立ち上 ロ緑部内 ・外面痍ナデ。杯部外面斜 石英 ・長石 ・雲母 P 11 18　　　　 10％

1 土　 師　 器 B （3．6） が り，口緑部に至る。 位のパケ 目調整，内面横ナデ。口緑

部外面及び内面赤彩。

黒褐色

普通

東壁際の覆土上層

2

小　 形　 嚢 B （2．7） 底部片。底部は平底で，突出する。 休部外面パ ケ日調整，内面ナデ。体 石英・長石・雲母・白色粒子 P l1 19　　　　　 5％

土　 師　 器 C　　 5．4 体部は内攣しなが ら立ち上がる。 部外面下端へラ削 り。 にぷい黄褐色

普通

東壁際の覆土上層
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第116図　第44・57・182号土坑出土遺物実測図

第57号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測億（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第116図

1

要 A　 23．6 底部は平底で，やや突出する。体部 口縁部外面斜位のパケ目調整後，横 石英 ・長石 ・雲母 P l120　6 0％　 P L 79

土　 師　 器 B （23．4） は球形を呈 し，最大径を中位にもつ。 ナデ，内面横位のパケ目調整後，横 にぷい褐色 中央部東壁寄 り覆土

頚部はくの字状に屈 曲する。口緑部

は外反気味に開く。

ナデ。体部外面斜位のパ ケ目調整，

内面へラナデ。体部下位内面パケ目

調整。

普通 上層

第182号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第116図 変 A 〔15．8〕 体郡上半か らロ緑部 にか けて の破 ロ縁部及び頸部内 ・外面構ナデ。体 石英 ・長石 ・雲母 P l lO 3　 5％

1
土　 師　 器 B （4．5） 片。体部は内攣しながら立ち上がる。

頚部は くの字状に屈曲す る。口緑部

は外反気味に開 く。

部外画ナデ，内面横位のヘラ削 り。 にぷい褐色

普通

覆土中

（3）溝

古墳時代の溝は，第14号溝の1条だけである。平面図は付図に示し，別に遺物出土状況について部分図を掲

載する。

第14号溝（第117～120図・付図）

位置　調査Ⅱ区北部，B2jO～D3j7区。

重複関係　本跡が，第105・111号住居跡を掘り込んで構築されており，これらの住居跡より新しい。また，第
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第118図　第14号溝実測図（2）

131・133・134・136・138・144・158号住居，第2号大形土坑，第71・119・199・120・214・217号土坑，第

4・5・18号溝に掘り込まれており，これらの遺構より古い。

規模と形状　北側は撹乱されており，また，東側は調査区城外になるため規模は不明であるが，北から南へ延

び，確認された長さは93．0mである。上幅0．60～1．40m，下幅0．40～1．00m，深さ14～48cmである。断面はU字

形であり，底面はほぼ平坦である。

方向　B2jO区から南東（N－220－W）へ89．5mほど直線的に延び，D3j7区付近で東方向（N－710－E）へほ

ぼ直角に曲がり，調査区域外に続く。

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器及びその中破片735点，須恵器及びその小破片136点，灰粕陶器片1点，陶器片4点，磁器片2点，

土製品2点，鉄製品2点が出土している。土器類は細片のため，図示できたものは土師器，須恵器，鉄製品の

みである。第119・120図1～14は土師器で，15・16は須恵器である。1の杯と12の嚢は溝と重複している第

214号土坑と第158号住居跡の中間に位置し，1は覆土下層から正位の状態で，12は覆土上層から斜位の状態で

出土している。3の杯は，第133号住居跡付近の覆土中層から逆位の状態で出土している。4の杯，8・10の

嚢，11の甑，14の手控，15の杯，第120図17の紡錘車は，調査Ⅱ区の中央部の覆土中から出土している。5の

杯と9の嚢は，重複している第4号溝と第18号溝の中間で，5の杯は覆土上層から逆位の状態で，9の嚢は覆

土中層から横位の状態でそれぞれ出土している。6の杯と16の平瓶は，第18号溝と重複した北側の，覆土上層

からともに逆位の状態で出土している。13の手淫土器は，第18号溝と重複した中間の覆土上層から正位の状態

で出土している。7の嚢は，第18号溝と第71号土坑の中間の覆土上層から散乱した状態で出土している。2の

杯は，第111号住居跡から南へ1．2mほどの覆土上層から正位の状態で出土している。第120図18・19の刀子は

覆土中から出土している。

所見　出土土器の多くは7世紀代のもので，本跡は古墳時代の後期に掘られ使用されたものと思われる。また，

8世紀の土器も細片ながら覆土上層面から出土しているため，本跡は奈良時代まで埋まり切らなかった可能性

も考えられる。
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第120図　第14号溝出土遺物実測図（2）

第14号溝出土遺物観察表

二二「

留　19
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図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　　考

第119図杯A　12．4丸底。体部は内野しながら立ち上が口縁部内・外面横ナデ。休部外面横石英・長石・白色粒子Pl129100％　PL79

1
土　師　器B　　5．4り，中位に明瞭な稜をもつ。ロ緑部位のヘラ削り，内面ナデ。底部外面にぷい褐色第214号土坑と第158号

はやや外反する。ヘラ削り，内面ナデ。普通住居の中間覆土下層

2

珂こA　12．8丸底。休部は内暫しながら立ち上が口緑部内・外面横ナデ。休部及び底石英・雲母・白色粒子P1130　98％　PL79

土　師　器B　　4．2り，ロ緑部との境に弱い稜をもつ。部外面横位のヘラ削り，内面横ナデ。にぷい橙色第111号住居跡南へ

口緑部は直立する。 普通1．2mほどの覆土上層

3

士不A〔11．8〕丸底。休部は内暫しながら立ち上が口緑部内・外面横ナデ。体部及び底石英・長石・雲母P1131　55％

土　師　器B　　5．1り，口緑部との境に弱い稜をもつ。部外面横位のヘラ削り，内面横ナデ。内面：黒褐色第133号住居跡の覆土中層

口縁部は直立する。内面黒色処理。外面：暗赤褐色

普通

4

ゴ不A〔12．7〕丸底。体部は内攣しながら立ち上が口縁部内・外面横ナデ。体部及び底長石・雲母・白色粒子Pl132　75％　PL79

土　師　器B　　4．1り，口緑部との境に弱い稜をもつ。

ロ緑部は直立する。

部外面横位のヘラ削り，内面横ナデ。明赤褐色

普通

調査I区中央部覆土中

5

士不A〔2．3〕底部から口緑部片。丸底。体部は内口縁部内・外面横ナデ。体部部外面石英・長石・雲母・Pl133　35％　PL79

土　師　器B（3．2）攣しながら立ち上がり，ロ緑部との横位のヘラ削り，内面横ナデ。底部白色粒子第4号溝と第18号溝

境に弱い稜をもつ。口縁部は直立す

る。

外面へラ削り，内面ナデ。明赤褐色

普通

の中間覆土上層

6

杯A〔10．1〕底部から口縁部片。丸底。体部は内口縁部内・外面横ナデ。体部外面横石英・長石・白色粒子Pl134　15％

土　師　器B（3．0）暫しながら立ち上がり，ロ緑部との位のヘラ削り，内面横ナデ。底部外にぷい褐色第18号溝が重複した

境に弱い稜をもつ。口縁部は直立し

端部はつまみ上げられている。

面へラ削り，内面ナデ。普通覆土上層

7

聾A　22．8体部から口緑部にかけての破片。体口緑部及び頸部内・外面横ナデ。体石英・長石・白色粒子Pl136　40％　PL79

土　師　器B（24．8）部は長胴形を呈し，最大径を上位に部外面上位ナデ。下位斜位のヘラ削にぷい赤褐色第18号溝と第71号溝

もつ。頸部は緩やかに屈曲する。口

緑部は外反気味に開く。

り，内面ナデ。普通の中間覆土上層散乱

した状態

8

登A〔17．6〕底部から口緑部にかけての破片。平口縁部及び頸部内・外面横ナデ。体石英・長石・赤色粒子Pl137　45％　PL80

土　師　器B　19．1

C〔8．8〕

底。休部は球形を呈し，最大径を中

位にもつ。頚部はくの字状に屈曲す

る。ロ縁部は外反気味に開く。

部外面斜位のヘラ削り，内面ナデ。にぷい橙色

普通

調査Ⅱ区の中央弧覆土中
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第119図 嚢 A　 21．7 体部か ら口緑部 にかけての破片。体 口緑部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英 ・長石 ・雲母 P l135　 60％　 PL 80

9
土　 師　 器 B （25．1） 部は内攣しなが ら立ち上が る。頚部 部外面上位ナデ，下位斜位のヘラ磨 にぷい黄橙色 第 4 号溝と第18号溝

は くの字状に屈曲する。口緑部は外

反気味に開く。

き，内面ナデ。 普通 の中間覆土中層

10

嚢 B （4．5） 底部から体部下半 にかけての破片。 体部外面横位のヘラ削 り，内面横 ナ 石英・長石・雲母・白色粒子 P 1138　　 5％

土　 師　 器 C　　 5．9 平底。体部は内攣 しなが ら立ち上が

る。

デ。・ 明赤褐色

普通

調査Ⅱ区中央部覆土中

11

甑 A 〔21．6〕 無底式。体部は内攣しなが ら立ち上 口緑部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英・長石・赤色粒子 P 1141　 30％　 PL 79

土　 師　 器 B　 17．0 が り，上半部はほぼ直立 し頚部に至 部外面縦位のヘラ削 り，下端横位の にぷい赤褐色 調査Ⅱ区中央部覆土中

C 〔8．0〕 る。口緑部は外反気味に開く。 へラ削 り，内面へラナデ。 普通

第120図 嚢・ B （3．6） 底部片。平底。体部は内攣 しなが ら 体部外面横位のへラ削 り，内面横 ナ 石英 ・長石 P 1139　　 5％

12
土　 師　 器 C　 r7．1 立ち上がる。‾ デ。 にぷい褐色

普通

第214号土坑と第158号

住居跡間，覆土上層

13

手 控 土 器 A　　 4．5 平底。体部は直立し口緑部に至る。 口緑部 及び体部 内 ・外面指 ナデ 。 長石 ・赤色粒子 P l142　 95％

土　 師　 器 B　　 4．8

C　　 6．8

内 ・外面に指頭痕。 橙色

普通

第18号溝と重複 した

中間，覆土上層

14

手 捏 土 器 B （4．8） 底部から休部下位 にかけての破片。 口緑部及び体部内 ・外面指ナデ。内 石英・長石・白色粒子 P 1142　 95％　 PL 79

土　 師　 器 C 〔6．8〕 平底。体部は直立して立ち上がる。 面に指頭痕。 にぷい褐色

普通

調査Ⅱ区中央部覆土中

15

杯　　　 身 A 〔10．0〕 底部か ら受け部にかけての破片。丸 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回革 石英 ・長石 P 1144　 10％

須　 恵　 器 B （3．1） 底。体部は内攣 しなが ら立ち上が り，

受け部に至る。

ヘラ削り。 灰色

良好

調査Ⅱ区中央部覆土中

16

平　　　 瓶 A　　 5．4 頚部か ら口緑部 にかけての破片。口 口緑部及び頸部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 P 1145　 20％　 PL 79

須　 恵　 器 B （6．9） 緑部内面に段をもつ。頚部 は外傾 し デ占　内 ・外面自然粕。 灰色 第18号溝と重複 した

て立ち上がり口緑部に至る。 良好 北側，覆土上層

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

径（cm ） 長さ（cm ） 孔径（cm ） 重量 （g ）

第120図17 土製紡錘車 （4．7） 0．7 2．2 （42．6） 調査Ⅱ区中央部，覆土中 D P lO I　　　　　　 PLlO 8

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第120図18 刀　　　 子 （3．6） 0．8 0．3 （1．7） 覆土中 葦部片　 M lO5　　　 PL 1 13

19 刀　　　 子 ．（3．1） 1．2－ 0．4 （3・7） 覆土中 刃部片　 M lO6　　　 PL 113

（4）遺構外出土遺物

今回の調査で，表土層，遺構確認面及び竪穴住居跡などの遺構覆土中から，遺構に伴わない古墳時代の遺物

が出土している。ここでは，古墳時代の特徴的な遺物について実測図及び拓影図を掲載し，解説は一覧表等に

記載した。

遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 一徹 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第12 1図 杯 A 〔11．3〕 丸底。体部は内攣 しながら立ち上が 口緑知内 ・外面横ナデ。体部及び底 石英・長石・雲母・赤色粒子 P l193　6 0％　 P L 80

1
土　 師　 器 B　　 3．8 り，口緑部 との境 に弱い稜 をもつ。

白線部は直立する云

部外面横位のヘラ削り，内面横ナデ。 明赤褐色

普通

Ⅳ区表土中

2

ゴ不 A 〔12．6〕 底部か ら口緑部 にかけての破片。丸 口緑部内 ・外面横ナデ。体部及び底 石英・長石・赤色粒子 P 1159　2 5％

土　 師 一器 B （3．4） 底。体部 は内攣しなが ら立ちが り， 部外面横位のヘラ削 り，内面へラナ にぷい黄橙色 Ⅱ区表土中

口緑部 との境に弱い稜をもつ。口緑

部は直立する。

デ。 普通
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第121回　遺構外出土遺物実測図

図 版 番 号 器　　 種 計 測値 （clu） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 12 1図 椀 A　 l1．7 底 部 は 中 央 が 小 さ く 凹 む 丸 底 で あ 券 面 が 荒 れ て い る た め 調 整 は 不 明 で 石 英 ・長 石 ・雲 母 ・ P l189　 70 ％　 P L 80

土　 師　 器 B　　 4．7 る 。 休 部 は 内 攣 し な が ら 立 ち 上 が り ， あ る が ， 口 緑 部 外 面 横 位 の ヘ ラ 磨 き ， 赤 色 粒 子 Ⅳ 区 表 土 中

3 C　　 2．1 口 縁 部 と の 境 に 弱 い 稜 を もつ 。 口 縁 内 面 横 位 の ヘ ラ 磨 き と 思 わ れ る 。 体 橙 色

部 は 外 反 気 味 に 開 き ， 内 面 下 端 に 稜

を もつ 。

部 下 端 横 位 の ヘ ラ 削 り。 内 ・外 面 赤

彩 。

普 通

4

椀 A 〔13．8 〕 休 部 か ら ロ 縁 部 片 。 休 部 は 内 暫 し な 口 縁 都 内 ・外 面 横 位 の ヘ ラ 磨 き。 体 長 石 ・白 色 粒 子 P l190 10 ％

土　 師　 器 B （4．2 ） が ら立 ち 上 が り， 口 緑 部 と の 境 に 弱 部 外 面 横 位 の ヘ ラ 磨 き 。 内 ・外 面 赤 明 赤 褐 色 Ⅳ 区 表 土 中

い 稜 を も つ 。 口 緑 部 は 外 反 気 味 に 開

き ， 内 面 下 端 に 稜 を もつ 。

彩 。 普 通

5

高　　　 杯 B （3．9 ） 脚 部 片 。 脚 部 は 中 空 で ， 裾 部 に か け 脚 部 外 面 縦 位 の ヘ ラ 磨 き， 内 面 パ ケ 石 英 ・雲 母 ・白 色 粒 子 P 660　 30％

土　 師　 器 D 〔 8．2 〕

E （ 3．9 ）

て ラ ッパ 状 に 開 く。 目調 整 。 裾 部 内 面 横 ナ デ 。 外 面 に 線

刻 が 残 る。 外 面 赤 彩 。

赤 褐 色

普 通

Ⅲ 区 表 土 中

6

器　　　 台 B （ 3．6 ） 脚 部 片 。 脚 部 は ハ の 字 状 に 開 く。 器 脚 部 外 面 縦 位 の ヘ ラ磨 き， 内 面 ナ デ 。 石英・長石 ・雲母 ・白色粒子 P 1195　 30％

土　 師　 器 E （ 3．0 ） 受 部 に 孔 を 有 さ ず ， 脚 部 上 位 に 円 形

の 孔 3 を穿 孔 し て い る 。

黄 褐 色

普 通

Ⅳ 区 表 土 中

7

器　　　 台 E （ 5．2 ） 脚 部 片 。 脚 部 は ハ の 字 状 に 開 く。 器 券 面 が 荒 れ て い る た め 調 整 は 不 明 で 石 英 ・長 石 P 1196　 40％　 P L 80

土　 師　 器 受 部 中 央 に 円 形 の 孔 1 ， 脚 部 中 位 に あ る が ， 脚 部 外 面 縦 位 の ヘ ラ 磨 き と に ぷ い 橙 色 Ⅳ 区 表 土 中

円 形 の 孔 4 を穿 孔 し て い る 。 思 わ れ る 。 内 面 に パ ケ 昌調 整 。 脚 部

外 面 及 び 器 受 部 内 面 赤 彩 。

普 通

8

器　　　 台 B （ 6．3 ） 脚 部 片 。 脚 部 は ハ の 字 状 に 開 き ， 裾 脚 部 外 面 縦 位 の ヘ ラ磨 き， 内 面 ナ デ 。 石英ト長石 ・雲母 ・白色粒子 P 1186　 30％

土　 師　 器 D 〔10．2 〕

E　　 5．1

部 は 外 反 気 味 に 広 が る 。 器 受 部 中 央

に 円 形 の 孔 1 ， 脚 部 中 位 に 円 形 の 孔

4 を 穿 孔 して い る 。

裾 部 梼 ナ デ 。 器 受 部 内 面 赤 彩 。 に ぷ い 褐 色

普 通

Ⅳ 区 表 土 中
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第121図

9

柑 A 〔9．4〕 底部からロ緑部にかけての破片。丸 口緑部外面縦位のヘラ磨 き，内面横 石英 ・赤色粒子 ‘ P 1201 3 0％

土　 師　 器 B （6．5） 底。体部は内攣しながら立ち上がり， 位のヘラ磨 き，体部外面横位のヘラ 赤色 Ⅲ区表土中

口緑部との境 に弱 い稜をもつ。口緑

部は外傾する。

磨 き，内面放射状のへラ磨 き。内 ・

外面赤彩。

普通

10

柑 B （2．1），底部片。底部 は中央が小 さく凹む丸 体部下端横位のへラ削り。内面ナデ。 石英・長石・雲母・白色粒子 P 1197 10％

土　 師　 器 C 〔2．0〕 底である。体部は内暫 しながら立ち

上がる。

黄褐色

普通

Ⅳ区表土中

11

柑 B （2．8） 底部か ら体部片。底部は中央が小さ 体部内 ・外面ナデ。体部下端横位の 雲母 ・赤色粒子 P 1164　 5％

土．師　 器 C　　 3．1 く凹む丸底である。体部は内攣 して

立ち上がるもの と思われ‘る。

ヘラ削 り。 明赤褐色

普通

Ⅱ区表土中

12

＝ヒヨ互 A 〔9．4〕 口緑部片。口緑部は外傾して開 く。 口緑部外面斜位のパケ目調整後，横 石英 ・長石 P 116 5 10％

土　 師　 器 B （3．2） ナデ，内面横ナデ。 にぷい黄橙色

普通

Ⅱ区表土中

13

・＝ヒ宝E B （2．2） 底部か ら体部下半にかけての破片。 体部下端横位のヘラ削 り。内面ナデ。 石英・長石・白色粒子 P l198 10％

土　 師　 器 C 〔4．5〕 平底。体部は内攣 しなが ら立ち上が

る。

にぷい黄橙色

普通

Ⅳ区表土中

14

台　 付　 棄 D 〔10．2〕 台部片。台部埠ハの字状に開 く。 台部外面縦位のパケ目調整，内面横 石英 ・長石 ・雲母 P 1165　 5％

土　 師　 器 E （3．6） ナデ。 にぷい橙色

普通

Ⅱ区表土中

15

嚢 A 〔20．4〕 体 部上半か ら口緑部 にかけ ての破 口緑部外面斜位のパケ目後，1 横ナデ。 石英 ・長石・白色粒子 P 662　　 5％

土　 師　 器 B －（5．6） 片。体部は内攣しながら立ち上がる。 内面横位 のパケ 目調整後，横 ナデ。 灰褐色 Ⅲ区表土中

頚部は くの字状に屈曲する。口緑部

は外反気味に開 く。

体部外面上位斜位のパケ目調整。 普通

16

甑 B （3．2） 底部か ら体部下半 にかけての破片。 体部外面斜位のパケ 目調整，内面横 石英 ・長石・白色粒子 P 663　　 5％

土　 師　 器 C　　 4．9 単孔式で，底部は突出する。体部は

外傾 して立ち上がる。

位のパケ目調整後，ナデ。 明赤褐色

普通

Ⅲ区表土中

17

ミニチュア土器 B （2．7） 底部から体部下半にかけての破片。 体部外面指ナデ。外面に指頭痕が残 石英 ・長石 ・雲母 P 1199　30％　 PL 80

土　 師　 器 C　　 2．7 平底。体部は内暫 しなが ら立ち上が

る。

る。内面縦横にパケ目調整。 明赤褐色

普通

Ⅳ区表土中

18

手　　　 捏 B （4．7） 底部か ら体部片。体部 は外傾 して立 体部 内面へラナデ，外面へラ削 り。 石英 ・長石 P 1170 10％

土　 師　 器 C 〔5．9〕 ち上がる。 内面指頭痕有り。 にぷい橙色

普通

Ⅱ区表土中

19

杯　　　 身 A 〔8．2〕 体部片。体部は内攣 しながら立ち上 体部内 ・外面ロクロナデ。 石英 ・白色粒子 P l171　 5％

須　 恵　 器 B （2．1） が り，受け部に至る。 灰色

良好

Ⅱ区表土中

20

嚢 B （2．7） 底部片。体部は内攣 しなが ら立ち上 体部内 ・外面ロクロナデ。体部下端 石英 ・長石・白色粒子 P 1179　 5％ ．

須　 恵　 器 C 〔7．0〕 がる。 回転へラ削り。内面自然粕。 灰黄褐色

良好

Ⅱ区表土中

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

径（cm ） 長さ（cIn） 孔径（cm ） 重量（g ）

第12 1図21 球 状 土 錘 2．5 2．5 0．5 14．2 Ⅳ区覆土中 D P l ll　　　　　　 PLlO8

22 管 状 土 錘 1．7 （5．3） 0．5 （7．5） Ⅱ区覆土中 D P lO 6　　　　　　 PL108
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5　奈良・平安時代の遺構と遺物

今回の調査では，調査区のほぼ全域から当該期の竪穴住居跡106軒，大形土坑2基，土坑8基を検出した。

大半の竪穴住居跡は，他の遺構との重複が激しく，住居跡の中には遺構及び遺物の遺存状況が良好とはいえな

いものもある。以下，検出した遺構と遺物について記載する。

なお，ここでいう奈良時代には，実年代でいうところの7世紀第4四半期～8世紀第1四半期も含めるもの

とする。

（1）竪穴住居跡

第1号住居跡（第122・123図）

位置　調査Ⅱ区の南部，E3cl区。

重複関係　本跡が第2号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第2号住居跡よりも新しい。

規模と平面形　長軸3．82m，短軸3．34mの長方形である○

主軸方向　N－70－W

壁　壁高は30－44cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃及びP6の部分を除き，壁下を全周している。上幅12－18cm，下幅4－6cm，深さ6～12cmで，断面

形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は径26～38cmの円形，深さ44－48cmで，規模や配列から主柱穴と考

ぇられる。このうち，P2～P4には隣接して柱を抜き取ったと思われる痕跡がある。P5は径24cmの円形，

深さ26cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は径66cmの円形，深さ24cmで，竃の東袖

部の東側に掘り込まれており，位置から竃に関連するピットと考えられる。

P6土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

竃　北壁中央部東寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ114cm，両袖幅114cmで，壁外への掘

り込みは58cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を10cm掘りくぼめており，皿

状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がり，煙道部の底面には厚さ6cm

にわたって粘土を貼っている。袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

竜土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土中・小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
3　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，焼土中・小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

4　暗　褐　色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
5　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量
6　にぷい赤褐色　粘土粒子多量，砂粒少量，焼土中・小ブロック・焼土粒子微量
7　暗赤褐色　粘土粒子多量，砂粒少量，焼土中・小ブロック・焼土粒子微量

8　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒・灰少量，炭化粒子微量
9　にぷい赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒・灰少量
10　暗　褐　色　ローム粒子・灰中量，粘土粒子・砂粒少量
11にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
12　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

13　明褐灰色　粘土中・小ブロック・粘土粒子多量，焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・砂粒少量
14　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
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第122回　第1号住居跡実測図

覆土　3層からなる。3層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。2層及び1層は自然堆積であ

る。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量
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遺物　土師器及びその小破片272点，須恵器及びその小破片32点が出土している。第123図1・2は土師器，3・

4は須恵器である。床面では，3の杯がP3の北側から正位の状態で出土している。ピットでは，1の杯がP6

の上面から正位の状態で出土している。また，2の賓が竃の燃焼部と西袖部及び竃付近の床面から覆土中層にか

けて散乱した状態で，4の杯が竃の火床面及びP6の上面から散乱した状態でそれぞれ出土している。

第123図　第1号住居跡出土遺物実測図

第1号住居跡遣物観察表

10cm

－　　－1－－　　　　　－－

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第123図 巧・ A　13．6 平底。体部下端は丸みを帯び，内野口縁部内・外面横ナデ。体部外面ナ石英・長石・雲母・赤色粒子P1　　95％　PL80

1
土　師　器B　　4．5 しながら立ち上がり，口縁部は外傾デ，内面横ナデ。休部下端及び底部灰黄褐色 P6上面

C　　4．8 する。 手持ちへラ削り。口縁部内面に1条

の沈線が巡る。

普通

2

整 A　20．2 底部欠損。体部は長胴形を呈し，最ロ緑部及び頸部内・外面横ナデ。体石英・長石・雲母 P2　　50％　PL80

土　師　器B（30．6）大径を上位にもつ。頚部はくの字状部外面上位ナデ，下位縦位のヘラ磨にぷい赤褐色 電燃焼部・西袖部，

に屈曲する。口緑部は外反気味に開

き，端部をわずかにつまみ上げてい

る。

き，内面へラナデ。 普通 薗付近床面～覆土中層

3

杯 A　13．6 平底。休部下端は丸みを帯び，下半口緑部及び体部内・外面ロクロナ石英・長石・雲母 P3　　80％　PL80

須　恵　器B　　3．8 に稜をもち，外傾しながら立ち上がデ。底部周縁手持ちへラ削り。底部黄灰色 P3北側床面

C　　8．0 り，ロ縁部に至る。 回転へラ切り後，手持ちへラ削り。普通

4

珂こ A〔146〕平底。体部下端は丸みを帯び，下半口緑部及び体部内・外面ロクロナ石英・長石・雲母 P4　　70％　PL80

須　恵　器B　　3．9 に稜をもち，外傾しながら立ち上がデ。底部手持ちへラ削り。 黄灰色 竃火床面，

C　　8．0 り，口縁郭に至る。 普通 P6上面
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明　石　遺　跡

所見　本跡は，P6の上面及び竃内から出土したそれぞれの杯の破片が接合関係にあることから，住居を廃棄

するに当たって，意図的に破砕した杯を，一方は埋め戻されたP6の上面に放置し，もう一方は竃の中に埋納

するという祭祀行為が行われた可能性が考えられる。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第1四半期～第2四

半期と考えられる。

第3号住居跡（第124・125図）

位置　調査Ⅱ区の南部，E3C3区。

重複関係　本跡が第2・103・104号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。

また，第4・15号住居，第4号溝に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺構よりも古い。

規模と平面形　南壁際は調査区城外となっており，確認できたのは長軸6．28m，短軸（6．1）mであるが，平面形

は方形と思われる。

主軸方向　〔N－150－E〕

壁　壁高は34～40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅12－16cm，下幅4～10cm，深さ4～6cmで，断面形はU字形

をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　9か所（P3～Pll）。P3～P6は径42～64cmの円形，深さ34～62cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P4及びP5に隣接してP7～P9があり，径34～40cmの円形，深さ44～60cmで，補助柱穴もしく

は柱を立て替えたものと思われる。PlOは径40cmの円形，深さ20cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと

考えられる。Pllは径40cmの円形，深さ26cmで，性格は不明である。

竃　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ118cm，両袖幅122cmで，壁外への掘り込み

は掘り方まで含めて16cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面とほぼ同じレベル

で，浅い皿状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がり，煙道口部には厚

さ32cmにわたって粘土と砂粒を混ぜたものを貼っている。袖部内面，火床面及び煙道口部は火熟を受けて赤変

硬化している。

竃土層解説

1　灰　褐　色　粘土粒子多量，焼土中・小ブロック・焼土粒子・砂粒少量
2　にぷい赤褐色　粘土粒子多量，焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
3　にぷい赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・粘土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量

4　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，焼土中・小ブロック・焼土粒子・砂粒少量　　　　　　　　　　　1
5　暗　赤褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中・小ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
6　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
7　にぷい赤褐色　ローム粒子・粘土粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・砂粒少量
8　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

9　褐　　　　色　ローム粒子・粘土中・小ブロック・粘土粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・砂粒少量
10　褐　　　　色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック中量，ローム中・小ブロック・焼土中ブロック・砂粒少量

覆土　6層からなる。9層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。8層から4層は自然堆積であ

る。

土層解説

4　黒　褐

5　暗　褐

6　暗　褐

7　暗　褐

8　褐

9　暗　褐

色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・炭化物・炭化粒子少量，焼土粒子微量
色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
色’ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土中・小ブロック・焼土粒子少量

色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
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第124図　第3・15号住居跡実測図

ー165一

2m

0　　　　　　　　　　　　　1m

！　　；　　」



明　石　遺　跡

⊂〕

第125図　第3号住居・跡出土遺物実測図

第3号住居跡遺物観察表

二二〒

0　　　　　　　　　　　　10cm

L i l

図版番号器　　種計渕債（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　考

第125図

1

整A〔22．4〕底部欠損。体部は長胴形を里し，最口緑部及び顛部内・外面横ナデ。体石英・長石・雲母P6　　50％　PL80

土　師　器B（26．2）大径を上位にもつ。頚部はくの字状部外面上位ナデ，下位縦位のへラ磨橙色 奄燃焼部

に屈曲する。口緑部は外反気味に開

き，端部をわずかにつまみ上げてい

る。

き，内面へラナデ。 普通

．2

杯A　16．4平底。休部下端は丸みを帯び，下半口緑部及び体部内・外面ロクロナ石英・長石・雲母・赤色粒子P7　　95％　PL80

須　恵　器B　　4，2に稜をもち，外傾しながら立ち上がデ。底部周縁回転へラ削り。底部回にぷい橙色 PlO上部覆土下層

C　　7．0る。口縁部はわずかに外反する。転へラ削り。 普通（二次焼成）

3

杯B（2．6）底部から体部下半にかけての破片。体部内・外面ロクロナデ。底部周縁石英・長石・雲母・赤色粒子P8　　30％　PL80

須　恵　器C　　7．0平底。体部下端は丸みを帯び，下半

に稜をもち，外傾しながら立ち上が

る。

回転へラ削り。底部回転へラ削り。灰色

普通

奄西側覆土上層

図版番号種　　別
計　　　　　測　　　　　値

石　　質 出　土　地　点 備　　　　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第125図4砥　　　石（6．0）2．5 1．6 （32．5）凝　灰　岩南西区覆土中 QI　　　　　　　　PLlll

図版番号種　　別
計　　　　　測　　　　　値

出　土　地　点 備　　　　　考
長さ（cm）太　さ（cm）重量（g）

第125図5鉄　　　釘2．8 0．7　×　0．6 2．5北東区覆土中 ほぼ完形　MI　　PLl13
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遺物　土師器及びその小破片651点，須恵器及びその小破片92点，砥石1点，鉄釘1点が出土している。第125

図1は土師器，2・3は須恵器である。覆土上層では，3の杯が竃の西側から壊れた状態で出土している。覆

土下層では，2の杯がPlOの上部から正位の状態で出土している。竃では，1の嚢が燃焼部から壊れた状態で

出土している。その他にも北東区の覆土中から5の鉄釘，南西区の覆土中から4の砥石がそれぞれ出土してい

る。

所見　本跡は，一辺が6m以上の比較的大形の住居跡と思われる。また，重複している第103・104号住居跡と

方向が近似し，時期的にも近いことから，この3軒は，第103号→第104号→本跡の順に，一度縮小された後，

拡張されたものと想定される。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第126図　第4号住居跡実測図
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明　石　遺　跡

重複関係　本跡が第3・5号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。また，

第4号溝に掘り込まれており，本跡の方が第4号溝よりも古い。

規模と平面形　長軸5．52m，短軸3．66mの長方形である。

主軸方向　N－80－W

壁　壁高は16～22cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南東コーナー及び南西コーナーの壁下を巡っている。上幅12－16C恥　下幅4～6cm，深さ4～6cmで，

断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

竃　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ120cm，両袖幅84cmで，壁外への掘り込み

は58cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を10cm掘りくぼめており，皿状をし

ている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受け

て赤変硬化している。

竃土屑解説

1　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，焼土中・小ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
2　にぷい赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子中量，粘土粒子・砂粒少量
3　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中・小ブロック中呈，炭化粒子少量
4　暗　赤　褐　色　ローム粒子・炭化粒子中量，ローム中・小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化物微量
5　暗赤　褐　色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

6　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

覆土　7層からなる。7層及び6層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。5層はほぼ水平に堆

積していることから人為堆積と思われ，4層から1層は自然堆積と思われる。

土屑解説

1　暗

2　暗

3　暗

4　暗

5　褐

6　時

7　暗

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

色

褐　色

褐　色

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
ロ－

ロ－

ム粒子中量，ローム中・小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
ム粒子中量，ローム中・小ブッロク少量，焼土粒子微量

ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子少量
ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，粘土粒子微量
ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量，粘土粒子微量

＼、、」王立＝＝二ク
2

去‾‾‾

10cm

！　　　i　　　　！

遺物　土師器の小破片300点，須恵器及びその中破

片42点が出土している。図示した土器は須恵器であ

る。第127図1の杯が竃の燃焼部から斜位の状態で

出土している。また，北西区の覆土中から2の杯

（墨書有）が出土している。

第127図　第4号住居跡出土遺物実測図

所見　本跡は，長辺が短辺の1．5倍よりも長い横長の住居跡である。これに対し，竃の煙道部は50cm以上も壁

外に掘り込まれている。このようなことから，本跡は，竃の東西両側にいわゆる「棚状施設」を有していた可

能性が考えられる。また，主柱穴は1か所も検出されなかった。遺物としては，底部外面に「寺」と墨書され

た須恵器杯が出土しており，付近に仏堂的な建物があった可能性が考えられる。また，竃内から本来供膳具で

ある杯が二次焼成を受けずに出土していることから，住居を廃棄するに当たって，杯を竃の中に埋納するとい

う祭祀行為が行われた可能性も考えられる。本跡の時期は，出土遺物から9世紀第3四半期～第4四半期と考

えられる。
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第4号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第127図 杯 A　 14．2 平底。体部は外傾 しなが ら立ち上が 口緑部及 び体部 内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 14　 100％　 P L 81

1 須　 恵　 器 B －　4．1

C　　 6．2

り，口緑部はわずかに外反する。 デ。体部下端手持ちへ ラ削 り。底部

手持ちへラ削 り。

褐灰色

普通

竃燃焼部

2

杯 B （0．9） 底部片。平底。体部は外傾 しながら 体部内面ロクロナデ。・体部下端手持 石英 ・長石 ・雲母 P 15　 10％　 P L 81

須　 恵　 器 C　　 5．4 立ち上がる。 ちヘラ削 り。底部手持ちへラ削 り。 灰オリーブ色

普通

北西区覆土中

底部外面墨書 「寺」1

第6号住居跡（第128・129図）

位置　調査Ⅱ区の南部，E2aO区。

重複関係　本跡が第113号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第113号住居跡よりも新しい。

規模と平面形　長軸2．48m，短軸2．36mの方形である。

主軸方向　N－10－E

壁　壁高は36～44cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃及び南壁中央部東寄りの部分を除き，壁下を巡っている。上幅12～16cm，下幅6～8cm，深さ6～8

cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない○

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径28cmの円形，深さ32cmで，竃の火床面下に掘り込まれており，位置か

ら竃に関連するピットと考えられる。P2は長径60cm，短径38cmの楕円形，深さ16cmで，中央部に掘り込まれ

ているが，性格は不明である。

Pl土層解説
16　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

P2土層解説
1黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物少量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

竃　北東コーナーに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ124cm，両袖幅80cmで，壁外への掘り込

みは22cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を10cm掘りくぼめており，皿状を

している。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受

けて赤変硬化している。

竃土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化物微量
2　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・炭化粒子少量
4　暗褐色　粘土粒子多量，焼土粒子中量，焼土中・小ブロック・炭化粒子・砂粒少量
5　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

ローム粒子・焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
炭化粒子中量，ローム粒子・焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・灰少量
ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
ローム粒子・焼土粒子・灰少量
粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

6　暗褐色
7　灰褐色
8　黒褐色
9　暗褐色
10　暗褐色
11灰褐色
12　暗褐色
13　暗赤褐色
14　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
15　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

覆土　4層からなる。4層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブッロク少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
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第128図　第6号住居跡実測図

∈≡二王≡つ　2
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第129図　第6号住居跡出土遺物実測図

第6号住居跡遺物観察表
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遺物　土師器の小破片60点，須恵器及びその小破

片7点が出土している。図示した土器は須恵器で

ある。第129図1の杯が竃の南東袖部から斜位の

状態で出土している。また，中央部付近の覆土中

から2の蓋が出土している。

所見　本跡は，コーナー部に竃を有する一辺が3

m未満の小形の住居跡で，ピットが2か所検出さ

れたが，主柱穴は1か所も検出されなかった。本

跡の時期は，出土遺物から8世紀第3四半期～第

4四半期と考えられる。

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第129 図 杯 A　 13．8 平 底。 体 部 は外傾 しなが ら立 ち上 が 口 緑 部 及 び体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英 ・長石 ・雲 母 P 32　　 90％　 P L 8 1

1 須　 蕾　 器 B　　 4．2 り，口縁 部 に至 る。 デ。 休 部下 端手 持 ちへ ラ削 り。底 部 灰黄 褐色 竜南東 袖部

C　　 7．8 手持 ちへ ラ削 り。 普通 ロ緑部 内面油煙 付着

2

蓋

須　 恵　 器

F 〔3．8〕

G　　 O．6

ボタ ン状 のつ まみ片 。 つ まみ郎 ロク ロナデ。 石英 ・長石 ・雲 母

灰色

普通

P 33　　　 5％

覆土中
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第7号住居跡（第130・131園）

位置　調査Ⅱ区の南部，D3jl区。

重複関係　本跡は第8号住居に掘り込まれているため，本跡の方が第8号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸3．24m，短軸3．06mの方形である。

主軸方向　N－40－W

壁　壁高は36－40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅12～22cm，下幅8～14cm，深さ4～8cmで，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は径30～44cmの円形，深さ23～42cmで，規模や配列から主柱穴と考え

られる。P2に隣接してP5があり，径38cmの円形，深さ26cmで，補助柱穴もしくは柱を立て替えたものと思わ

れる。P6は径36cmの円形，深さ22cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P7は径44cmの円

形，深さ22cmで，竃の火床面下に掘り込まれており，位置から竃に関連するピットと考えられる。

P7土層解説
8　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

竃　北壁中央部に付設されているが，基部しか遺存していない。焚口部から煙道口部までの長さ100cm，両袖

幅88C皿で，壁外への掘り込みは12cmである。付近の覆土の含有物から，袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されて

第130図　第7号住居跡実測図
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明　石　遺　跡

いたものと思われる。火床面は床面を10cm掘りくぼめており，皿状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，

緩やかに外傾しながら立ち上がる。火床面は火熱を受けて赤変硬化している。遺存状況や覆土の堆積状況から，

本跡の竃は人為的に壊されたものと思われる。

竃土層解説
1　暗褐色
2　暗褐色

3　暗褐色
4　暗褐色
5　黒褐色
6　暗褐色
7　暗褐色

粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・粘土粒子・砂粒少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

覆土　5層からなる。5層は含有物から竃が壊されて堆積したものと考えられる。4層から1層は自然堆積で

ある。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

愈2
0　　　5cm

⊆二＝＝＝十二∃

第131図　第7号住居跡出土遺物実測図

第7号住居跡遺物観察表

遺物　土師器の小破片220点，須恵器及びその中破片82点が出土

している。図示した土器は須恵器である。第131図1の蓋がP6

の北側の床面から壊れた状態で出土している。また，北西区の覆

土中から2の蓋が出土している。

所見　本跡は，竃が人為的に壊されていることから，住居廃棄時

の様子をうかがい知ることができる。本跡の時期は，出土遺物か

ら8世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第13 1図 蓋 A　 15．4 天井部 は笠形で，擬宝珠状のつまみ 口緑部及び外周部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 3 4　　 70％　 P L 81

1
須　 恵　 器 B　　 2．8 が付 く。口緑端部は短 く折 り返して デ。天井部回転へラ削 り後，つまみ 灰白色 P 6 北側床面

F　　 3．0

G　　 O．7

いる。 接合。 普通

2

蓋

須　 恵　 器

B （1．8）

F　　 3．6

G　 l．5

扇平な擬宝珠状のつまみ片。 つまみ部ロクロナデ。 長石 ・雲母

にぷい黄褐色

普通

P 35　　　 5％

北西区覆土中

第8号住居跡（第132～134図）

位置　調査Ⅱ区の南部，D3il区。

重複関係　本跡が第7・10号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。

規模と平面形　床の広がり及び土層断面中の壁の立ち上がりから，長軸〔3．8〕m，短軸2．74mの長方形と推定される。

主軸方向　〔N－10－E〕

壁　壁高は24～36cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北壁下を除き，壁下を巡っている。上幅16－18cm，下幅8～12cm，深さ4～6cmで，断面形はU字形を

している。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。
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2m

！　＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl，P3及びP4は径22～30cmの円形，深さ24～26cmである。P2は二段

掘り込みになっており，上段は径68cmの円形，深さ22cmで，下段は径18cmの円形，深さ22cmで，床面から下段

底面までの深さは44cmである。Pl～P4は規模や配列から主柱穴と考えられる。P5は径32cmの円形，深さ

18cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

P2土層解説
1暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量

貯蔵穴　北西コーナー部に付設されており，径58cmの円形，深さ34cmで，断面形は逆台形をしている。

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム小ブロック少量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

竃　北壁中央部東寄りに付設されているが，東側は撹乱を受けている。焚口部から煙道口部までの長さ〔120〕cm，両

袖幅〔80〕cmで，壁外への掘り込みは臼0〕cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を12

cm掘りくぼめており，皿状をしている。袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

覆土　6層からなる。6層から2層まではローム，焼土及び炭化物の含有状況や遺物の投棄状況から人為堆積

と思われ，1層は自然堆積と思われる。
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明　石　遺　跡

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

遺物　土師器及びその中破片1048点，須恵器及びその中破片7点，刀子1点が出土している。第133・134図1

－18は土師器，19・20は須恵器である。覆土上層では，17の羽釜がP4の北側から正位の状態で，19の杯が貯

蔵穴の上部から正位の状態でそれぞれ出土している。覆土下層では，1の杯が竃の西側から正位の状態で，3

の杯が西壁際から壊れた状態で，6の杯が南西コーナー部から斜位の状態で，7の杯が南西コーナー部から正

位の状態でそれぞれ出土している。床面では，2の杯がPlの北側から正位の状態で，8の杯が西壁際から横

位の状態で，12の高台付椀がPlの北側から逆位の状態で，13の嚢が南壁際から壊れた状態で，16の小形嚢が

P4の北側から壊れた状態でそれぞれ出土している。竃では，11の椀が火床面から壊れた状態で，18の甑が火

床面から横位の状態でそれぞれ出土している。貯蔵穴及びピットでは，20の杯（墨書有）が貯蔵穴の上面から

逆位の状態で，4の杯がP2の覆土上層から壊れた状態で，15の嚢がP2上段の底面から壊れた状態でそれぞ

れ出土している。また，5の杯が竃の南側の床面及び中央部の覆土下層から散乱した状態で，14の嚢がP2の

上面及び貯蔵穴の北側の覆土下層から散乱した状態でそれぞれ出土している。その他にも南東区の覆土中から

9・10の杯（10は墨書有），北西区の覆土中から21の刀子がそれぞれ出土している。

所見　本跡からは遺物が多量に出土しており，その出土状況から，これらの遺物群は一括投棄されたものと思

われる。中でも判読できないが体部外面に墨書された土師器杯が出土しており，注目される。さらに，混入し

た遺物ではあるが，「寺」と底部外面に墨書された須恵器杯が出土しており，付近に仏堂的な建物があった可能

性が考えられる。また，竃内から本来供膳具である椀が二次焼成を受けずに出土していることから，住居を廃

棄するに当たって，椀を竃の中に埋納するという祭祀行為が行われた可能性も考えられる。本跡の時期は，一

括投棄された遺物群とあまり差はないものと思われ，10世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第8号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 轟　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 ．胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第133図 杯 A 1，2．4 平底。体部は内攣しながら立 ち上が 口緑部及び体部外面ロクロナデ，内 長石・雲母・赤色粒子 P 36　　 90％　 PL81

1 土　 師　 器 B　　 3．6

C　　 7．0

り，口緑部はわずかに外反する。 面 ロクロナデ後，横位のヘラ磨 き。

底部回転糸切 り。内面黒色処理。

にぷい橙色

普通

竃西側覆土下層

2

杯 A　 13．0 平底。体部は内攣しなが ら立ち上が 口緑部及び体部外面ロクロナデ，内 長石 ・雲母・赤色粒子 P 37　　 80％　 PL81

土　 師　 器 B　　 3．6

C　　 6．8

り，口緑部は外傾する。 面ロクロナデ後，横位のへラ磨 き。

底部回転糸切 り。・内面黒色処理。

黒褐色

普通

P l 北側床面

3

ま不 A　 13．0 平底。体部は下半 に稜 をもち，内攣 口緑部及 び体部 内 ・外 面ロクロナ 長石 ・雲母 P 38　　 80％　 PL81

土　 師　 器 B　　 4．4

C　　 6．6

しながら立ち上が り，口緑部は外傾

する。

デ。底部回転糸切 り。内面黒色処理。 浅黄争

普通

西壁際覆土下層

4

杯 A　 13．6 平底。体部は内攣 しなが ら立ち上が 口緑部及び体部外面ロクロナデ，内 長石 ・雲母・赤色粒子 P 39　　 80％　 PL81

土　 師　 器 B　　 4．0

C　　 6．0

り，口緑部は外傾する。 面ロクロナデ後，横位のヘラ磨 き。

底部回転糸切 り。内面黒色処理。

にぷい黄橙色

普通

P 2 覆土上層

5

J不 A 〔14．2〕 平底。体部 は内攣 しなが ら立ち上が 口緑部及 び体部外面 ロクロナデ，．内 長石・雲母・赤色粒子 P 40　　 50％　 PL81

土　 師　 器 B　　 5．1 り，口緑部は外傾する。 面ロクロナデ後 ，横位のヘラ磨 き。 にぷい橙色 竃南側床面，

C　　 7．2 底部回転糸切 り。内面黒色処理。 普通 中央部覆土下層

6

ゴ不 A 〔12．6〕 平底。体部は内攣 しながら立ち上が 口緑部及び体部外面ロクロナデ，内 長石 ・雲母 P 41　 60％　 PL81

土　 師　 器 B　　 3．6

C　　 7．0

り，口緑部は外傾する。 面ロクロナデ後，横位のヘ ラ磨 き。

底部回転糸切 り？内面黒色処理。

にぷい黄橙色・

普通

南西コーナ」部覆土下層

7

杯 A　 13．0 底部二部欠損。平底。体部は内攣 し 口緑部及び体部外面ロクロナデ，内 長石・雲母・赤色粒子 P 42　　 50％　 P L81

土　 師　 器 B　　 3．8 ながら立ち上が り，口緑部は外傾す 面 ロクrロナデ後，横位 のへ ラ磨 き。 にぷい黄橙色 南西コーナー部覆土下層

C 〔7．4〕 る。 底部回転糸切 り。内面黒色処理。 普通
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第133図　第8号住居跡出土遺物実測図（1）
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明　石　遺　跡
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第134図　第8号住居跡出土遺物実測図（2）
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図版番号器　　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第133図 杯 A 〔13．0〕底部欠損。体部は内暫しながら立ち口緑部及び体部内・外面ロクロナ長石・雲母・赤色粒子P43　　30％　PL81

8 土　師　器B（5．6）上がり，口縁部は外傾する。 デ。内面栗色処理。 灰黄色

普通

西壁際床面

9

土不 A 〔14．0〕休部上半から口緑部にかけての破口緑部及び体部外面ロタロナデ，内長石・雲母 P44　　20％

土　師　器B （2．8）片。体部は内野しながら立ち上がり，面ロクロナデ後，横位のヘラ磨き。黒褐色 南東区覆土中

ロ縁部は外傾する。 内面黒色処理。 普通

10

杯 B （3．2）口縁部欠損。平底。体部は内暫しな体部内・外面ロクロナデ。底部回転長石・雲母・赤色粒子P48　　20％　PL81

土　師　器C　　6．0 がら立ち上がる。 糸切り。 にぷい橙色

普通

南東区覆土中

体部外面墨書「□」？

11

椀 A 〔17．4〕底部欠損。体部は内攣しながら立ち口縁部及び休部外面ロクロナデ，内長石・雲母・赤色粒子P51　30％　PL81

土　師　器B（4．6）上がり，口緑部は外傾する。 面ロタロナデ後，横位のヘラ磨き。

内面黒色処理。

にぷい橙色

普通

奄火床面

12

高台付椀A 〔15．0〕底部は平底で，ハの字状に開く高台口緑部及び体部外面ロクロナデ，内長石・雲母・赤色粒子P52　　60％　PL82

土　師　器B　　5．5 が付く。休部は内暫しながら立ち上面ロクロナデ後，横位のヘラ磨き。にぷい黄橙色 Pl北側床面

D　　7．6

E　l．6

がり，口緑部は外傾する。 底部回転糸切り後，高台貼り付け。

椀部内面黒色処理。

普通

13

襲 A〔24．0〕底部欠損。体部は長胴形を呈し，最口縁部及び頭部内・外面横ナデ。体石英・長石・赤色粒子P54　　50％　PL81

土　師　器B （21．8）大径を上位にもつ。頚部はくの字状部外面上位ナデ，下位横位のヘラ削にぷい黄橙色 南壁際床面

に屈曲する。口縁部は外反気味に開

き，端部をつまみ上げている。

り，内面へラナデ。 普通

14

襲 A 〔23．6〕体部上半から口縁部にかけての破口縁部及び顛部内・外面横ナデ。体石英・長石・雲母 P55　　20％　PL81

土　師　器B （15．1）片。体部は内野しながら立ち上がる。部外面ナデ，内面へラナデ，上端横黒色 P2上面，

頚部はくの字状に屈曲する。口緑部

は外反して開き，端部を丸く収めて

いる。

位のパケ昌調整。 普通 貯蔵穴北側覆土下層
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考．

第134図 尭 A 〔22．6〕 体部上半か ら口緑 部にかけての破 口緑部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英・長石・赤色粒子 P 56　　 20％　 PL 82

土　 師　 器 B （18．4） 片。体部は長胴形 を呈 し，最大径 を 部外面上位ナデ，下位縦位のヘラ削 橙色 P 2 上段底面

15 上位にもつ。頚部は くの字状に屈曲

する。 口緑部は外反気味に開き，端

部をわずかにつまみ上げている。

り，内面へラナデ。 普通

16

小　 形　 賓 A 〔13．0〕 底部欠損。体部は球形を呈 し，最大 口緑部及び頸部内 ・外面痍ナデ。体 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 57　 30％　 PL寧2

土　 師　 器 B （10．9） 径 を中位にもつ。頚部はくの字状に 部外面上端ナデ，中位縦位のヘラ削 にぷい橙色 P 4 北側床面

屈曲する。口緑部は外反気味に開き，

端部をつまみ上げている。

り，下端横位のヘ ラ削 り，内面へ ラ

ナデ。

普通

17

羽　　　 釜 B （4．2） 環状の鍔部片。 鍔部上 ．・下面ナデ。鍔端部横ナデ。 石英 ・長石 P 59　　 5％　 PL 8 1

土　 師　 器 上面に指頭痕，下面に貼 り付け痕が

残 る。

橙色

普通

P 4北側覆土上層

18

甑 A 〔20．8〕 頚部か ら口緑部 にかけての破片。頸 口緑部及び頸部内 ・外面横ナデ。頸 石英・長石・赤色粒子 P 58　 10％

土　 師　 膚 B （6．1） 部はくゐ字状に屈曲し，下端に把手

を貼 り付 けた痕跡か認め られる。口

緑部は外反気味に開き，端部をつ ま

み上げている。

部外面下端横ナデ後，把手貼 り付 け。 にぷい橙色

普通

竃火床面

19

杯 B （1．6） 底部片。平底。体部は外傾しなが ら 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回転 石英 ・雲母 P 60　　 20％

須　 恵　 器 C　　 6．2 立ち上がる。 糸切 り。 灰白色

普通

貯成穴上部覆土上層

20

杯 B （1．5） 底部片。平底。体部は外傾しながら 体部内 ・外面ロクロナデ。体部下端 長石 ・雲母 P 61　　 5％　 PL 82

須　 恵　 器 C 〔8．2〕 立ち上がる。 手持ちへラ削 り。底部手持ちへラ削 暗灰黄色 貯蔵穴上面

り。 普通 底部外面墨書 「寺」

図版番号 準　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g ）

第13 4図21 刀　　　 子 （4．7） 1．4 0．4 （4．1） 北西区覆土中 ． 茎部片　 M 2　　　　 PL 113

第9号住居跡（第135・136図）

位置　調査Ⅱ区の南部，D3j3区。

重複関係　本跡が第16号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第16号住居跡よりも新しい。また，第67号

土坑、第4号溝に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺構よりも古い。

規模と平面形　長軸3．70m，短軸3．06mの長方形である○

主軸方向　N－90－W

壁　壁高は50～62cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃及び東壁中央部を除き，壁下を巡っている○上幅10～14cm，下幅4～8cm，深さ2～4cmで，断面形

はU字形をしている。

床　北東コーナー部付近，南東コーナー部付近及び西側3分の1の床は，他の部分よりも4～6cmほど低くな

っており，北西コーナー部付近はさらに6cmほど低くなっている。高い方の床全体が，・特に踏み固められてお

り，竃の焚口部及び火床部も人為的に埋められ，床として使用されている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P3は径36～38cmの円形，深さ24～30cmである。P4は径52cmの円形，

深さ14cmである。Pl～P4は規模や配列から主柱穴と考えられる。P5は径24cmの円形，深さ16cmで，位置

から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

P4土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量
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明　石　遺　跡

第135図　第9号住居跡実測図
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竃　北壁中央部東寄りに付設されているが，基部しか遺存していない。また，焚口部及び火床部は人為的に埋

められ，床として使用されいる。焚口部から煙道口部までの長さ168cm，両袖幅〔130〕cmで，壁外への掘り込み

は78cmである。付近の覆土の含有物から，袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されていたものと思われる。火床面

は床面を22cmほど皿状に掘り込んだ後，埋め戻した上に形成されている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩や

かに外傾しながら立ち上がるが，煙道部の底面には直径44cmの円形，深さ16cmのピット状の掘り込みがある。

遺存状況や覆土の堆積状況から，本跡の竃は人為的に壊されたものと思われる。

竃土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
2　褐　　　　色　粘土中・小ブロック・粘土粒子多量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
3　暗　褐　色　粘土粒子多量，粘土小ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量

4　暗　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
5　にぷい赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
6　暗　赤褐　色　炭化物・炭化粒子多量，焼土小ブロック・焼土粒子中量
7　暗　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子・粘土小ブロック中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土中ブロック・砂粒少量

8　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
9　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
10　にぷい褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック少量，炭化粒子微量
11褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
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覆土　6層からなる。6層及び5層はほぼ水平に堆積していることから人為堆積と思われ，4層から1層は自

然堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　褐　色　ローム粒子中鼠焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量
5　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
6　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器及びその小破片332点，須恵器及びその小破片64点，灰粕陶器の小破片3点，和同開弥1点が出

土している。第136図1・2は土師器，3－6は須恵器である。覆土中層では，6の杯がP4の東側から横位

の状態で出土している。覆土下層では，1の小形嚢が東壁際から横位の状態で，4の杯が中央部から逆位の状

態でそれぞれ出土している。床面では，7の和同開称がP4の南側から表を上に向けた状態で出土している0

また，3の杯が竃の焚口部の覆土上層及びP4の東側の床面から散乱した状態で出土している。その他にも北

東区の覆土中から5の杯（墨書有），北西区の覆土中から2の小形嚢がそれぞれ出土している0

所見　本跡は，竃の袖部が人為的に壊され，焚口部及び火床部も人為的に埋められて，床として使用されいる

ことや，床が段状を呈していることから，住居として使用された後，何らかの建物として使用されていたもの

と思われる。それについては，「寺」と底部外面に墨書された須恵器杯や，和同開称が出土していることから，

仏堂的な建物として使用されていた可能性が考えられる。時期は，出土遺物から8世紀第3四半期～第4四半

期と考えられる。
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第136図　第9号住居跡出土遺物実測図
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明　石　遺　跡

第9号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法 ＿の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第136図

1

4 、 形　 襲 A 〔16．0〕 底部一部欠損。平底。．体部は球形 を 口緑部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英 ・長石 P 159　 80％　 P L 82

土 r　師　 器 B　 17．4 呈 し，最大径を中位にも＿つ。頚部は 部外面 ナデ，下端横位のヘラ削 り， 明赤褐色 東壁際覆土下層

C 〔料．0〕 コの字状に屈曲する。口緑部は外反

気味に開き，端部をわずかにつまみ

上げている。

内面へラナデ。 普通

2

小　 形　 嚢 A 〔15．0〕 口緑部片。頚部はくの字状 に屈曲す 口縁部及び頚部内 ・外面横ナデ。 石英 ・長石 ・雲母 P 160　 10％

土　 師　 器 B （4．4） る。口緑部は外反気味に開き，端部

に稜をもつ。

灰褐色

普通

北西区覆土中

3

．ゴ不 A　 11．4 平底。体部下端 は丸みを帯び，外傾 口緑部及び体部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 161　 95％　 P L 82

須　 恵　 器 B　　 3．7 しながら立ち上がり，口緑部に至る。 デ。体部下端へラ削 り後，ナデ。底 黄灰色 竃焚 口部覆土上層，

C　　 7．4 部手持ちへラ削 り。 普通 P 4 東側床面

4

杯 A 〔12．8〕 平底。体部は外傾 しながら立ち上が 口緑部及び体部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 162　 4 0％　 P L 82

須　 恵 ・器 B　　 4．3 ．

C　　 7．4

り，口緑部に至る。 デ。体部下端手持 ちへラ削 り。底部

手持ちへラ削 り。

灰色

普通

中央部覆土下層

5

杯 A 〔13．8〕 平底。体部は外傾 しながら立ち上が 口緑 部及び体部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 1 63　 4 0％　 PL 82

須　 恵　 器 ．B　 ．4．2 り，口縁部に至る。 デ。体部下端手持 ちへラ削 り。底部 褐灰色 北東区覆土中

C 〔’8．2〕 手持ちへラ削 り。 普通 底部外面墨書 「寺」

6

ゴ不 A 〔1．2．2〕 底部一部欠損。平底。体部下端 は丸 口緑 部及び体部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 16 4　 2 0％

須　 恵　 器 B （4．1） みを帯び，外傾しながら立ち上が り， デ。体部下端‾へラ削 り後，ナデ。底 灰色 P 4 東側覆土中層

C 〔7．0〕 口緑部に至る。 部手持ちへラ削り。 普通

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 初鋳年代 （西暦） 備　　　　　 考
径 （cm ） 孔（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g ）

第13 6図 7 和 同 開 弥 2．6 0．2 7×0．27 0．2 1．9 P 4 南側床面 和銅元年 （708年） M 3　　　　　　　　　 PL 114

第10号住居跡（第137・138図）

位置　調査Ⅱ区の南部，D3h2区。

重複関係　本跡が第11号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第11号住居跡よりも新しい。また，第8号

住居，第4号溝に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺構よりも古い。

規模と平面形　床面の広がり及び土層断面中の壁の立ち上がりから，長軸3．86m，短軸〔3．8〕mの方形と推定さ

れる。

主軸方向　〔N－140－W〕

壁　壁高は38～48cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅12～20cm，下幅8～12cm，深さ4～10cmで，断面形はU字形

をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径22～40cmの円形，深さ18～22cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P5は径34cmの円形，深さ28cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

住居内土坑　中央部南西寄りに掘り込まれており，長径108cm，短径40cmの楕円形，深さ12cmで，断面形はU

字形をしている。性格は不明である。

住居内土坑土層解説
1　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
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第137図　第10号住居跡実測図

竜北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ114cm，両袖幅94cmで，壁外への掘り込み

は掘り方まで含めて50cmである0袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている0火床面は床面を14cm掘りくぼめ

ており，皿状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がり・煙道口部には厚

さ12cmにわたって粘土と砂粒を混ぜたものを貼っている0袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化してい

る。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
3　暗　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量
4　にぷい赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量，炭化粒子中量，ローム粒子少量
5　にぷい赤褐色　焼土粒子・灰多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子少量
6　黒　褐　色　炭化粒子・灰中量，焼土粒子少量
7　暗赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量
8　暗　褐

9　褐

10　暗　褐

11褐

12　暗　褐

13　暗　褐

色　ロー

色　ロー

色　ロー

色　ロー

色　ロー

色　ロー

ム粒子・焼土粒子中量
ム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
ム粒子・焼土粒子少量
ム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

ム粒子・粘土粒子中量，焼土粒子・砂粒少量
ム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子中量，ローム中ブロック少量

覆土　4層からなる。4層から1層まですべて自然堆積である0
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土眉解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土中・小ブロック・焼土粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，焼土中・小ブロック・炭化物微量

遺物　土師器の小破片900点，須恵器及びその小破片65点，灰粕陶器及びその小破片3点が出土している。第

138図1－5は須恵器，6は灰粕陶器である。覆土下層では，3の杯が中央部から正位の状態で出土している。

床面では，2の杯が竃の西側から横位の状態で，4の蓋が竃の東側から逆位の状態でそれぞれ出土している。

竃では，1の杯が西袖部から逆位の状態で出土している。ピットでは，5の甑がPlの上面から逆位の状態で

出土している。また，6の短頚壷が竃の東袖部，竃の東側の床面及び南壁際の覆土下層から散乱した状態で出

土している。

所見　本跡の遺物としては，猿投折戸10号窯段階の灰粕陶器短頸壷が出土しており，注目される。本跡の時期

は，出土遺物から8世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。

ノ＼

10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L　　　！

第138図　第10号住居跡出土遺物実測図

第10号住居跡遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計測 値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 138 図 土不 A　 14 ．8 平 底 。 体 部 は 外 傾 し な が ら 立 ち 上 が 口 縁 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英・長石 ・雲母・赤色粒 子 P 6 2　　 60％　 P L 82

1 須　 恵　 器 B　　 3，7

C　　 8．4

り， 口 縁 部 に 至 る 。 デ 。 休 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り。 底 部

手 持 ち へ ラ 削 り。

に ぷ い 黄 橙 色

普 通 （二 次 焼 成 ）

竃 酉 袖 部

2

杯 A 〔13．2 〕 底 部 一 都 欠 損 。 平 底 。 体 部 は 外 傾 し ロ 縁 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 63　　 3 0％　 P L 82

須　 悪　 器 B　　 3．5

C 〔 8．0 〕

な が ら立 ち 上 が り ， 口 縁 部 に 至 る 。 デ 。 体 郎 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り。 底 部

手 持 ちへ ラ削 り。

灰 色

普 通

電 西 側 床 面

3

杯 B （ 2．0 ） 底 部 片 。 平 底 。 休 部 は 外 傾 し な が ら 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 体 部 下 端 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 64　　 20 ％

須　 恵　 器 C　　 8．8 立 ち 上 が る 。 手 持 ち へ ラ 削 り。 底 部 回 転 へ ラ削 り。 黄 灰 色

普 通

中 央 部 覆 土 下 層
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図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第138図

4

蓋 A 〔10．4〕 つまみ部欠損。天井部はわずかに丸 口緑部内 ・外面ロクロナデ。天井部 石英 ・長石 P 65　　 40％　 PL 82

須　 恵　 器 B （1．6） みを帯びる。口緑部は直角に折 り返 内面ロクロナデ。天井部外面に自然 粕：暗オリーブ色， 竃東側床面

している。 粕が掛かる。 胎土：灰 白色

良好

東海産

5

甑 B （1．2） 底部片。底部中央に円形の孔 1 ，周 体部下端横位のヘラ削 り。穿孔面へ 石英 ．・長石 ・雲母 P 66　　　 5％

須　 恵　 器 C‘〔15．0〕 縁に台形の孔 4．を穿孔する苧孔式。 ラ削 り。 ．灰色

普通

P l 上面

6

短　 頸　 壷 B （7．0） 底部か ら体部下半にかけての破片。 体部内 ・外面ログロナデ。底部回転 長石 P 67　 10％　 PL 82

灰 粕 陶 器 D 〔12．8〕 底部は平底で，断面台形の低い高台 ヘラ削 り後，高台貼 り付け。高台部 粕：灰黄色， 竃東袖部，竃東側床面，

E　　 O．8 が付 く。体部は内攣 しながら立ち上 内 ・外面ロクロナデ。内 ・外面 に灰 胎土：灰白色 南壁際覆土下層

がる。 粕を施粕。 良好 猿投折戸10号窯産

第12号住居跡（第139－145図）

位置　調査Ⅱ区の南部，D2jO区。

重複関係　本跡が第113号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第113号住居跡よりも新しい。

規模と平面形　長軸3．70m，短軸3．50mの方形であるが，竃の西側は70cmほど北側に掘り込まれている。

主軸方向　N－120－E

壁　壁高は26～38cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。棚状施設の南西端に当たる竃の東側の北壁には，長さ50cmに

わたって粘土を貼っている。

壁溝　北壁下を除き，壁下を巡っている。上幅28～40cm，下幅14～24cm，深さ10～16cmで，断面形は逆台形を

している。

床　全体的に平坦である。壁溝の内側全体は粘土を混ぜた貼床になっており，特に踏み固められている。

貼床土層解説
5　暗　褐　色　ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子多量，ローム小ブロック・粘土中ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
6　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，粘土粒子少量
7　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量
8　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

9　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

ピット　8か所（Pl～P8）。Pl～P6は二段掘り込みになっており，上段は径36～70cmの円形，深さ20～

26cmで，下段は径12～22cmの円形，深さ12～34cmで，床面から下段底面までの深さは34～56cmである。このう

ち，Pl及びP2は規模や配列から主柱穴と考えられ，P3は位置から出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。また，P4～P6は補助柱穴もしくは柱を立て替えたものと思われる。P7及びP8は径30cmの円形，深

さ30cmで，それぞれ東・西南壁際に掘り込まれており，位置や配列から主柱穴に準ずる補助柱穴と考えられる。

Pl土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量
5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

P6土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土中・小ブロック・粘土粒子少量
3　にぷい褐色　砂粒多量，粘土中・小ブロック・粘土粒子少量
4　褐　灰　色　粘土中・小ブロック・粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

5　褐　灰　色　粘土小ブロック・粘土粒子・ローム粒子多量，ローム小ブロック・粘土中ブロック中量，ローム中ブロック少量
6　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量

住居内土坑　中央部の貼床下に掘り込まれており，径96cmの円形，深さ20cmで，断面形はU字形をしている。

性格は不明である。
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第139図　第12・113号住居跡実測図（1）
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第140図　第12・113号住居跡実測図（2）

住居内土坑土層解説
1褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量
3　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
4　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
5　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子少量

竃　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ82cm，両袖幅96cmで，壁外への掘り込みは

56cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されており，東西両袖部とも補強材として置き革の破片を使用し

ている。火床面は床面を8cm掘りくぼめており，皿状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外

傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熟を受けて赤変硬化している。また，竃の東側は掘り込みが

確認できないが，床面からの高さ30cm，長さ150cm，奥行き30cm，面積0．45rdほどの棚状施設になるものと考

えられる。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
2　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
3　褐　灰　色　粘土中・小ブロック・粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
4　黒　褐　色　炭化粒子多量，炭化物中量，焼土中ブロック・焼土粒子少量
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